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　丹たん後ごの漁師、浦うら島しまは、海底の竜りゆう宮ぐう城じようをおとずれた。

　ここには海かい神じんの娘で、うら若く美しい乙おと姫ひめがいて、浦島をもてなした。

　彼女の家来である魚たちは、歓迎の宴うたげを催した。

　やがて浦島は故郷に帰ることになった。乙姫は玉手箱を手渡して言った。

「もしふたたび竜宮城へ帰ってきたくなったときには、この箱を開けなさい」

　故郷に帰った浦島は、まわりに誰だれも知った人がいないことに気づいた。

　彼は孤独に耐えきれず、ついに玉手箱を開けた……。



―　浦島伝説　―



    

  
    
      



    

  
    
      


一章　夏場なのにアキバ～秋あき津つ志し摩まの夏休み





　暗い雨雲が消えて梅つ雨ゆが明けると、たちまち灼しやく熱ねつの太陽が都会のアスファルトを焼く季節がやってきた。少女たちは大胆に薄着になり、少年たちはそんな彼女らを見てそわそわし始める季節……夏の到来である。

　だが、せっかくの夏休みだというのに、草くさ薙なぎ魔ま法ほう建けん築ちく専門学校の生徒たちはとても休んでいられない。補習や実習などの学校行事が目白押しだからだ。

　とくに榎えのき小お角づぬたち二年生には、夏休みに入ってすぐ大きな実習が待っている。一週間にわたる「孤島実習」である。

「お姉ちゃん、一生のお願い！　アルバイト代を前借りさせて！」

　東とう京きよう都と江え戸ど川がわ区くにある葛かつ飾しか浅あさ間ま神じん社じやのおみくじ売り場で、浅あさ間ま石いわ那なは姉である咲さく耶やに、両手をすりすりしながら頼みこんでいた。おみくじ箱の上では石那の式神で、耳が翼になった小さな白ウサギの因幡いなばが、あきれたような目で石那を見ていた。

　石那は巫み女この衣装を着てはいるものの、アルバイト巫女なので、髪はショートカットだし、巫女と言うにはいささか活発すぎる雰囲気の少女だった。それに対して咲耶は本職の巫女であり、富士山の本ほん宮ぐうに仕える両親のあとをついで神社を切りもりするだけあって、石那と二歳しか違わないのに、とても落ち着いたふぜいがあった。

「絶対にだめです。アルバイト代は、おみくじや絵え馬まの売り上げの半分という約束でしたでしょう？」

　咲耶は姉らしく、やんわりとだがきっぱりと言い聞かせた。石那はぷうっと頬ほおをふくらませる。

「だってぇ、一日じゅうおみくじ売り場に座ってるのに、ちっとも売れないんだもん。お願い、明日から孤島実習で行く島って珊さん瑚ご礁しようの、すっごくきれいな島らしいの。そんなところにスク水なんかで行きたくないのよぅ～！」

「スクール水着でも何でも、石那さんはカナヅチですから同じことでしょう？」

　咲耶の、静かだが厳しいツッコミに、石那はグッと言葉をつまらせた。

　そのとき、神社の鳥とり居いをくぐって小角と、彼の式神の伽きや羅らが帰ってきた。伽羅がはいているショートパンツのお尻しりからは白いしっぽが出ていた。また片方のポケットだけ、なぜかぷっくりと大きくふくらんでいた。

「ただいまぁ……」

　小角は暑さのあまり、力の無い声を出した。両手には特売の野菜などでふくれあがった買い物バッグを下げている。ダラダラと汗を流しながら、小角は鳥居の横にある手水ちようず舎やに向かった。手水舎とは参拝の前に手や口をすすぐための、ひしゃくと水すい盤ばんが置かれた小さな建物のことだ。

　小お角づぬは買い物バッグを地面に置くと、竜の口から流れ出す水をひしゃくに取って、頭からザバーッとかぶった。

「ひゃーっ、冷てえ！」

　小角は子供のように叫さけんだ。そんな小角を、伽きや羅らは金色の目でじっと見つめて唇をとがらせた。

「小角だけずるいにゃ。伽羅も、耳や尻尾しつぽに毛が生えてて暑いにゃよ」

　そう言うと、伽羅は水すい盤ばんに顔をつっこんで、ぷはーっと息を吐きながら顔を上げた。

「ふうっ、生き返ったにゃあ」

　伽羅は顔をぶんぶん振り、白い猫耳もぷるぷるっと震ふるわせて水気を切った。しぶきが自分のほうに飛んできたので、小角は眉まゆをひそめて文句を言った。

「こら、こっちに飛ばすなよ！」

「ふーんだ。これが猫流にゃよ」

「ちょっと、手水ちようず舎やの周りを水びたしにしちゃだめでしょっ！」

　石いわ那なはタオルを二枚ひっ掴つかむと、あわてておみくじ売り場から飛び出してきた。小角はそれを受け取って、顔や頭をふいた。

「石那にしちゃ気がきくな。そんな着物着たせいで、女らしくなったのか？」

　小角はいつも通りの冗談口でそう言ったが、水に濡ぬれた黒髪が端整な顔立ちの上にかかっているようすが何だか色気があったので、石那ははからずもドキッとしてしまった。

「ばばば、バカなこと言わないでよ！」どぎまぎしながら、石那は小角をにらんだ。

「誰だれがバカだよ。誉ほめてやったのに、変な阿あ魔まだぜ」

　小角はあきれて軽く肩をすくめると、買い物バッグを咲さく耶やのもとに運んできた。

「咲耶さん、頼まれてた買い物です。こっちはお釣つり」

「ずいぶん重かったでしょう、すみませんね」

　咲耶はおっとりした声で、申し訳なさそうに謝った。咲耶に優しい言葉をかけられて、小角はうれしいような照れくさいようなくすぐったい気分になり、赤くなった。

「そ、そんなこと全然ないですよ。居い候そうろうの身で高校にまで行かせてもらってるんだから、これぐらい役に立たないと」

　美人でしとやかな咲耶は一部の参拝客に絶大な人気があることを、石那も知っている。だから石那は、小角が彼女にあこがれるのも無理のないことだとは思っていたが、仮にも彼女と同じ遺伝子を少しは持っているはずの妹である自分に対する態度とはあまりにも差があるので、複雑な気持ちになっていた。

（一部の参拝客と言えば、先週もデジカメを持った男の集団がやってきて、お賽さい銭せんを一人一万円入れるからお姉ちゃんの写真を撮らせてほしいって言ってきたっけ。巫み女こ姿でホウキを持ってるとこ、なんて写して何が面白いのかわかんないけど。でもお姉ちゃんはそういうのをいつも断っちゃうから、うちの神じん社じやは貧乏なのよね）

　石いわ那なは、恨うらめしそうに咲さく耶やをにらんだ。

　そのとき、伽きや羅らがタオルで頭をふきながら、石那の目の前に百円玉をつき出した。

「タオルご苦労にゃ、石那。チップにゃよ、取っとくにゃ」

　石那は驚いて伽羅に目を向ける。

「チップ？　いつも学校帰りに七十円の肉コロッケを買えずに五十円の魚肉コロッケでがまんしてる貧乏猫が、どういう風の吹き回しなの？」

「ふふふ。今の伽羅は超リッチなセレブにゃ。メンチカツも夢じゃないにゃよ」

　そう言って伽羅は、ショートパンツのポケットにつっこんでいたビニール袋を引っぱり出した。その中には、大量の百円玉が入っていた。

「そ、そのお金、どうしたのっ？」

　石那は目をまん丸にして、伽羅の手からビニール袋を奪おうと引っぱった。

「きゃーっ、石那、泥棒にゃっ！」伽羅は袋を引っぱり返して必死に抵抗する。

「だってこれ、どう見ても一万円ぐらいあるわよ？　買い物には三千円しか持っていかなかったはずでしょ？」

「商店街が夏のセールで、福引きがあったにゃ。伽羅、毎日学校帰りの魚肉コロッケを買うたびに、抽選券を一枚ずつためてたにゃ。そんでやっと一回分、二十枚たまったからガラガラを回したら、特賞が出て百円玉掴つかみ取りをしたにゃ」

「特賞っ？　だ、だって一回しか回してないんでしょ？　よっぽどくじ運がいいわけ？」

「っていうか石那、学校で風水の勉強まじめにしてないにゃ？」

　伽羅は袋を盗まれないように、胸の間にぎゅっと抱きしめながら言った。

「風水とガラガラと、どう関係があるわけ？」

　石那は伽羅のことばの意味がよくわからなくて、首をかしげる。小お角づぬが横から口をはさんで説明した。

「伽羅があんまり抽選を楽しみにしてるから、風水でくじ運を強くする方法を教えてやったんだよ。抽選券を黄色い布に包んで、北の暗いところにしまっておけって」

「風水でくじが当たるの？」

　石那は信じられないように、目をぱちくりした。小角はうなずいた。

「まさか、伽羅がそこまで本気でやるとは思ってなかったけどな」

「黄色い布で包むのはまだわかるわよ、黄色は金運を上げる色だからでしょ？　だけど、北の暗いところにしまっとくのはどうして？　陰気くさいとこより明るいところに置いとくほうが運が向くような気がするし、それに金運をつかさどる方角は西じゃなかった？」

「甘いな。金庫とか財さい布ふとか、金かね目めのものは北に置いとくのがいいんだよ。北には陰の気がたまるから、文字通り陰気くさい。ってことは、お金は寂しくなって、仲間を呼ぼうとするって寸法さ」

「へえ……言われてみれば、たしかにお金は寂しがり屋さんよね。お金持ちのところにどんどん集まって、あたしのふところにはちっとも残らないんだもの」

　石いわ那なはふうっとため息をついた。そのとき伽きや羅らは、にっこり笑って石那にすり寄った。

「いーわーなっ。顔がん相そう学で、金運は耳たぶにたまるって知ってるかにゃ？」

「あたしでもそれぐらい知ってるわよ、基本だもの。だから耳たぶの貧相な人は大ぶりのイヤリングとかつけると金運を呼びこめるし、逆に福耳の人はピアスとかして耳たぶに穴を開けちゃうと、そこから金運が逃げちゃうんでしょ？」

「そういうことにゃ。伽羅が思うに、もしかしたら胸にも当てはまるかも知れないにゃ。つまり伽羅みたいな福ふく胸むねの人は金運があるし、石那みたいな胸の貧相な人はパット五枚重ねぐらいしないと……」

「っていうか福胸って何なのよ！　ニコニコしてると思ったら、わざわざ嫌味言いにきたわけっ？　この性悪猫っ！」

　石那は怒って、伽羅の両耳をぎゅーっと引っぱった。伽羅は悲鳴を上げる。

「きゃーっ、痛いにゃーっ！」

「やめてほしかったら、そのお金半分よこしなさい！　新しい水着が欲しいのよ！」

「っていうか、それって完かん璧ぺきに強盗だろ」

　小お角づぬは石那と伽羅を引きはがした。伽羅は小角の背中にくるっと隠れ、石那にイーッと歯をむいた。石那もムッとして、べーっと舌を出した。小角はあきれて、ため息をつく。

「高校生にもなって、子供みたいなケンカするなよ。だいたい新しい水着なんて、おまえカナヅチだろ？　どこに着てくんだよ」

「孤島実習に決まってるじゃない。うちの学校にはプールが無いから、水着は各自が持ってるやつを持参ってプリントに書いてたでしょ」

「それなら何も新しいの買わなくたって、中学校のときのスクール水着があるだろ。ぜいたく言って咲さく耶やさんを困らせるなって」

「中学校のときのスクール水着なんて、色は変な紺こん色いろだし、生地はやけに分厚いし、胸にゼッケンはついてるし、何より人間成長するんだから中学生のときの水着なんて入るはずないじゃない」

　石那はぷうっと頬ほおをふくらませた。そんな石那に伽羅が静かな声でつっこんだ。

「成長してようやくＡカップにゃ？　そんじゃ昔はえぐれてたにゃ？」

「あたしはＢカップよっ！」

　石那はまっ赤になって伽羅をどなりつける。二人のケンカを見かねて、冷静な咲耶が石那に言い聞かせた。

「石いわ那なさん、それぐらいの違いなら、中学生のときの水着でじゅうぶん入りますよ。物にも魂があるのですから、まだ使えるものを無駄にしてはいけません。いいですね？」

「お姉ちゃん。中学時代のスク水が、まだ使えるとかじゅうぶん入るとか、そんなにきっぱり断言しないでよ」

　石那はふくれて、恨うらめしそうに咲さく耶やに言った。

「咲耶さんの言う通りだぜ。だいたい、水着なんて水に入ったら何着てようが見えねえんだからいいじゃねえか」

　女心のわからない鈍感な小お角づぬが、口をはさんだ。石那はムッとして小角をにらんだ。

「カナヅチでずっと陸にいるからこそ、かわいい水着が要いるんだってば。だから伽きや羅ら、半分でいいからあたしに貸して、お願い！」

　石那は両手をすりすりして伽羅に頼みこんだ。伽羅はまだ、百円玉の入ったビニール袋を、守るようにひしと抱きしめている。

「絶対嫌にゃ、人にお金を貸したら絶対返ってこないっていうのが人間界の常識だってことぐらい伽羅だって知ってるにゃ」

「返すに決まってるじゃない、信用してよ」

「信用できるわけないにゃ！　借りたお金をみんながちゃんと返すなら、どうして年金が破は綻たんしかけてたり、日本政府が返せるあての無い赤字国こく債さいを発行しつづけてるにゃ！」

「っていうか、そういう政治的な説明求められてもあたしには無理だし、とにかく貸してくれればいいんだったら！」

「嫌ったら嫌ったら嫌にゃ！」

　伽羅はあくまでも拒否して、ブルブルッと首を横に振った。石那は扱い倦あぐねて腰に手を当てため息をついたが、ふと、おみくじ箱の上であきれたように見ている因幡いなばに視線を止めた。石那の目が、キラーンと光った。

「そうだ、因幡と交換しない？　ずっと狙ねらってたでしょ、メンチカツより美味かもよ」

　黒い笑みを浮かべて石那は因幡を指さした。因幡はビクッとする。

「むむ、因幡……悩むにゃ」

　伽羅は腕組みして、本気で考えこむ。因幡は怖がって「キュウキュウ！」と哀あわれっぽく鳴きながら、丸い体をますます丸めてしまった。

「っていうか人間性捨てすぎだろ、このド外げ道どう！」

　小角はあきれて、石那にジト目を向けた。

　そこへ、ダブルおさげの眼め鏡がねっ娘こ、ジャンパースカート姿の秋あき津つ志し摩まがやってきた。彼女の頭の上には、式神の巨大なイモ虫、比ころ禰ねが乗っている。志摩は手に、封筒を持っていた。

「石那ちゃん、お買い物に行きませんか？」

　ニコニコして呼びかけた志し摩まに、小お角づぬは気の毒そうな目を向けた。

「タイミング悪いな。石いわ那なは、式神を売ろうとするとこまで追いこまれてるようなゲルピンなんだぜ。買い物に行く金なんか、あるもんかよ」

「ゲルピンって、いつのことばですか？　榎えのきくんって、ときどきじじむさいですね」

「おまえみたいな存在感のねえやつに、じじむさいとか言われたくねえ！」

　小角は志摩に噛かみついた。志摩は聞こえないふりをして、石那に言った。

「今日、入金がありましたので、いっしょに孤島実習用の水着を買いに行きません？　お金が無いなら、お貸ししますよ」

「ほんとっ？」石那は目を輝かせて、志摩の手を両手でギュッと握った。

「志摩ちゃん、やっぱり心の友だわ！」

「石那さん、お友達にお金を借りるなんて友情を壊す第一歩です、良くありませんよ。特に水着みたいな高いもの、志摩さんにご迷惑ですし……」

　咲さく耶やは困った表情で、石那をいさめた。志摩はにっこりほほえんで、

「いえ、いいんです。お金には余裕がありますから、これお貸ししますよ」

　と言いながら、五千円札を石那に渡した。石那は驚いて、目をぱちくりする。

「ご、五千円も？　志摩ちゃんって、どこのブルジョア様っ？」

「わあ、五千円札にゃ。千円札以上のお札、久々に見たにゃ」

　伽きや羅らは石那が手に持っている五千円札をしげしげと眺めて、ハッとした。

「あれっ？　五千円札の裏の絵、ちょっとおかしいにゃ。水に映ってる山が、本体とちょっと違うにゃよ」

「ああ。それはどこかの国の聖地の山が描かれてるって噂うわさですよ」

　と、志摩が得々として言った。

「へぇ～！　すごいにゃ志摩、超物知りにゃ！」

　尊敬の目で見つめる伽羅に、志摩は胸をそりかえらせて不敵に笑う。

「瑣末な知識トリビアなら任せておいてください。裏面の湖は本もと栖す湖こだとか、表の世界地図には北方領土が四島ともきちんと描かれてるとか……あと表おもて面右上の『５０００』の文字の下の横棒の中と、裏面上部の『ＮＩＰＰＯＮ　ＧＩＮＫＯ』の文字の三つの『Ｎ』の影の部分に、極小文字で『ＮＩＰＰＯＮ　ＧＩＮＫＯ』って書かれてるとか……」

「っていうか、そこまで知りすぎてるのもある意味ヤバいな」

　小角は少々引き気味につぶやく。そのとき、咲耶が遠慮がちにたずねた。

「あの、志摩さん。わたしもずっと五千円札で気になっていたことがあるのですがお聞きしてもよろしいでしょうか？　詳しい志摩さんにこんな単純なことをお聞きしたら、あきれられてしまうでしょうけど……」

「ふふふ、何でも遠慮なく聞いてください」

　志し摩まは自信たっぷりに言った。咲さく耶やは恥ずかしそうに、おどおどしながらたずねた。

「あの、五千円札に描かれてる新に渡と戸べ稲いな造ぞうさんって、何をした人なんでしょうか……」

　その瞬間、志摩の時間が止まった。ほほえんだまま固まっている志摩を、静せい寂じやくの時がつつんでいた。

「……ま、そいつが五千円札最大のトリビアかも知れねえな」

　小お角づぬが冷めきったため息をつきながら、つぶやいた。

「それはそうと、志摩ちゃん、こんな大金どうしたの？　何か悪いことしたなら、親友のあたしにだけは話してちょうだい！」

　石いわ那なは心から心配そうに志摩にそう話を振ったあと、ごくごく小さな声で付け加えた。

「ボロい仕事ならあたしにも回してくれる？」

「おいおいおいおい！」地獄耳の小角が聞いていて、石那を志摩から引き離した。

「おまえ、どこまで悪に染まる気だよ！」

「だって水着が欲しいんだもん！」

　どなる小角に、石那も負けじとうったえた。そのとき、ようやく硬直状態から復活した志摩が、にっこり笑って言った。

「だいじょうぶ。その気になれば、石那ちゃんにもできる仕事ですから」

「あたしにもできるの？　ほんとに？」

　石那は希望に目を輝かせて志摩にたずねた。志摩は、こっくりとうなずいた。

「実は朝からアキバに行って、レンタルボックスの売上げを受け取ってきたんです」

「だから秋あき葉は原ばらのことをアキバって言うな」

　小角は硬い声でつぶやいた。石那は志摩のことばが理解不能で、首をかしげる。

「れんたるぼっくす……って何？」

「駅前ビルのお店とかに小さな自分専用のショーケースを借りて、自作フィギュアを売ってもらってるんです。わたしのロリロリ美乳温泉シリーズのフィギュア、固定ファンもついてて、サザビーズのオークションに出したらどうだっていう声もあるんですよ」

「っていうか、あらゆる意味であたしには無理！」

　石那は脳の中がグルグル回って、頭をかかえてしまった。



　とりあえず、そういうわけで石那はタンクトップとひざ丈のジーンズという私服に着替えて、志摩とともに若者の町（笑）渋しぶ谷やにやってきた。なぜか、伽きや羅らと小角もくっついてきていた。

　駅を出ると、夏休みということもあって若者でごったがえしていた。モヤイ像前の待ち合わせ場所には百人単位で人がたむろしていて、とても待ち合わせ場所として機能しているとは思えない。

「うわあっ、さすがブヤは人が多いにゃ！」

　伽きや羅らはうれしげに周囲を見回した。彼女は式神に慣れていない人たちがいるところに出るときはいつもそうしているように、帽ぼう子しで耳をかくし、尻尾しつぽも服の下にかくしていた。

「あっ、モヤイ像発見にゃ！」

　伽羅は目を輝かせて駆け寄ると、モヤイ像にしがみついてしきりに小お角づぬを手招きした。

「おっづぬー！　せっかくブヤに来たにゃ、ここでいっしょに写真撮るにゃ！」

「恥ずかしいことするなっ！」

「っていうか、渋しぶ谷やのことをブヤとか言ってる時点で、すでにおのぼりさんよね……」

　石いわ那なは硬い声でつぶやいた。因幡いなばは彼女の持っているバッグのポケットにかくれ、比ころ禰ねは紐ひもをつけられ志し摩まの背中にくっついてミニリュックのふりをしていた。

「それから志摩ちゃん。そのミニリュック、すっごく無理がある」

「そうでしょうか？　ミスドのおまけに見えません？」

「見えない見えない」石那と小角と伽羅が、異口同音に言った。

「そもそも、何で俺おれまで女に交じってお買い物なんだよ」

　小角は人で溢あふれた渋谷駅周辺を見回して、ため息をついた。彼はこういうときにはいつもそうであるように、今日もやっぱり不機嫌だった。

「だって小角、いつもパジャマ着ずにタンクトップとかで寝てるから、孤島実習用のパジャマ買うように咲さく耶やに言われてたにゃ。伽羅のお金、貸したげるにゃよ」

「小角のパジャマは、裏うら原はらまで歩いてって買ってもよくない？　あそこ、かっこいい服とかあるんでしょ？」

「裏うら原はら宿じゆくだ？　あんなところでパジャマ買ったら何万かかるんだよ」

　石那の提案に、小角は顔をしかめた。伽羅は、ぴんっと挙手して小角に言った。

「伽羅は原宿賛成にゃ、クレープ食べたいにゃ！　まだちゃんとクレープ屋さんあるの、チェック済みにゃよ」

「だから、どうしておまえはそうおのぼりさんなんだよ」

「あっ、ハチ公像発見にゃ！　あそこでも写真撮りたいにゃ！」

　伽羅は不屈に、小角の腕を引っぱった。石那はあきれて、腰に手を当てた。

「ちょっと伽羅、寄り道しないでよね。あたしは水着を買いに来たのよ？」

「そんなら伽羅だって水着買うにゃ。石那が新しい水着なんか買ったって、猫に小判、豚に真珠、つるぺたにセクシー水着にゃよ」

「最後の一個だけ、個人攻撃だったな」

　小角が低い声でつぶやいた。石那はムッとして、伽羅をにらんだ。

「人が何を買おうが関係無いでしょ！」

「それで石那ちゃん、水着はどのお店で買われるんですか？」

　志し摩まが石いわ那なにたずねた。彼女の背中でミニリュックのふりをしている比ころ禰ねは、行き交う人々にぶつかられるたびに、きゅっと体を縮めて黄色い汁を吹き出していた。それが引っかかった人たちが口々に悲鳴を上げていたが、志摩は聞こえないのか聞こえないふりをしているのか気にしていないのか、涼しい顔をしていた。

「いちおう１いち０まる９きゆーで買う予定。でももう夏休みだし、かわいいの売りきれちゃってたらどうしよう。孤島実習は明日からだから、取り寄せとかしてる時間無いし……」

「焦あせらなくてもだいじょうぶにゃ。最近は中学生だってナイスバディだから、サイズ展開的にＡカップのは完かん璧ぺきに売れ残ってる可能性大にゃ」

「あたしはＢカップだって言ってるでしょっ！」

　軽く笑った伽きや羅らを、石那は突き刺すような目でにらみつけた。



　というわけで、一行は渋しぶ谷や駅前にある円柱形のビル、渋谷１０９に入った。

　水着ショップには、色とりどりの水着が並んでいる。大胆なビキニなどを見ると、小お角づぬは顔をまっ赤にしてあわててそっぽを向き、きびすを返した。

「お、俺おれは外で待ってるぜ」

「ちょっと待ってよ、男の子の目から見た意見も聞きたいんだってば」

　石那は逃げようとする小角の腕を強引に掴つかむ。小角は水着のほうを正視しないようにしながら、怒ったように石那に言った。

「ば、バカ、こんな下着売り場みたいなとこに男がいたら警察に逮捕されちまうぜ！」

「小角ってつくづく古いにゃ。水着は下着じゃなくて見せるファッションにゃよ、これってどうにゃ？」

　そう言った伽羅は、もう試着コーナーで着替え終わっていた。ブラジャーの肩紐ひもを首の後ろでしばるタイプの、ホルターネックブラのビキニである。レトロなストライプ柄がらが大人っぽい感じだ。小角はギョッとして、目を押さえた。

「なっ、何て水着着てるんだよ！　縛ってるとこがほどけたら、どうすんだ！」

「っていうか、男の子ってこういうのほどいてみたくないにゃ？　にゃあ、小角ぅ？」

　伽羅は面白がるように小角にすり寄って、色っぽい流し目をした。いつもは伽羅のことをただの猫扱いしている小角がどぎまぎしているのを見て、石那はちょっと敵てき愾がい心しんを燃やし、小角に言った。

「あたしも試着してくるから、小角、見てよね！」

「だから見たくねえって！」

　小角は弱り果ててため息をつく。石那は、茶髪でスタイルのいい女性スタッフのもとにずかずか歩いていって、噛かみつくようにたずねた。

「すみません、あたしに似合う水着ってどれですかっ？」

「あなたに似合う水着？　えーっとぉ……」

　女性スタッフは、ハンガーから吊つるされた水着をあれこれ探して、伽きや羅らと同じホルターネックブラのビキニを出してきた。

「これなんかどう？　布面積が広いから大おお胸むねの人は嫌らしくならないし、あなたみたいな小こ胸むねの人はパットを入れるスペースがたっぷりあるから思うぞんぶんバストアップできるし。それともこっちのフリルたっぷりのブラはどう？　フリルで見た目がボリュームアップするから、小胸が目立たないわよ」

「っていうか、そういう観点から水着を選ぶのも何となく寂しいんですけど……」

　石いわ那なは暗い声で言った。志し摩まは店の隅っこで、ひとりで水着を選んでいる。石那は試着室に入っている志摩のもとに行って、カーテンごしにたずねた。

「ねえ志摩ちゃん、何かいい水着見つかった？」

「はい、取りあえずは……」

　そう答えて試着室から出てきた志摩は、黒い三角布を細い紐ひもでつなぎ合わせた大胆な三角ビキニ姿だった。意外に大きな胸が、三角布からはみ出しそうだ。石那はびっくりして、目を点にした。

「しっ、志摩ちゃん！　そのビキニはやめといたほうがいいわ！」

「似合いませんか？　夏休みだから、ちょっと大人っぽく大胆にしてみたんですが……」

「っていうか大胆すぎ！　いつものキャラに合ってないし、女同士でも見てて恥ずかしくなるからやめて！」

「ちぇっ。たまには違う自分を見せようと思ってたんですけど……」

　志摩はつまらなそうに試着室に戻った。すると石那は、今志摩が着ていたのと同じ三角ビキニをこっそりハンガーから取って、ササッと試着室に入った。

「……胸が大きいと嫌らしくなりすぎるけど、あたしぐらいだと逆にこれぐらい大胆なほうがいいかも……」

　石那は鏡に向かい水着を合わせてみて、ゴクッと息をのんだ。かなり大胆なデザインだ。これを着て小お角づぬの前に出ると考えると、かなり恥ずかしかった。だが同時に、これぐらいインパクトがあれば何とかなるような気もした。

「えーい、着ちゃえ！」

　石那は思いきってポイポイッと服を脱いでビキニに身を包むと、試着室のカーテンを勢いよく開いた。

「見てっ、小角！　似合うっ？」

　そのとき、小角の前には同じ黒の三角ビキニに着替えた伽羅がいた。石那はピシッと凍りついてしまう。伽羅の引きしまったトランジスタグラマーの体は、黒い三角ビキニに包まれるとますます立体的にメリハリがきいて見える。それに比べると、石那の三角ビキニは、のっぺりした白い体にぺったりと平面的にひっついている。まるで、餅もちにくっついた海の苔りのようだ。

（……あたしってもしかして磯いそ辺べ巻まき状態っ？）

　石いわ那なの顔から血の気が引いた。小お角づぬは三角ビキニの二人を前にして、うろたえてしまう。

「っていうか、おまえら揃そろいも揃って、もうちょっと慎つつしみ深い格好をしろっ！　つきあいきれねえぜ！」

　小角は逆ギレしてどなると、水着ショップから出ていってしまった。石那はあわてて、小角を呼び止める。

「あっ、ちょっと、小角！」

　だが小角は足を止めない。後ろから見る彼の耳たぶは、まっ赤になっていた。石那は小角を追いかけるため、急いで試着室に戻って着替えた。

「ったく、どうして怒ってるのよ。見たててくれなきゃ選べないじゃない！」

　石那は文句を言いながら小角を追った。だが、伽きや羅らと志し摩まは顔を見合わせて、

「……まあ、追っかけるのは買い物が終わってからでいいにゃね」

「ですよね。せっかくの海なんですからかわいい水着、買っていきたいですし」

「それにしても小角は怒りんぼにゃ。伽羅のナイスバディ見れて、感謝してほしいにゃ」

「いえ、いい勉強になりました。あんまりセクシーダイナマイツで攻めると、男子は逆に萎い縮しゆくしてしまうんですよね」

「それもそうにゃ。だと伽羅はこのへんかにゃ……」

「ではわたしはこのへんで……」

　と、ふたたび水着選びに戻ったのだった。



　１いち０まる９きゆーを出ても、怒った小角はズカズカ歩いていく。歩くのがあまりに速いので、石那は走って必死に追いかけ、やっとの思いで追いついた。

「ちょっと、小角！　買い物につきあってくれなきゃ困るじゃない」

「女の買い物につきあってたら超疲れるんだよ！　俺おれは先に帰るから、おまえらだけでのんびり買ってろって」

「そうは行かないわよ、だって小角に見たててほしいんだもん」

「俺はファッションセンスとか全然ねえから、役に立たねえって。店員の姉ちゃんに見たててもらえよ」

「そうじゃなくてっ！　あたしは、小角が気に入ってくれる水着が着たいのよっ！」

　思わずそう言ってから、石那はハッとして、どぎまぎしながら弁解した。

「いっ、いえあの……っていうか、その、小角に気に入ってほしいとかって意味じゃなくて……つまりその……」

　石いわ那なが赤くなってうろたえるほど、小お角づぬもつられて何だか顔が赤くなる。

「い、いや。わかってるって、つまり何だかそういうニュアンス的なやつだよな」

「そそそ、そう！　何だかそういうニュアンス的なやつ！」

　二人はわかったようなわからないようなことを言って、二人して「あははははー」と乾いた笑い声を立てた。

　そのとき、

「やめてください！」

　雑踏の中から、可か憐れんな声が聞こえた。小角と石那は、ハッとそちらに目を向けた。

　長いふわふわ髪の小こ柄がらな少女が、男に腕を引っぱられて困っていた。渋しぶ谷やの町を歩く女の子のほとんどがストリートファッションなのだが、彼女はひらひらしたワンピース姿で、ちょっと場違いな感じだった。困り果てて、今にも泣きそうな顔をしていた。

　彼女の腕を掴つかんでいる男は二十代なかばで、ロン毛を金髪に染めていた。

「いいじゃん。ちょっとお茶につきあってくれるだけでいいんだからさ、おごるよ？」

　男は強引に、少女の腕を引っぱった。彼はホスト風のナンパそうな黒服に身を包んでいるのに、顔つきと体格がアンバランスなほどいかつい。そのため力も強く、引っぱられたひょうしに少女はよろめき、肩からかけていたポシェットの口がパクッと開いた。

　その中から、小さな箱が路上に転げ落ちた。箱は五センチ角ぐらいで、包装紙とリボンできれいに包まれていた。

「放してください、わたし買い物の途中なんです！」

　少女は本気で嫌がっている。こんな光景はここでは日常茶飯事なので、行き交う人々は誰だれも止めようとせず、気にも止めていない。

　だが小角たちは、彼女に見覚えがあった。

「あれって、うちのクラスの子じゃない？　あまり話したことはないけど……」

　石那が心配そうにたずねると、小角もうなずいた。

「だな。頭に乗っけてるのはリボンじゃなくて、たしか胡こ蝶ちようとかいう式神だぜ」

　小角は少女の髪を指さした。そこにはまるでオーロラフィルムのような、透明だが光の当たりかたによって虹にじ色いろに光る蝶ちようがとまっていた。式神を知らない人間が見れば、ただのキラキラ光る大きなリボンのようにしか見えないだろう。

　小角は彼女のことを、星ほし祭まつり文ふ月づきという名前以外、全然知らなかった。成績にせよ体育にせよホームルーム活動にせよ、彼女は目立つタイプではなかった。そこそこ友達はいたが、人一倍おとなしいためにその中に埋没してしまって、ほとんど印象に残っていなかったのだ。だがそれでも、クラスメイトはクラスメイトである。

「あいつ、本気で嫌がってるみたいだな」

　小角はズボンのポケットに軽く手をつっこむと、一歩前に進み出た。石那が心配そうに小お角づぬにたずねる。

「ちょっと、ケンカ買う気？　あいつって体デカいし強そうよ」

「けど、俺おれのほうが絶対強いって。すぐに戻ってくるから、待ってろ」

　小角は石いわ那なに軽くそう言いのこして、彼女らのほうへ歩いていった。そのとき、水着が入った紙袋を持った志し摩まと伽きや羅らが追いついてきて、石那に声をかけた。

「お待たせしました、石那ちゃん」

「その紙袋！　もしかして、ふたりとも水着買っちゃったの？」

　ずるい、と言わんばかりに石那は唇をとがらせた。伽羅はきょろきょろして、たずねた。

「あれっ、石那、小角どこにゃ？」

「どこもここも、クラスの星ほし祭まつりさんがからまれてたのを助けに行っちゃったわよ。まったく、血の気が多いんだから」

　石那はあきれ半分にそう言って、小角を指さした。伽羅は、ぷうっと頬ほおをふくらませる。

「一人でケンカするのずるいにゃ、伽羅にもやらせてほしいにゃ。つまんないにゃよ」

「何言ってるのよ、こんなところで式神がバトルなんかしたら大騒ぎになるわよ。そもそも、式神は人間を傷つけちゃいけないってルールがあるはずよ」

「うにゃ、そうだったにゃ。ゲートルームに帰されちゃうのは嫌にゃよ」

　伽羅は肩をすぼめて、耳をぺたんと寝かせる。志摩がメガネを輝かせ、両手を胸の前で組んでうっとりしながら言った。

「それにしても榎えのきさんって、クールなふりをして意外にクラスメイト思いなんですね。夕焼け番長って感じで、なんだか萌もえますねえ」

「その比ひ喩ゆ表現はよくわかんないけど、小角ってけっこう硬派で熱血なとこあるわよ」

「まあ、だからこそ女子に人気があるんでしょうねえ。小学生のころと違って、高校生にもなると男子って意外に、顔だけじゃモテませんからね。競争率、高そうですよねえぇ」

　志摩はしみじみうなずきながら、聞こえよがしに石那に言った。石那は志摩をにらむ。

「志摩ちゃん。何か語感が挑発的に聞こえるのはあたしの気のせい？」

「もちろん気のせいですとも」

　と、志摩はにっこり笑って答えた。



　一方、小角は文ふ月づきが落とした箱を拾い上げ、手で軽くホコリをはたいてから、彼女の腕を掴つかんでいる男に声をかけた。

「おい、そこのゴリラ。嫌がられてるのがわからねえのかよ、カッコ悪いぜ」

「ゴ、ゴリラだぁ？」

　男は怒って文月の腕を放し、小角をにらんだ。文月は小角を見ると、大きな目がこぼれそうになるほど驚いた。

「え、榎えのきくん……！」

「よう、たしか星ほし祭まつりだったよな。ちっと荒っぽいことするかも知れねえから、これ持って脇わきに寄ってろよ」

　小お角づぬは文ふ月づきに、さっき拾った箱を投げた。文月はあわてて、両手でそれを受け取った。

　ゴリラ男は小角の目の前までやってくると、上から威い嚇かくするようににらみつけた。二人の身長差は三十センチほどもあって、見ている石いわ那なたちも心配でドキドキしていた。しかし小角は両手をズボンのポケットにつっこんだまま、涼しい顔をしていた。

「てめえ、何者だ？　この俺おれさまをゴリラ呼ばわりとは、いい根性じゃねえか！」

　男はすごんで、小角に顔を近づける。怒りにまっ赤になった顔を見て、小角はフンと鼻で笑った。

「顔が赤いぜ。ゴリラじゃなくてニホンザルだったのか？」

「誰だれがサルだ！」

「サルじゃなきゃサル真ま似ねかよ。どんなにイケメンぶったカッコしたって、小学校時代のあだ名が絶対『ゴリ』っぽいやつはツラ見りゃわかるんだから、無理無理」

「てめぇー！」

　ゴリラ男はこぶしを握って小角に殴りかかった。石那は、ため息をついて額を押さえた。

「あちゃー。小角のバカ、星祭さんを助けるにしても、言いかたってのがあるでしょ」

「ケンカ上等にゃ！　小角がんばれにゃ！」

　伽きや羅らは面白がって、応援する。だが肝かん心じんの文月は、真っ青になって震ふるえてしまい、声すら出せずに小角を見つめていた。

　渋しぶ谷や駅前を行き来していた若者たちも、いざこざに気づくと、遠巻まきにしながらも歩調を緩ゆるめて観戦態勢に入った。

「おい、ストリートファイトやってるぜ」

「すげえ。本物見たの、初めてだよ」

「ストリートファイトって、あの美少年対ゴリなわけ？」

「っていうか俺さまをゴリって呼ぶなっ！」

　観衆に向かって、ゴリラ男はどなる。すかさず小角は男のふところに飛びこむと、右手で胸ぐらを掴つかみ、左手で男の右腕を掴んで、足払いをくわせた。

「わっ！」ゴリラ男はズデーンと尻しり餅もちをつく。石那は感嘆して、思わず拍手した。

「すごい！　今の柔道？　そう言えば男子って、体育でやってたっけ」

「大おお内うち刈がりです。割と地味めの技わざですね」

「おまえに地味とか言われたくねえよ！　投げたら怪け我がするから、こかしたんだろ！」

　小角は志し摩まに向かってどなった。その小角の背後から、ゴリラ男が掴みかかる。

「てめえ、ブッ殺す！」

　小お角づぬは振り向きもせず、男との間合いを気配だけでさぐると、男の腕をとってそのまま背負い投げに持って行った。男は勢いあまって、自爆する形で小角の背中に乗っかってしまい、尻しりから地面に叩たたきつけられる。ビターン、とかなり痛そうな音がした。石いわ那なはさらに感動して、目をきらきらさせた。

「すごいっ！　今度は一本背負いだわ！」

「そう言えば榎えのきさんて、柔道の授業でめっぽう強かったですものね」

　納得するようにうなずいている志し摩まに、石那はふと不審そうな目を向けた。

「……って、どうして志摩ちゃんがそんなこと知ってるの？　男子が柔道場で柔道のとき、女子は体育館で平均台か何かやってなかった？」

「ええ。少々サボって、見学に行ったんです」

「授業サボった？　あっ、そう言えば何度か、頭痛とか腹痛とか言って見学してたことあったわね。心配したのに、あれってサボってたわけっ？」

「申し訳ないとは思ったのですが、男子が白い柔道着の胸をはだけながら、四し肢しをからませあって寝技わざでゴロゴロしたりとか、関節技をきめられて苦く悶もんの表情をしていたりとか、柔道の授業ってなかなか萌もえるんです」

「萌えるって何？」相変わらずその単語の意味がわからない健全な石那は、眉まゆをひそめた。

　一本背負いをきめられたゴリラ男は、尻がじんじんして立てず、うめいていた。

「くっ、くそ、このガキ……！」

「だから投げたら怪け我がするって言ったろ。これに懲りたら女の子をナンパするときは注意するんだな。じゃな」

　小角は軽く言って、ゴリラ男に背を向けた。男は衆人環視の中、悔しそうに唇をわなわな震ふるわせていた。

「なーに、あいつストレート負け？」

「せっかくストリートファイトが見れると思ったのにがっかり、カッコ悪ーい」

　特に、少女たちのそんな言葉がゴリラ男に火をつけた。男はバカにしたように自分を見物している少女たちを、ギラリとした目でにらんでどなった。

「うるせえ！　俺おれはまだまだ負けたわけじゃねえ！」

　どなられて、少女たちはビクッとする。小角は背中を向けたまま、あきれたように肩をすくめた。

「アホらしい、とっくに負けてるって。まだ痛い目にあい足りねえのかよ？」

　軽く振り返ったそのとき、小角は信じられないものを見た。

　ゴリラ男はポケットから、直径五センチほどの水晶玉を取り出した。水晶玉は透きとおり、その中央には、何やら茶色い毛の固まりがあった。

「出てこい、野の衾ぶすま！」

　男が命じると、水晶玉の中から突然すさまじい風が吹き出した。観衆たちは、あまりに強い風に圧おされて、よろけるように後ろに下がった。小お角づぬだけが一歩もゆずらず凛りんと立ち、竜巻のような風の中に浮かぶ茶色い動物の姿をじっとにらみつけていた。

　それは畳一枚ほどもあろうかという巨大なムササビだった。目はまっ赤に燃え、憎むように小角をにらんでいた。

「キィーッ！」

　野の衾ぶすまはリスのような歯をむき出して小角を威い嚇かくした。小角は信じられないように、野衾を見上げる。

「式神だと？　ってことは、てめえみたいな下品なゴリラが魔ま法ほう建けん築ちく士しなのかよ？」

「下品なゴリラとか言うなっ、おまえ人を傷つけることばを言っちゃいけませんって小学校で習わなかったのかよ！」

　ゴリラ男はまだ痛む尻しりをさすりながら、小角に向かってどなった。

「俺おれを式神使いだとも知らずにケンカを売ってきたのが運の尽きだったな。俺の野衾がきさまを八つ裂きにしてやる、覚悟しろ！」

「自分のケンカの尻ぬぐいを式神にさせるって、そのものすごい発想力にびびらせてもらったぜ。それに式神は魔法建築士にしかなじみのねえものなのに、そいつを混乱必至で式神を知らないパンピーの前で出すってのもどうかだしな」

「う、うるせえ！　勝てばいいんだよ、行け野衾！」

　ゴリラ男は野衾に命令した。野衾は返事をするように「キイッ」と鳴いて、両手両足を広げたまま、一枚の板のようになってぐるぐると回転しはじめた。

　たちまち野衾の周囲に激しい竜巻が起こり、周囲の街路樹の葉などを巻まきこんで荒れ狂いはじめた。さらに、竜巻はまるで蛇へびのようにかま首をもたげて、小角に襲いかかった。

「危ない、小角！」

　石いわ那なは叫さけぶ。激しい風にあおられて、極ミニスカートの女子高生たちはあわててスカートを押さえた。

　だが小角は、涼しい顔で竜巻を見上げていた。

「平気で人を攻撃するってのは、式神のしつけがなってねえ証拠だな。ま、憑坐よりまし珠だまに式神をつめこんでる時点で、ロクな飼い主じゃねえのは確かか」

　小角は右手を高く上げ、今にも彼の頭上から叩たたきつけようとする竜巻に向かって、風神の呪じゆ言げんを唱えた。

「神志那津カムシナツ！」

　口から出た呪言は風と化し、渦うずを巻いて竜巻にぶつかった。逆方向に回転する渦の直撃をうけて、竜巻はしばらくは持ちこたえていたものの、やがて縒よりあわされた糸がほぐれるように、ぐにゃりと曲がってしまった。

　そこに志那津シナツの渦うずがドリルのように突き進んでいって、野の衾ぶすまの竜巻を遠心力によって完全に四散させてしまった。そして風の渦は、風の鎧よろいを消滅させられて丸裸になった野衾を直撃した。

「ギイイイッ！」

　野衾は渦に巻まかれてぐるぐる回った。空中で必死に体勢を立てなおそうとじたばたするのだが、渦の勢いに流されてそれもかなわず、完全に体の自由を奪われてしまった。

「や、やべえ。こいつ外げ法ほう使いかよ！」

　ゴリラ男は小お角づぬの術を目にして、まっ青になった。外法とは、小角が操る修しゆ験げん術じゆつのような、仏教の他ほかの術を意味することばである。

　小角は水晶の数珠じゆずをはめた左手を野衾に向かって差しだすと、鋭するどい声で呪じゆ言げんを唱えた。

「憑坐よりまし込ごめ！」

「キイイィィィッ！」

　野衾は白い光に包まれ、じたばたしながら水晶の玉の中に吸いこまれた。小角はニヤッと笑って、数珠をはめた左手をズボンのポケットに軽くつっこんだ。

「さて、式神のほうは捕獲完了。あとはしつけの悪い飼い主におしおきだな、ついでにどこの三流魔ま法ほう建けん築ちく学校出身か聞かせてもらおうか」

　小角は辺りを見回したが、すでにゴリラ男の姿は無かった。小角はきょとんとする。

「あれっ、ゴリがいねえな」

「あいつなら、バイクに飛び乗って逃げちゃったわよ」

　石いわ那なが小角に近づいてきて言った。小角は眉まゆをひそめた。

「いきなり逃げちまったって？　口ほどにもねえやつだな」

「追いかけたほうがよろしいのではありませんか、榎えのきさん？」

　志し摩まが心配そうにたずねた。石那も、大きくうなずいた。

「そうよ。ちょっと前に野の良ら式神が問題になってたけど、式神を悪用するようなやつが出るってのも大問題よ。天あま野の先生に報告しといたほうがよくない？」

「まあな……」

　小角は少し考えこむ。そのとき、遠巻きにしていた観衆たちが、どっと小角の周囲に押し寄せてきた。

「すごかったぜ、ナマの風水魔術なんて初めて見た！」

「魔法建築士って国家資格なんでしょ？　あんたって将来有望なエリートなのね、あたしとつきあってくれない？」

「なあ、俺おれにも風水ちょっと教えてくれよ！」

　もみくちゃにされて、小角はあわてて逃げだした。

「うざってえな、取りあえずここから離れるぜ！」

「えっ、ちょっと待ってよ！　あたしの水着と小お角づぬのパジャマがまだなのにっ？」

　石いわ那なはとまどいながら、小角を追いかける。志し摩まと伽きや羅らも、人ごみの中から必死に脱出して、後につづいた。

「おいっ、逃げるなよ！　ケチケチせずに教えてくれったら！」

　若者たちはなおも追いかけてくる。小角は困って、ため息をついた。

「風水を付つけ焼やき刃ばで扱うのはヤバいから簡単に教えられねえんだって。ったく、これだからパンピーの前で術を使いたくねえんだよ」

「では、ここはわたしに任せてください」

　志摩は涼しい顔でほほえむと、背負っていた比ころ禰ねを両手で持ちなおし、火炎放射器のように脇わきに抱えて叫さけんだ。

「ころねっと、発射！」

　ブシューッと音を立てて、比禰の口からねばねばした白い糸が網状に吹きだした。小角を追いかけていた若者たちは、網にからまれて身動きできなくなってしまう。

「わっ、な、何だこりゃ！」

「助けてーっ！」

「ふふふ。一件落着ですね」志摩は得々としてほほえんだ。

「っていうか、このあともっと面倒な騒ぎになる気がするから、とっととずらかろうぜ」

　小角は硬い声でつぶやきながら、早足に歩きだした。呆ぼう然ぜんとして立ちつくしていた文ふ月づきは、目の前を小角が横切るのを見て、おずおずと口を開いた。

「あっ、あの、榎えのきくん……」

　だが渋しぶ谷やの雑踏の中、文月の消え入りそうな声が小角の耳に入るわけがない。小角はそのまま、彼女の前を通り過ぎてしまった。

　文月は、小角が拾ってくれた小さな箱を両手で包むように持った。白い頬ほおに、ほのかな赤みがさしていた。

「榎くん……」

　文月は箱をぎゅっと胸に抱きしめた。彼女の心の揺らめきを感じてか、髪にとまってリボンのふりをしていた虹にじ色いろの蝶ちようが、ひらひらと羽を震ふるわせていた。



　人ごみから逃げだした小角たちは取りあえず、近くの甘かん味み処どころに飛びこんだ。小角は、ふーっとため息をついた。

「やれやれ、何とか逃げのびたぜ」

「っていうか、あたしの水着は？」

　石那は泣きそうな顔でうったえた。志摩はあっけらかんと言いはなつ。

「だって、もう一度１いち０まる９きゆー周辺には戻れませんでしょ？」

「戻れなくしたのは誰だれの式神のせいよっ！」

　石いわ那なは志し摩まをにらむ。そのとき、聞き覚えのある声が小お角づぬたちに声をかけた。

「おや、榎えのきたちではないか。奇遇だな」

　顔を向けると、そこにいたのは小角たちの担任教師である天あま野の探さぐ女めと、保健医の薬やく師し瑠る璃り子こだった。二人とも私服姿で、天野は学校でのまじめで厳格な雰囲気そのままのカッチリしたタイトスカートのスーツ、薬師は自慢の脚線美を見せつけるような、バックに深いスリットのあるロングのタイトスカートをはいていた。

「あれっ、探女ちゃんと瑠璃子にゃ」

「こ、こんにちは」

　石那と志摩も、偶然の出会いに驚きながら頭を下げた。天野は怪け訝げんそうにたずねる。

「明日から孤島実習だというのに、こんなところで何をしているのだ？」

「買い物に行ってたんです。買えなかったけど……」

　石那は水着を手に入れられなかったことを恨うらんで、悲しげに言った。

「買えなかった？　どういう意味だ？」

「ちょうど先生に報告しようと思ってたんだ。さっき１いち０まる９きゆーの前で、憑坐よりまし珠だまに式神を閉じこめたやつがいきなり式神で攻撃してきたんだよ」

　小角のことばに、天野はサッと青い顔をして薬師と顔を見合わせた。

「式神で人を攻撃した、だと？」

　その表情にただならぬものを感じとって、小角は不審そうに眉まゆをひそめる。

「ああ、術者は逃がしたけど、式神だけはここに憑坐込ごめしといた。何か心当たりがあるのか？　もしかして、あんなたちの悪いゴリラ野郎が俺おれたちの学校の先輩だとか？」

「いや。その人間に心当たりがあるわけではないが、ちょうど今日、そんな話が議題に上っていたのでな」

「議題、って？」

「今日はこの渋しぶ谷やで、関東魔ま法ほう建けん築ちく士し協会の例会があったのだ」

　天野はことば少なに答える。薬師がフォローしてつづけた。

「魔法建築学校の教師や魔法建築士は、協会に入ることが義務づけられているのです。入っていない魔法建築士は、国家資格を持っていない、言わばモグリということですわ」

「モグリの魔法建築士だって？」

「そうですの。最近、協会の規約に則さず、式神を悪用したり、違法な魔法建築を行ったりする業者が多いそうで、苦情が増えているのだそうです。まさかあなたたちがさっそく遭そう遇ぐうするとは、驚きましたわね」

　薬師はそれとなく小角の席の横に座ると、赤いマニキュアを塗った爪つめで、知的なメガネをツイッと押し上げた。誘うような目に、小角は身の危険を感じて、やや薬師から距離を置くように位置をずらす。石いわ那なが納得するように、大きくうなずいて言った。

「モグリだって言われると、たしかにそんな感じのやつでした。あんなやつが国家資格の魔ま法ほう建けん築ちく士し免許を持ってるなんて言われたら、毎日いっしょうけんめい勉強してるあたしたちがショックですよ」

「しかし、おまえらがたまたま遭そう遇ぐうするほどニセ者が出回っているということは……いくらモグリの業者がやっていることだと言っても、このままでは魔法建築士協会そのものが糾きゆう弾だんされてしまうかも知れんな」

　天あま野のは厳しい表情をして、小お角づぬの手首から水晶の念ねん珠じゆを取った。

「この式神は何かの手がかりになるかも知れん、わたしが預かっておこう。念珠はカラにして明日学校で返すが、かまわないか？」

「ああ」と、小角が答える。そのとき、伽きや羅らが小角の腕を引っぱって、たずねた。

「にゃあにゃあ小角、きゅーだんってどういう意味にゃ？」

「つまり式神が犯罪に使われでもしたら、式神という存在そのものが危険だってことになって、式神を持つことが法律で禁止されるようになるかも知れないってことさ」

「そ、そんなことになったら伽羅、異界とこよに帰らなくちゃいけないにゃ？　そんなの嫌にゃっ！」

　伽羅は不安そうな顔をして、小角の腕にしがみついた。伽羅の豊かな胸が腕に押し当てられて、小角はさすがに相手が猫だとは言え、多少焦あせって振り払った。

「お、おい。ベタベタくっつくな！」

「だって伽羅、小角のそばから離れたくないにゃ～」

　伽羅はさらに小角にくっつき、半泣きになりながら、甘えて頬ほおをすりつけてくる。小角は弱り果ててしまった。薬やく師しはあきれた笑顔を浮かべて、伽羅の肩を叩たたいた。

「探さぐ女めは脅かしすぎなのですわ。だいじょうぶですわよ、伽羅ちゃん。そこまで大騒ぎになる前に、きっと魔法建築士協会のほうで解決されますわよ」

「ほんとにゃ？」

　伽羅はちょっと涙がにじんだ目で薬師を見つめた。捨て猫のような潤うるんだ目を見て、薬師は胸がむずむずと騒ぎ、思わず伽羅にしがみついた。

「ああっ、その頼りなげな目がたまりませんわっ！」

「きゃーっ！　相手が瑠る璃り子こだって忘れてたにゃ、油断したにゃ！」

　伽羅はあわてて薬師の腕から逃げようとする。薬師はさりげに伽羅の体じゅうをたっぷり触りまくっている。あわてて天野が二人を引きはがした。

「やめんか、瑠璃子！　公衆の面前で堂々と痴ち漢かん行為を働くなっ！」

「はっ。つ、つい自分を抑えきれませんでしたわ」

　瑠璃子は我にかえって、目を覚まそうとするように首を横に振った。伽羅はあわてて小角の背後に隠れ、肉食動物に食われかけた小動物のようにプルプルと震ふるえた。

「とにかく、そんなに心配しなくていいようで良かったわね」

　石いわ那なのことばに、志し摩まも大きくうなずいて、

「そうですね。わたしも絶対、比ころ禰ねちゃんと離れたりできませんもの」

　と、愛いとしげに比禰をぎゅうっと抱きしめた。

「なんかお尻しりから黄色い汁が出てきたにゃ」伽きや羅らはますますプルプル震えながら言った。

「それにしても、野の良ら式神の次は、モグリの魔ま法ほう建けん築ちく士しか……魔法建築がメジャーになってくると、それだけ問題も出てくるってこったな」

　小お角づぬはため息をついた。彼が少し心配そうな顔をしていたので、天あま野のは気を紛まぎらわせるように、軽く背中を叩たたいて言った。

「学生がそんなに気にするな、榎えのき。それより、明日からの孤島実習のことでも心配していろ。今までの、家一軒をリフォームするような小改築とはわけが違うのだからな」

「そうですわね。あなたがたのクラスが行く澪みお島じまは南に浮かぶ珊さん瑚ご礁しようの島、灼しやく熱ねつの中での野外作業になりますから、さぞかし熱射病や日射病を起こす生徒も多いでしょう。というわけで、わたしもついて行ってあげますから、安心してぐったりした体を思うがままわたしにゆだねてくださいな」

　薬やく師しが艶えん然ぜんたる微び笑しようを浮かべた。小角はゾクッと震えあがる。

「なるほど。天野先生が言う通り、孤島実習のほうを心配したほうがよさそうだな」

「それはそうとして、おまえたち、注文はまだなのか？　外で会うのも珍しいことだし、今日は特別におごってやろう」

　天野が小角たちの席に座りながら言った。石那たち女子はそのことばを聞くと、喜んで甘かん味み処どころのメニューにたかった。

「ほんとですかっ？　すみません。じゃああたし、栗ぜんざいにしよっかな」

「太りますよ？　トコロテンやかき氷にしておいたほうがよくありません？」

「おごりだったら遠慮することないにゃ。伽羅、クリームみつまめがいいにゃっ！」

　三人は、まったく遠慮のかけらもなく言った。そのとき、天野は小角が一人で存在感を消すように黙りこんでいるのに気づいて、声をかけた。

「わたしと瑠る璃り子こは炭すみ焼やき珈琲コーヒーでいい。榎、おまえもか？」

「えっ。い、いや、俺おれは苦いのは苦にが手てなんで……」

「あら、意外にお子ちゃまですのね。かわいいこと」

　薬師がますます小角にくっついた。小角はまた、微妙に隅っこに寄っていく。石那が気をつかって、小角のほうにメニューを回しながら、あれこれ提案した。

「じゃあ宇う治じ金きん時ときとか小お倉ぐらホットケーキとかは？」

「いや、その……」

「だめですよ、石いわ那なちゃん。男の子って、そういう甘ったるいものは食べないんですよ」

「いや、そういうわけでもなくて……」

　小お角づぬはなぜだかひたすら赤くなってもじもじしていたが、ふと意を決したように唇をキュッと噛かみしめると、メニューの一番上にある大きなパフェの写真を指さした。白玉入りゆであずきを流しこんだ上に、バニラアイスと抹まつ茶ちやアイスがてんこもりになり、たっぷりの生クリームがしぼり出された上に、色とりどりのフルーツと、あまつさえ抹茶ケーキがまるごとひとつ、飾られている。

「こ。これを……」

「パフェぇぇぇえっ？」

　石那たちは異口同音に叫さけんだ。ぷぷぷっと吹き出しそうな笑いをこらえて、口はすぼまり、頬ほおはまっ赤にふくらんでいる。小角は逆ギレして、石那たちにどなった。

「なっ、何だよ、悪いかよ！　男同士だと甘かん味み処どころとか入れねえし、こういうの注文できねえから、女と来たときぐらい注文したっていいじゃねえかよ！」

「はいはい、わかったわよ。あたしが注文してあげるから」

　石那はまだ笑いをこらえながら、赤いかすりの着物を着た女給を呼んだ。

「すみません。炭すみ焼やき珈琲コーヒーのホットふたつと、栗ぜんざいと、宇う治じ金きん時ときと、クリームみつまめ、それからデラックススウィート宇治金時パフェをお願いします」

「はい。かしこまりました」女給は店の奥に行き、しばらくして戻ってきた。

「炭焼ホット２ツー、栗ぜんざい、宇治金時、クリームみつまめ、デラックススウィート宇治金時パフェです。ご注文のほう、以上でよろしかったでしょうか？」

　彼女は小角の前に炭焼珈琲を置き、パフェを隣の薬やく師しの前に置いた。それを見て、小角は固まってしまう。

「……やっぱり、男がパフェ食べるのって、そんなに変なのかな……」

「き、気にしちゃだめですわ、小角くん。パフェ食べる男の子って超かわいくて、先生は大好きですわよ？」

　薬師がフォローを入れながら、パフェとコーヒーを入れ替えた。

「……瑠る璃り子こ。男子に『かわいい』は、よけいに傷つくぞ」

　天あま野のが冷たくつっこむ。小角はヤケになって、銀のスプーンを握ると、パフェの山を豪ごう快かいにガツガツ突き崩して食べはじめた。

「他人の目なんかどうでもいい！　食いたいものを食って何が悪い、男が甘党でどこが悪いっ！」

「ついに開き直ったわね」

　石那はあきれて小角の食べっぷりを見つめる。テーブルの上で栗ぜんざいの栗をカジカジかじっていた因幡いなばも、呆ぼう然ぜんとして思わず動きを止めていた。



　甘かん味み処どころを出ると、もう夕方になっていた。

「ごちそうさまでしたー！」

　石いわ那なたちは店を出ると、声をあわせて天あま野のたちにおじぎをした。天野は渋しぶ谷や駅のほうを親指でしめして、たずねる。

「わたしと瑠る璃り子こはもう葛か西さいのほうへ帰るが、おまえたちはどうするのだ？」

「俺おれたちもいっしょに帰るぜ。何だか今日は験げんが悪いからな」

　と、小お角づぬはまだ少々ざわざわしている１いち０まる９きゆー前のほうに目を向ける。石那は驚いて、小角の腕を引っぱった。

「ま、待ってよ。あたしの水着と小角のパジャマは？」

「今回はいいだろ。風水を教えてくれとかしつこく言われて、ストーカーにつきまとわれたらどうすんだよ」

「うっ……そ、それは困るけど、でも女心としては新しい水着が……」

　石那はモゴモゴッとことばをにごした。小角はにっこり笑って言う。

「まあそう気にすんなって。女はあれこれファッションとか気にしてるけど、男はそんなの全然わからねえんだから。それに中学生のころ見たけど、スクール水着だってそう似合ってないわけじゃなかったぜ」

「ほ、ほんと？」

　石那はちょっと救われた気持ちになって、頬ほおを紅潮させた。それを横目で見て、志し摩まは黙って、軽く肩をすくめた。



　渋谷から葛西まで、四十分以上かかる。一行が駅で別れたころには、少し薄暗くなりはじめていた。

「ふう。今日はいろいろあって有意義な一日でしたね、比ころ禰ねちゃん」

　志摩は頭に乗せた比禰に話しかけながら、帰り道をてくてく歩く。志摩の家は、おしゃれな洋風五階建てマンションの五階である。

「ただいまー」

　志摩が家に入ると、リビングルームでテレビを見ていた母の秋あき津つ加か美みが振りかえって、おっとりした声で返事をした。

「あら。志摩ちゃん、お帰りなさい」

　加美はメガネをかけていて、志摩によく似ている。主婦らしくエプロンをつけてはいるものの、髪を一本おさげにしていて年齢もまだ三十代半ばなので、母娘おやこというより姉妹に見えないこともない。

「ただいま。お父さんももう帰ってたんですね」

　加か美みの隣に座っている、父の邦くに夫おに向かって、志し摩まは声をかけた。彼はコンピューター会社『ＨＡＬ』に勤める敏腕システムエンジニアで、メガネをかけていて、体つきはひょろりと細長い。存在感は志摩の百万倍ぐらい希薄で、幽霊のような印象だ。

　志摩のことばを聞くと、加美は本気でびっくりして、辺りをきょろきょろ見回した。

「えっ？　邦夫さん、もう帰ってたんですか？　どこにっ？」

「……あの。帰ってきて、浴衣ゆかたに着替えて、ビールを持ってきて、十五分ほど前から目の前に座ってますけど……」

　浴衣姿の邦夫は、ビールをコップに注ぎながら言った。必死に自己主張しているつもりらしいが、今にも消え入りそうなかすれ声は十五デシベルぐらいしか出ていない。小さな寝息以上、木この葉はのささやき以下である。加美は目をぱちくりして、邦夫の顔を見つめた。

「ああ、びっくりした。帰ってきたならそう言ってくださらないと、わからないじゃないですか」

「……ぼくの存在、そんなに、わかりにくいですか……？」

「心の目で見れば、そうでもありませんよ」

　と、志摩は相手を地の底に叩たたき落とすようなフォローを入れた。邦夫は人知れずそっと涙をぬぐってから、志摩にたずねた。

「そういえば、志摩さん……夏休みに入って、毎日お暇ひまじゃありませんか……？」

　これでも仲良し親子の秋あき津つ家では、けっこう会話が多い。会話のテンションはごくごく低いが、彼ら的にはけっこう盛り上がっているのである。

「いいえ、ちっとも。今日はアキバに行って、ゲーセンに出没してるカップルがイチャつきながらヌルくブロックを一連鎖ずつ消しているのを見つけて、世間の厳しさを教えてやるべく、大量のおじゃまブロックを落としてきてさしあげました」

「ううん、それはかなりイタいですねえ。さすがわたしの娘です。わたしもよくゲーセンでカップルがイチャつきながら格ゲーをパンチとキックだけで戦っているのを見つけては、スーパーコンボ技わざで秒殺してさしあげたものですよ」

「さすが邦夫さん、英語をたくさんご存知なんですねえ」

　話題について行けていない加美も、ニコニコ笑いながらまちがった形で会話に参加する。

「そのあと、レンタルボックスのフィギュアの売り上げで、榎えのきくんたちを誘って、ブヤのマルキューに水着を買いに行きました」

「まあっ、榎くんっていうと志摩ちゃんと同じ班の、あの美少年の子ですね？　お母さん、彼ならうちの息子になってくれてもいいですよ？」

　加美はうっとりと目を輝かせたが、邦夫はショックを受けて声も無かった。志摩はあわてて、首を横に振る。

「ちっ、違いますよぅ。榎くんを誘ったのは、石いわ那なちゃんがいっしょだったからです。わたしがお節介を焼いてあげなくちゃ、ちっとも進展しないんですもの」

「ああ、良かった……」

　邦くに夫おは消え入るような声でつぶやいて、ホッと胸をなでおろした。加か美みは残念そうに、唇をとがらせる。

「残念です。それなら同じ班の諫いさ早はやくんのほうでも、お母さん別にかまいませんけど」

「っていうか、二人ともものすごく競争率高いんですけど。それにわたし、三次元の男の子には特別興味ありませんし」

「そうですか？　どちらも、ものすごい美少年なのに……」

「だって三次元の男の子って二次元と違って、人格あるじゃないですか。わたしが三次元の男の子に興味を持つとしたら、複数のときだけですよ」

「複数？」

「つまりカップリングです。もしわたしが榎えのきくんだったら諫早くんをこうしたいとか、もしわたしが諫早くんだったら榎くんをああしたいとか、もしわたしが亜あ彌びちゃんだったら諫早くんにこうされたいだとか、そういう純粋な想像力をふくらませるていどです」

「……あの、志し摩まちゃん。もしかして、石いわ那なちゃんと榎くんの橋渡しをしようとしている立場と今のことばと、矛盾してません……？」

　不思議そうに首をかしげる加美に、志摩はにっこりとほほえむ。

「友情は友情、個人的趣味は個人的趣味です。ああ、理性を狂わせる真夏の熱い日ざしの下、エネルギーをもてあました少年たちが珊さん瑚ご礁しようの島に一週間カンヅメ……」

「あの。女子も行くんですよね？」

　念を押すように確かめる加美に、志摩はきっぱりと言いきった。

「女子なんてモブです、ただの背景です。ふふふ、明日からの孤島実習が楽しみです」

「っていうか志摩ちゃん、もうちょっと趣味より友情を大事にしてあげては……？」

　加美は石那に同情して、硬い声でつっこんだ。このようにして、志摩のかなり邪悪な夏休みの一日は過ぎていった。

　そして翌朝、草くさ薙なぎ魔ま法ほう建けん築ちく専門学校二年Ａ組の生徒三十名と式神たちは、引率教師二名とともに、一週間の孤島実習に旅立ったのだった。



    

  
    
      



    

  
    
      


二章　トロピカル飯はん盒ごう炊すい爨さん～浅あさ間ま石いわ那なの夏休み





　孤島実習は、四年制の草くさ薙なぎ魔ま法ほう建けん築ちく専門学校の生徒が二年生の夏休みに行われる、恒例の臨海実習である。

　五クラスそれぞれが別々の孤島へ向かい、一週間をかけて島全体を風水的に土木工事して改造し、最終的にどのクラスの島が一番優れた改造を行ったかで実習単位を配分するというものだった。

　小お角づぬたち二年Ａ組は校庭で集合し、各自の式神をペット用のキャリーバッグに入れると、クラスでチャーターしたバスに乗って飛行場に向かった。そこで中型のチャーター飛行機に乗り換え、海を越えて向かった先は、太平洋に浮かぶ三み笠かさ山やま諸島だった。



　およそ二時間後、一行は三笠山諸島の主島である三笠山島の空港に到着した。東とう京きようからはるか南方千キロメートルもの海上にあるこの亜熱帯の珊さん瑚ご島は、東京都に属している。空港の周囲は開発が進み、珊さん瑚ご礁しようを観光資源としたダイビングスポットやマリンレジャー施設、ドルフィンウォッチングやホエールウォッチング用の観光船の波は止と場ば、プチホテルやペンションやショッピングモールなどが充実していた。舗ほ装そうされた海岸道路にはヤシの木が立ち並んでいて、リゾート気分を盛り上げていた。

「すっごい！　フロリダかハワイみたい！」

　空港に降り立った石那は目を輝かせた。すかさず、小角が冷たい声でつっこむ。

「おまえ、どっちも行ったことねえだろ」

「でもフロリダかハワイみたい！　見て見て、花火大会もあるんだって。見られるかな」

　石那が町に貼はってあったポスターを指さす。志し摩まがメガネを指で押し上げながら、しげしげとポスターを見つめた。

「えーと。これは実習最終日の前の夜ですから、ギリ見れますね」

「澪みお島じまからでも見れる？」

「だいじょうぶです。花火ってけっこう遠くからでも見られますから」

「うにゃっ、ロブスターレストラン発見にゃ！　食べたいにゃっ！」

　花より団だん子ごの伽きや羅らが騒ぎだした。彼女は移動中、式神の存在に慣れていない人を混乱させないために、耳としっぽをかくして人間に化けている。特に今回は団体行動ということで、草薙魔法建築専門学校の制服のセーラー服に身を包んでいた。ちょっとおてんばチックな女子中学生という雰囲気で、なかなか似合っている。

　小角は、あきれたような目を伽羅に向けた。

「おまえも仮にもメスなら、愛あい想そでもいいからちょっとは花火とかきれいな物に興味持てよ。だいいち、猫がカニやエビ食べると腰抜かすんじゃねえのか？」

「それに、残念ながら澪みお島じまへはまだ船で一時間かかるのだ。さっさと波は止と場ばへ移動しろ」

　天あま野のは冷たく言いはなつ。生徒たちは楽しげなリゾートタウンの景色に後ろ髪を引かれながら、ぞろぞろと波止場に向かった。

　波止場には観光船が停泊していた。赤しやく銅どう色いろに潮しお焼やけしたたくましい中年の船長が、桟さん橋ばしの上で一行を待っていた。

「よう！　キャンプ道具のほうは宅配便で届いて、先に船に積みこんでおきましたよ」

「どうもお世話になります。いつもの観光コースと違うのに、ご無理を言いまして」

　天野が言うと、船長は白い歯をニカッと見せて笑った。

「いやいや。最近はこの島もすっかり観光化されちまって、よそ者が観光船を出したりしているが、あの澪島には昔からここらの海を知ってる地元民のわしらでなくちゃ近寄れない。うっかり転てん覆ぷくして大事な生徒さんたちを溺おぼれさせないためにも、このわしが責任持って送り届けさせてもらいますよ」

「澪島というのは、そんなに危険な場所なのですか？　観光局の話では、珊さん瑚ご礁しように覆われたおだやかな島だと聞いていたのですが」

　天野は多少、不安そうな表情になった。船長は首を横に振る。

「その珊瑚礁がくせものでね。地元民が知ってる水み路お以外の場所からうっかり近づけば、たちまち座ざ礁しようして船の底がやぶれちまうのさ。そのせいで、昔からみんなあの島には魔物が住んでるとか人を惑わす人魚が住んでるとか言って、近づかなくてね」

「うにゃ。おじさん、人魚って食べれるにゃ？」

　伽きや羅らが『魚』の部分に反応して、船長にたずねた。帽ぼう子しをかぶって耳を隠している伽羅は人間にしか見えないので、船長はこの奇妙な質問にとまどいながら、答えた。

「ま……まあ、ただの噂うわさだからな。本当にいるって話じゃないんだよ」

「なーんだ。珍味だと思ったのににゃ」

　伽羅はぷうっと頬ほおをふくらませる。小お角づぬが伽羅に言った。

「っていうか、ほんとに人魚がいたら、食ったら千年ぐらい長生きできるらしいって話だぜ。だから、もしかしてほんとにいても、モアみたいに人間に乱獲されてとっくに絶滅しちまってるかもな」

「そう言えば、神話時代の人ってみんな何百年も生きてるわよね。もしかしたらほんとに人魚がいて、それを食べて長生きして、だから人魚はその時代に食べ尽くされちゃってるから今はいないんだったりして」

　石いわ那なの意見に、伽羅は腕組みして、難しい顔つきでうなった。

「むう、人間って業ごうが深いにゃ」

「そうよね。人魚がまだ海に残ってたら、きっと楽しかったのに」

　石いわ那なが残念そうに言った。船長も、同意してうなずいた。

「まあ、ずっと手つかずの無人島にはそんな伝説のひとつやふたつ、ふさわしいだろうな。だが観光局のほうでは、いつまでもあの島が不便なままじゃ困るらしくて、魔ま法ほう建けん築ちく士しさんたちの実習で少しでも使いやすい島になったらいいと思ってるらしいよ」

「ええ、そうですね。実習に使わせていただくぶん、お役に立てれば」

「おっと、おしゃべりはこれぐらいにして、早く乗りこんでくんな。満潮の時を逃のがすと、あの島には近寄れないんだ」

　船長に言われて、生徒たちは次々に観光船に乗りこみ、澪みお島じまに向かったのだった。



　到着した澪島は、まさに孤島実習にふさわしい、絶海の孤島だった。

　島はエメラルドグリーンの珊さん瑚ご礁しようの海に囲まれ、周囲一キロていどとごく小さい。島の周囲は珊瑚が砕けてできた白い砂に覆われ、中央のほうにはヤシやソテツの森があった。

　観光船は、珊瑚礁の浅瀬があるために島に直接接岸することはできない。ぎりぎりのところまで来ると、手こぎボートに荷物や生徒を移した。そしてボートを数往復させて全員を下ろしてしまうと、潮しおが引く前にと、早々に去ってしまった。

　後には、波の音と風の音と、小お角づぬたち三十二人と式神たちだけが残された。

「へえ。さっきのゴミゴミしたところより、こっちのほうがずっといいじゃねえか」

　小角は大きく深呼吸した。澪島には何とも言えない良い気が満ち溢あふれていて、そこにいるだけで気分が良くなる気がした。石那も、海風にショートヘアをなびかせながら、気持ち良さそうに息を吸いこんだ。

「ほんと、とってもきれいな自然だわ。この島ならたしかに、魔物や人魚がいるなんて噂うわさができても当たり前かもね」

　生徒たちもみんな、美しい南の島の景色に目を輝かせていた。だが二人だけ、うかない顔をしている者がいた。

　一人は、昨日渋しぶ谷やで小角に助けられた星ほし祭まつり文ふ月づきで、おずおずと遠目に小角を見つめていた。

　もう一人は諫いさ早はや東日流つがる、クラスで一番背が高い銀髪の男子である。水晶球の魔除けアミユレツトを首からかけ、水晶のように冷たく透き通るような端整な容よう貌ぼうの持ち主だった。無口で無愛想で無表情な彼は、実習中の事故のため留年して他ほかの生徒よりも一歳年上であるため、よけいに近寄りがたい雰囲気をかもし出していた。

「東日流さま。ご気分が悪そうですが、どうかなさったのですか？」

　心配そうに声をかけたのは、狩かり衣ぎぬを着た金髪碧へき眼がんの美少年で、東日流の式神の亜あ彌びだった。狐きつねの化け身しんである彼には、黄金の耳と九本の尾が生えている。移動中は伽きや羅ら同様、耳と尾を隠し草くさ薙なぎ魔ま法ほう建けん築ちく専門学校の制服を着て人間の姿に化けていたが、今はまたもとの姿に戻っていた。

「……別に、どこも悪くはない」

　東日流つがるは低い声で不機嫌そうに答えた。亜あ彌びは困って、眉まゆを下げる。

「で、でも、お元気が無さそうに見うけられますが……」

「こんなところに一週間もいると思うと、退屈で死にそうになっているだけだ」

「何言ってんだよ、東日流。こんなにいいとこ、一ヶ月でもいたいぐらいだぜ」

　小お角づぬは東日流とは正反対に、上機嫌である。東日流は冷ややかな目で小角をにらんだ。

「……俺おれは、おまえのようなヤマザルとは違うのだ」

「誰だれがヤマザルだとっ？」

　短気な小角は一瞬で頭に血がのぼって、東日流に噛かみついた。東日流はうんざりした表情で、つまらなそうに目をそらす。亜彌が東日流に気をつかって、フォローした。

「東日流さまのおっしゃる通りですよ。魔ま法ほう建けん築ちく学校の実習なのに、どうしてこんな辺へん鄙ぴな島に来る必要があるんですか？　魔法建築士が手をつけるべき建物など、どこにも無いじゃありませんか」

「あれっ？　亜彌ちゃん、プリント読んでないにゃ？　東日流は怪け我がで入院してダブってるから、去年だって孤島実習のお知らせもらったはずにゃよ」

　伽きや羅らは耳を隠していた暑苦しい帽ぼう子しを脱ぎ、耳をピコピコさせて風を通しながら、何の気無しに亜彌にたずねた。東日流は「ダブっている」という部分にピクッと反応して、険けわしい目で伽羅をにらむ。亜彌はあわてて、伽羅に言った。

「わ、わたしは東日流さまのことを根掘り葉掘り聞いたり、勝手に連絡プリントを読むような、ぶしつけなことはしないんです！」

「亜彌。孤島実習は、一級魔法建築士試験を受けるための必須単位なのだ」

　と、天あま野のが亜彌に説明した。亜彌はきょとんとした目を彼女に向けた。

「一級魔法建築士……とは何なのですか？」

「わが校の生徒が卒業試験を受けて得られるのは、建物の設計や改装をする三級魔法建築士の国家資格だ。その上に、地方公務員として町の設計をする二級魔法建築士と、国家公務員として都市設計をする一級魔法建築士がある」

「それと、この島と、どういう関係があるのですか？」

「つまり無人島を使って、開拓した原野に風水的に理にかなった都市を一から作るというシミュレーションをするのだ。一級魔法建築士が扱う巨大なプロジェクトにおいては多くの人間の助力が必要だから、クラス全員のチームワークをつちかうための実習でもある」

「しかし、それしきのことで一週間もかける必要などありません」

　東日流は鋭するどい声でそう言うと、ベルトに差していた黄金の五ご鈷こを抜いた。強く握ると、五鈷の先端部から発された銀色の光が小さな五ご芒ぼう星せいを作り、その光がまるでリリアン紐ひもを編むように増幅されていって、全長二メートル近い光の剣となった。天あま野のは訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。

「何をする気だ、諫いさ早はや？」

「これしきのちっぽけな島、俺おれひとりで仕事はすみます」

　東日流つがるはきっぱり言いはなつと、五ご鈷こ剣を握ったまま亜あ彌びに命令した。

「飛ぶぞ、亜彌」

「はっ、はい！」

　亜彌はあわてて黄金に輝く九尾の狐きつねの姿になった。東日流はその背にまたがり、空高く舞いあがる。天野は東日流を見上げて、厳しくどなった。

「おい、諫早！　チームワークの話をしたばかりだろう、単独行動をするな！」

　彼女の命令にも、東日流は聞く耳を持たない。彼は上空から澪みお島じまを見渡して、黄金の狐の姿をした亜彌に言った。

「島の中央部が高くなっているな。水脈はあるか？」

「はい。泉が涌わいて川になり、北に向かって海に流れこんでいます」

「よし。南はどうなっている？」

「海岸線までずっと、広々とした砂浜です」

「なるほど……それなら、作るものは決まった」

　東日流は気を集中し、地面に五鈷剣を向けて密みつ呪じゆを唱えた。

「南な無む遍へん照じよう金こん剛ごう！」

　五鈷剣は長く伸びて地面に達した。爆発するように、その部分の地面がえぐり取られる。その衝撃は震度二ほどの微弱な揺れとなって、小お角づぬたちにも伝わってきた。

「どうやら東日流くんは、ひとりで実習を終わらせるつもりのようですわね」

　白衣を着た薬やく師しが、あきれたように腕組みをしながら上空の東日流を見た。天野は額を押さえて、深くため息をついた。

「……たしかに、孤島実習では土木作業のために一週間の時間があるが、うちのクラスには諫早と榎えのきがいるからあっという間に終わってしまうだろうと思ってはいたものの……諫早にはまだまだ、チームプレイの大切さがわかっていないようだな」

　東日流は砂浜から島の中央に向かって、二本の溝を掘っていった。東の溝は広く、東側に緩ゆるやかに膨らむように湾曲している。西の溝はごく浅く、溝と言うよりは押し固められた道路のようだ。道路は大きく西に膨らむように湾曲していた。こうして南の砂浜は、島の中心の少し高くなったところから、東西の溝に抱きかかえられるような形になった。

　つづいて東日流は北に向かっていた流れを破壊してせき止め、東の溝に流れるように誘導した。そのあと、溝を掘ったときに倒れた数本の木を指さして、東日流は亜彌に命じた。

「あの木を低い温度で焼いて炭にしろ、亜彌」

「わ、わかりました」黄金の狐きつねは大きく口を開いて、暗あん紅こう色しよくの炎の球、狢むじな火びをはなった。

「狐狗狸狸コクリリ！」

　炎の球は木を包みこみ、真っ黒い木炭に変えてしまった。東日流つがるは亜あ彌びを地面に下らせ、その背から降りると、炭化した木に向かい右手の人差し指と中指をそえて上げて九く字じの呪じゆ言げんをはなった。

「臨りん・兵ぴよう・闘とう・者しや・皆かい・陣じん・列れつ・在ざい・前ぜん！」

　東日流は、一言唱えるごとに指を横縦に切る。空間上に銀色に光る格こう子しが描かれ、炭化した木に向かって飛ぶと、木こっ端ぱ微み塵じんに切り刻んでしまった。勢い良く飛び散った炭は、雨のように砂浜に降り注いだ。

「……東日流って、いったい何してるの？」

　石いわ那なは彼の行動の理由がさっぱりわからず、眉まゆをひそめていた。他ほかの全すべての生徒がそうだったが、小お角づぬだけは感嘆して大きく目を見開いていた。

「あいつ、やっぱすげえな……」

「何がすごいにゃ？」伽きや羅らが首をかしげてたずねる。

「ひとりで四し神しん相そう応おうの地を作っちまったってことさ。完かん璧ぺきな都市基盤だぜ」

　小角は東日流の行動をじっと見守る。東日流は最後に、ポケットからヒイラギの種と水晶玉を出して土地の北東に、白ナンテンの種と水晶玉を南西に埋めると、天あま野のたちのもとに戻ってきた。

「終わりました、先生。これで帰れますね」

「お、終わったってどういうこと？　あたしたち、まだ何もしてないのに？」

　石那は驚き、クラスメイトたちもザワザワした。天野は腕組みして、ため息をつく。

「困ったことに諫いさ早はやのやった仕事は完璧だ。これ以上、何の手を入れる理由も無い。点数をつけるなら、九十五点というところだな」

「九十五点！　すごいわ、さすが東日流さまですわ！」

　東日流派の女子たちが黄色い歓声を上げた。しかし、石那は不思議そうに首をかしげた。

「完璧だって誉ほめてるのに、九十五点？　あと五点、何が足りないのかしら……？」

「ともかくこれで帰れますね、先生」

　東日流はもう一度、強く念を押した。亜彌は狩かり衣ぎぬを着た少年の姿に戻り、とまどうように東日流に言った。

「で、でも東日流さま。こんなにいい島に来たんですから、そんなに急いで帰られなくても……たまには羽を伸ばして息抜きをされないと、お体に障さわります」

「黙れ、亜彌。俺おれはそもそも、こういうところは合わないのだ」

　東日流は厳しく否定した。亜彌は残念そうにうつむく。もともと狐である亜彌は、内心、東日流が住んでいるペントハウスのある西にし新しん宿じゆくの高層ビル群がどうしても苦にが手てだった。たまには動物らしく、豊かな自然の中に戻りたいと思っていたのだった。

　石いわ那なをはじめクラスメイトたちも、不服を申し立てた。

「ちょっと待ってよ、東日流つがる！　はるばるここまで来たのに、勝手に実習を終わらせてさっそく帰るなんてもったいないじゃない」

「そうだ、実習の合間に海で思いっきり遊ぼうと思って期待して来たのに！」

「っていうか、そもそも何が起こったのかさっぱりわからないよ。先生、本当にこれで実習は終わりなんですか？」

　東日流は彼らにうるさそうな目を向けて、黙りこんでいる。天あま野のは困って口を開いた。

「今、諫いさ早はやがやったことを説明しよう。都市を作る基本は、四し神しん相そう応おうの地を選ぶことだ。すなわち北に玄げん武ぶをあらわす山、南に朱雀すざくをあらわす開けた平野、西に白びやつ虎こをあらわす大きな道、東に青せい龍りゆうをあらわす大きな川だ。諫早は今、それを作り上げた。さらに東方と南方が低く、西方と北方が高くなっているのも繁栄と富ふう貴きの吉相だ。しかも、道や川はまっすぐでは生命力が無く、湾曲がきついと災厄を呼びこむため、緩ゆるやかに湾曲している内側が地相がいいのだ」

　それを聞いて、亜あ彌びが感心したように東日流を見つめた。

「あっ。だから、道と川を、砂浜を囲むように湾曲させて作られたんですね？」

「さらに川の流れは急すぎず、また流れが無いのもいけない。中央の土地は、水はけが良く草が生い茂っているのが吉相だが、砂浜なので保水力が無い。そこで木炭を土に混ぜこんだというわけだ、同時に木炭を埋めることで土地の悪い気を吸収する働きもある。最後に、鬼門と裏鬼門にそれぞれ水晶と守りの木を植えて、鎮しずめとしたというわけだ」

　天野は説明を終えて、もう一度、深くため息をついた。

「まったく、あきれるほど完かん璧ぺきだ。何も手を加えるところが無い……しかし、せっかくがんばったのに申し訳ないが、一週間が過ぎるまでこの島から出ることはできないのだ」

「えっ」

　東日流は短く叫さけんで、目を丸くした。薬やく師しが腰に手を当て、気の毒そうな笑みを浮かべて東日流を見つめる。

「観光船が、潮しおが引き始める前に帰らなくては帰れなくなると言ってもう行ってしまいましたから、一週間たたないと戻ってこないのですわよ」

「携帯電話で呼び出せばいいではないですか！」

　東日流はポケットから携帯電話を取り出したが、当然ながら、この絶海の孤島では圏外になっていた。

「忘れたのか。ここは東とう京きようから千キロも離れているのだぞ？」

　天野のことばに、東日流は呆ぼう然ぜんとした。

「で、ではどうしたところで一週間、ここからは出られないというわけですか？」

「そういうことになるな。それにおまえは無視しているが、この実習はチームワークも単位のうちだ。たとえ早く作業が終わっても、期限である一週間、協力して共同生活をしないかぎり単位は認定されない」

「そんなばかな！　作業が終わったなら、さっさと引き払って次の仕事をしたほうが効率的ではありませんか！」

　東日流つがるは、どうしてもこの島に留とどまっていたくないようで、必死に食い下がっていた。だが、天あま野のは冷たく首を横に振る。

「おまえには実力がありすぎてわからないかも知れんが、一級魔ま法ほう建けん築ちく士しは国家公務員だ。官かん僚りようというものには、おまえの兄の魔法建設会社のような民間企業の論理は通用しない。一年でできる仕事でも、五ヶ年計画として予算を出されれば、しっかり五年間かけてゆっくりと仕事をしなくてはならんのだ」

「どっ、どうしてそんな下らないことを！」

　東日流は愕がく然ぜんとする。石いわ那なが志し摩まに言った。

「そう言えば、年末に道路をあちこち掘り返してるのも、予算を使いきらないと次の年の予算を減らされるからだって聞いたことあるわ。国のすることって、倹約したら偉いとか、早く済ませたから偉いとか、そんなのとは尺度が違うのかしら」

「ですね。わたしが聞いたことがあるのは、司法試験のとき、試験が早くすんだら提出して帰っちゃってもいいそうなんです」

　志摩が石那に答えて言った。石那は感心したように志摩を見つめる。

「ほんと？　学校のテストみたいに、テスト終了までずっと座ってなくていいなら楽ね。どうしたってわからない問題はわからないんだもん」

「ところがですね。一番最初に立った受験生の答案だけ、別の袋に入れられるって噂うわさを聞いたことがあるんですよ」

「えっ？　それは、一番最初にできた優秀な受験生だから特別扱いするってこと？」

「いいえ。あくまでも噂ですが、その答案は無条件で不合格にしてしまうそうなんです」

「うそ！　そんなの、もし全問正解してたらどうするのっ？」

「試験時間の間、じっと座ってられるというのもテストのうちなんだそうですよ。根気が無いとか、あきらめやすいとか、あと本当に勉強ができる人の場合だと『勉強だけで協調性無し』ってことになっちゃいますから、どっちにしても人格的に不合格なんですって」

　志摩のその話を小耳にはさんで、東日流は唇を噛かんだ。

「……なるほど。そういうことだったのか……」

「だから単位を落としたくなければ一週間、嫌でもこの島にいるしかないというわけだ。わかったな」

　天野は言い聞かせたが、東日流は黙りこんで、返事をしなかった。

「では各自、適当に場所を見つけて体操服に着替えろ。着替えたら、男子は諫いさ早はやが開いた土地にテントを張れ。男女それぞれ三張りずつと、教官用の小型テントを一張り、計七張りだ。わたしが指導する。それから女子は飯はん盒ごう炊すい爨さんの準備だ、瑠る璃り子こに指導してもらえ。解散！」

　天あま野のは生徒たちにきびきびと命令した。生徒たちは目を輝かせて、歓声を上げた。

「やった！　じゃあこの島にいていいんですね！」

「しかも諫早が実習を済ませてくれて何もすることがないから、めいっぱい遊べるってことだよな！」

「さすが東日流つがるさまですわ、ありがとうございます！」

　東日流ファンの女子たちが彼を取りかこんで感謝した。だが、東日流の表情は硬かった。

「……やれやれ。かわいそうに、墓穴を掘ってしまいましたわね」

　薬やく師しが苦笑した。伽きや羅らは、不思議そうに彼女に目を向けた。

「東日流、お墓まで作ったにゃ？」

「そういう意味ではありません。要するに、みんなといっしょにいたくなくて実習をさっさと片づけてしまったせいで、逆に一週間、みんなと遊ぶ以外にやることが無くなってしまったというわけですわ」

「いいことにゃ。心置きなく、思いっきり遊べばいいにゃよ」

「あなたたちはそうでも、東日流くんには息苦しいかも知れませんわよ」

　薬師は同情するように東日流を見つめた。東日流はまだ、納得できないようすで立ちつくしている。伽羅は薬師が言っている意味がわからなくて、きょとんと首をかしげた。



　こうして、天野の命令通り生徒たちは体操服に着替え、男子はテントを張り、女子は飯盒炊爨を行った。

「今日はクリームシチューを作ります。食料の補給は一週間のあいだ無いのですから、材料を無駄づかいしないように気をつけるのですわよ」

　薬師はそう言いながら、十五名の女子と伽羅を連れて東日流が作った川をさかのぼり、島の中央部にある泉に向かった。亜熱帯らしい丈の高いシダに囲まれた森の奥に、澄んだ涌わき水がこんこんと溢あふれている。静せい寂じやくに包まれた美しい自然だ。それだけに、東日流が上空から力ずくで流れを変えたもとの川と新しい川、ふたつの爪つめあとが痛々しい。

「四し神しん相そう応おうか何か知らないけど、こんなにきれいな島ならそのままのほうがいいのに」

　石いわ那なはちょっと寂しい気持ちになった。薬師が、石那に語りかけた。

「気持ちはわかりますが、都市計画においても風水には理にかなった根拠がありますわ。たとえば急激に湾曲している道や川の外側が危険だというのは、曲がりきれなかった車が突っこんできたり、河か川せんが氾はん濫らんしやすいという理由ですからね」

「でも、それが自然なら何もそこまで人間の思うがままに改造しなくてもいいと思うのに。風水って、危険な自然の中で安全な場所を探して上手に生きていくための経験則じゃないんですか？　人間の都合で無理矢理自然を改造してねじ曲げてしまうのは、良くない気がします。住めるところは住める、住めないところには無理して住まない。そうやって自然と人間が上手に住み分けることって、風水で自然をねじ曲げるよりもずっと大切じゃないですか？」

「……まあ、それは魔ま法ほう建けん設せつ省しようでも常に議論されている部分ですからね。何が正しいのか、いずれ生徒たちが経験を積んでいく過程で自分で判断するためにも、わが校では校外実習を重視しているのですわ」

　薬やく師しは白とも黒ともつかない説明をした。大人向けの説明は、石いわ那なにはまだよく理解できなくて、釈然としない表情をしていた。

　小お角づぬの式神ではあるが女子に分類された伽きや羅らは、大きなポリタンクに水を汲くみながら、手ですくって少し飲んでみた。

「あれっ、周りが海で囲まれてるのに、ちっとも辛からくないおいしい水にゃ」

「きっと亜熱帯の島だから、しょっちゅうスコールが降って地下にたまるんでしょう。その雨が、地下の珊さん瑚ごに濾こされるんだと思います」

　志し摩まが答えた。伽羅は水がおいしいので、泉に口をつけてごくごく飲み、ぷはーっと顔を上げて、喜色満面で言った。

「これだけおいしい水なら、きっとおいしいごはんが炊たけるにゃね！」

　しかし、材料が良くても腕が悪ければ、おいしいごはんは作れないということを、彼女は失念していたのだ。女子の中には、石那も含まれているということを……。



　女子はポリタンクを持ってキャンプ地に戻ると、薬師の指導で石のかまどを作った。ここで、飯はん盒ごうでごはんを炊く係と、クリームシチューを作る係に分かれた。

　飯盒でごはんを炊くのは、火加減などが難しいので、かなり上級者でなければ難しい。そのため、薬師は飯盒のほうの指導に当たっていた。

　初心者である石那と志摩はクリームシチューの係だった。二人は野菜を洗うために、泉に向かった。

「うう、重い。他ほかの班員、火を熾おこすのに四人もいらなかったんじゃないの？」

　野菜の入ったカゴを志摩と二人で持って、石那はふうふう言っていた。

「あっちはあっちでグループですからね。女子はグループ単位で行動しますから、仕方ありませんよ」

「あの四人って熱狂的な東日流つがる派だから、小角と同居してるあたしは目の敵かたきにされてるのよね。これから一週間、同じ班だと思うと気が重いなあ……」

　石いわ那なは、ひときわ大きなため息をついた。

　あれこれ愚痴っているうちに、二人は泉に到着した。泉のほとりには先に飯はん盒ごう炊すい爨さん係の星ほし祭まつり文ふ月づきがいて、水の量を飯盒の蓋ふたではかり、無洗米の上から注いでいた。

「あれっ、星祭さん」

　石那が声をかけると、文月はハッと顔を上げてわざわざ立ちあがり、ぺこりと頭を下げた。そのひょうしに、頭の上にくっついている虹にじ色いろの蝶ちようがふわふわと羽を動かした。

「浅あさ間まさんと秋あき津つさん……きのうは、どうもありがとうございました」

　小こ柄がらな文月は、ちょっと長めの体操服の上着のすそを両手で引っぱるようにしていた。内気な彼女には、ブルマーからむき出しの足が恥ずかしいのだろう。

「そ、そんなにあらたまらないでよ」

　石那と志し摩まは、ふだん文月とあまりしゃべらないので、取っかかりにくそうにぎこちない笑顔を作った。

「そうですよ。わたしたちが助けたわけじゃありませんし」

「でも、いろんな人につきまとわれて、ご迷惑かけちゃったんじゃないかと思って……」

　文月はもじもじして言った。

「まあ水着は買えなかったけど」石那はボソッとつぶやく。文月は首をかしげた。

「えっ？」

「あっ、い、いや、何でもないのよ。こっちのこと」

　さすがに心が狭いと思ったのか、石那は慌あわてて首を横に振った。

「ほんとにご迷惑じゃなかったですか？　……榎えのきくん、ご迷惑じゃなかったでしょうか」

「小お角づぬが？」石那は、テントを張っている体操服姿の男子たちのほうに目を向けた。

　男子は五人用の家型テントと、教官用の二人用ドーム型テントを作っていた。だいたい五人ぐらいで協力して組み立てていたが、出席番号の関係で小角と東日流つがるが同じチームになっていたため、かなり難航しているふぜいだった。

「おい！　誰だれだよ、ペグに結んだロープを団だん子ご結びにしてるタワケは！」

　小角は、石那の神じん社じやに身を寄せるまでは野宿生活を繰り返していて、野宿に馴なれているため、すっかりテント奉ぶ行ぎようになっている。

「……俺おれだが」

　憮ぶ然ぜんとして突っ立っているのは東日流だ。小角はロープをほどきながら、ぶつぶつ愚痴った。

「おまえ、キャンプとか行ったことねえのかよ。ペグにつなぐロープは、長さが調節できる自在結びだって決まってるだろ。あーもー、自信たっぷりにバカ力で固結びにしやがって、ほどけやしねえぜ」

　イライラして小角はロープと格闘する。すると東日流は黙って五ご鈷こ剣を抜くと、小角の手元にシュッと走らせた。

　たちまち、ロープの結び目はぷっつりと切られて、ロープがペグから外れた。東日流つがるは五ご鈷こ剣をしまって、冷ややかな目で小お角づぬを見下ろす。

「これで文句は無いだろう」

「……っていうか、おまえってほんとバカ！　ロープ切っちまってどうすんだよ！」

「別のロープを使えば良かろう」

「これだから金持ちは困るってんだ、キャンプなんだから持って来てるものには限りがあるんだよ！」

　小角にポンポンどなられて、東日流はムスッと黙りこんでしまう。そのとき、動きやすいように自分も体操服モードに変へん化げしてテント張りを手伝っていた亜あ彌びが、あわててふたりの間に割って入った。

「ま、待ってください！　東日流さまはいつも、キャンプ場ではなく高原ホテルのスイートルームに宿泊されるので、このような作業には馴なれていらっしゃらないのです。ロープならわたしが修しゆう繕ぜんいたしますから」

　そう言うと、亜彌は切れたロープを手で持ち結び合わせた上で、

「狐狗狸狸コクリリ！」

　と、小さな暗あん紅こう色しよくの狢むじな火びを手のひらの上に作って、ロープの結び目を焼きしめながら指でこすった。すると化学繊維のロープは溶けて、少々硬くはなったが元通りのロープにもどった。

「へえ。すごいじゃねえか、亜彌」

　小角は感心して亜彌に言った。亜彌は照れくさそうにほほえむ。

「そ、そうでしょうか？」

「俺おれも火火出見ホホデミの呪じゆ言げんを使えるのに、これは思いつかなかったな。おまえ、けっこう使えるよな」

「お、恐れ入ります」

　亜彌は恥ずかしそうだったが、まんざらでもないようすだった。だが東日流は、ますます不機嫌そうな表情になった。

　小角と同じ班でテントを張っていた少年も、亜彌に親しげに声をかけた。

「ほんとほんと、亜彌くんのおかげでうちの班の仕事がはかどるよ」

「っていうか、初対面のくせに馴なれなれしいな。おまえ誰だれだよ」

「し、初対面なわけないだろ！　同じクラスの藻も臥ぶし束つか鮒ふなじゃないか、きみの式神に式神を食べられたり食べられかけたりした藻臥だ！」

　藻臥は今にも泣きそうな、ひっくり返った声で小角にうったえた。彼は、まったく特徴のない顔立ちの少年である。小角は面倒くさそうに藻臥に目を向けた。

「なんだ、モブだったのかよ。印象に残らない顔だから、一瞬誰だれだかわからなかったぜ」

「だっ、だからぼくのことをモブって呼ぶな！」

「その他大勢モブ顔してるから悪いんだろ。せめてメガネなりホクロなりで特徴つけろよ」

「き、きみのような人間は、どうせメガネをかけたらぼくを『メガネ』って呼ぶし、ホクロをつけたら『ホクロ』って呼ぶんだろ！　もう少し人格にもとづいたあだ名をつける努力をしてくれないか！」

　藻も臥ぶしのうったえを小お角づぬは無視した。そのようすを遠目に見て、石いわ那なはあきれて肩をすくめ、文ふ月づきに言った。

「ほらね、気にすることないって。むしろ小角が他人に迷惑かけまくってるから」

「そ、そうでしょうか」

　まだ納得できなくておどおどしている文月に、志し摩まも言った。

「それに榎えのきくんって、とにかくケンカっ早いですよね」

「そうよ、他人に売られたケンカだって買い取りする勢いだし、たぶん星ほし祭まつりさんを助けたのだって自分が暴れたいだけだったのかもよ。だから、ほんとに全然気にしなくっていいから、安心して」

「……やっぱり浅あさ間まさんって、榎くんのこと、よく知ってるんですね」

　文月は、少しもじもじしながら上目づかいに石那を見つめる。

「あの。浅間さんと榎くんってつきあってるんですか？」

「はぁっ？」

　石那はびっくりして目をまん丸にした。どうして文月がいきなりそんな質問をしてきたのか理解できず、目がチカチカしてしまう。小角と同居していることは周知の事実だが、今までそんなふうに直球で質問されたことはなかったので、あらためてまじめな顔で聞かれると、石那は恥ずかしくなって、まっ赤になった。

「ま、ままままま、まさかっ！　いっしょに住んでるだけよ、あんなケンカ番長なヤマザルお断りだって」

「浅間さん、失礼です！　榎くんはヤマザルじゃありませんっ！」

　文月は急に怒って、大声を出した。石那は驚いて、目が点になる。その瞬間、文月はパッと顔を赤くすると、

「す、すみません！」と、あわててその場から逃げ出した。

　石那は、呆ぼう然ぜんとして志摩にたずねた。

「なんで怒ったんだろ？　彼女って、いつもクラスで小角派対東日流つがる派でモメてるときも、別に発言とかしてないわよね？」

「ふだんからあまり交流が無いのでわかりませんが、どうにも挙動不審ですねえ」

　と、志摩もあきれたように言った。

「まあ、そんなことよりわたしたちも早く野菜を洗ってシチューに取りかからないと、ごはんが炊たけるのに間に合いませんよ。っていうか、先に全部食べられてしまいます」

　志し摩まはそう言って、野菜が入っているカゴに視線を落とした。そこでは因幡いなばがニンジンの実を、比ころ禰ねがニンジンの葉を、それぞれ両がわからかじっていた。

「そうね。思いっきり腕をふるわなくっちゃ！」

　石いわ那なはにっこり笑って、気合いたっぷり、腕まくりをした。



　ちなみに、クリームシチューの作りかたは、こうである。

　ジャガイモとニンジンとタマネギは皮をむいて一口大に切る。鶏とり肉にくとブロッコリーも一口大に切る。鍋なべに水を入れて沸わかし、材料を投入し、煮えたらアクをとって市販のシチューのルーを入れる……以上。



「……石那ちゃん。この作業工程に、何か難しいところでもありましたか？」

　志摩は口の端をピクピク引きつらせながら、シチューのルーの箱の裏の説明書きを石那に見せた。いっしょにシチューを作っていた女子四人と伽きや羅らも、眉まゆをひそめていた。

　かまどの上にかけられた鍋の中身は、クリームシチューのルーを投入したにも拘かかわらず、なぜか焦げ茶色をしている。しかも、材料がジャガイモとニンジンとタマネギと鶏肉とブロッコリーのはずなのに、何か得体の知れない香りがただよっていた。

「……あきらかに、五分前まではクリームシチューでしたわよね？」

　片方の眉をピクリと吊つり上げ、怒りをこらえた震ふるえ声で言ったのは、春はる山やま佐さ保ほだ。長い髪をくずし縦ロールにしている、フランス人形が生きて動いているような華美この上ない女生徒で、起伏の強いボディラインに体操服とブルマーがあまりにもそぐわない。東日流つがる派の先せん鋒ぽうでもある彼女は、何かと石那を目の敵かたきにしている。

　他ほかの三人は佐保のグループで東日流の取り巻まきの、外カールのショートヘアと濃いめの顔が活動的な筒つつ井い奈な津つ、和風ゴージャスな竜たつ田た亜あ樹き、冷たい雰囲気の美び貌ぼうの持ち主打うつ田た魅み冬ふゆである。佐保同様、三人とも大人っぽく、プロポーションも抜群だ。小お角づぬを敵視している東日流派の彼女らは、小角と同居している石那への風当たりもやたらに強い。

　石那は申し訳なさそうに、肩をすぼめた。

「い、いちおうがんばってみたんだけど、だめだったかな……」

「っていうか、どこをどうがんばったら、市販のルーを投入するだけでクリームシチューがこういう状況になるにゃ？」

　伽羅は信じられないように鍋をのぞきこんだが、湯気とともにもあっとわき上がった瘴しよう気きをもろに吸いこんで、声も立てずに後ろに倒れた。

「あっ、伽羅ちゃんが気絶しました！」

　志し摩まがあわてて伽きや羅らを抱き起こし、手で顔をぱたぱたあおいで空気を送りこんだ。

「このクリームシチューを出したら、あたしたちが料理が下へ手たってふうに見られない？」

　ボーイッシュな奈な津つが、シチューを恐れて後ずさる。それを聞いた亜あ樹きが、うろたえて叫さけんだ。

「困りますわ！　東日流つがるさまに、家庭的でない女性だと思われてしまいます。わたくし、嫁入り修業は完かん璧ぺきにマスターした大和やまと撫子なでしこで、茶華道合わせて六段の腕前ですのに！」

「っていうか、茶華道に級とか段とか無いんじゃ……？」

　不思議そうにつっこむ石いわ那なを亜樹はキッとにらむ。

「おだまりなさい！　よけいなツッコミを入れられると顔面グーで殴りますわよ！」

「そ、それって大和撫子……？」

「ほんとは何道と何道を合わせて六段なのかお聞きしたいところですね」

　石那と志摩は硬い声で言った。そんなふたりに、魅み冬ふゆが鋭するどい目を向ける。

「とにかく、これが原因でわたくしたちが東日流さまにそっぽを向かれるようなことがあったら、どうしてくれますの！」

「そっぽも何も、諫いさ早はやさんはもとから女性には興味が無いんだから、シチューのできがどうだろうが最初から望み薄じゃないですか」

　志摩が何気なく言ったことばに、佐さ保ほたち四人の動きがピクッと止まった。志摩は、ちょっと焦あせって苦にが笑わらいする。

「あれっ……今の、禁句でした？」

「つ、東日流さまはホモでも女嫌いでもありませんわっ！　わたくしたちの美び貌ぼうに、いつか必ず気づいてくださる日が来るはずですわ！」

　はかない希望にすがりつくように、佐保は叫んだ。

「ともかく、このシチューの落とし前はどうつけてくださいますのっ？　材料には限りがありますから、作りなおすのは不可能ですわよっ？」

「そんなこと言われても……」石那は迷う。そのとき、志摩がポンと手を叩たたいて言った。

「いえ、このままでだいじょうぶですよ。じゅうぶん諫早さんの心をキャッチできること、まちがいなしです」

　志摩の軽い口調に、佐保たちは疑惑の目を向けた。

「どこがだいじょうぶなんですの、式神まで卒そつ倒とうする毒シチューですのよ？」

「ど、毒シチューって言いすぎじゃない？」

　石那は赤くなって怒る。佐保はつんとそっぽを向いた。

「たしかに石那ちゃんはかなり料理レベルが毒レベルですが、しかしあんまり料理が上手すぎる女の子は隙すきが無くて、逆に敬遠されるものですよ。石那ちゃんぐらいのレベルのほうがむしろ、男の子はかわいいと思うものですもの」

　志し摩まのことばに佐さ保ほたちはハッとして、彼女に視線を集中させる。

「そ、それは本当ですのっ？」

「っていうか毒レベルって何よ、志摩ちゃんの言いかたが一番ひどい！」

　怒る石いわ那なを押しのけて、佐保たちは志摩につめよった。

「秋あき津つさん、本当に料理が上手すぎるほうが男の子に引かれますのっ？」

「本当に、この毒シチューのほうが東日流つがるさまの心をキャッチできるんですのっ？」

「もちろんです。だってちょっと料理が苦にが手てめの女の子が、ちょっぴりドジをしちゃいながらもいっしょうけんめいがんばって作った料理のほうが萌もえ萌えなものですよ」

　志摩は自信たっぷりに言った。佐保たちは息をのんで、顔を見あわせる。

「秋津さんの言うことも、たしかに一理ありますわね」

「あたしたち、今まで東日流さまにせいいっぱいアプローチしても振りむいてももらえなかったのは、少々完かん璧ぺきを期しすぎて、鬱うつ陶とうしかったのかも知れないわね」

　腕組みをして考えこむ奈な津つに、亜あ樹きも大いにうなずいた。

「まだお互い高校生なのですから、完璧に嫁入り修業をこなした良妻賢母タイプより、ドジでかわいい幼おさな妻づま系で勝負したほうが勝算はありそうですわね」

「浅あさ間まさん！　このシチュー、わたくしたち四人だけで作ったことにしてくださいませんか？」

　魅み冬ふゆが石那の手を強く握って言った。先ほどまでとは全く正反対の流れに、石那は驚いて目をぱちくりする。

「えっ？　で、でも毒シチューなんでしょ？」

「それでも、わたくしたち完璧に嫁入り修業した人間には、こういうヘタクソがんばり系の素人しろうと料理はどうしても作れないんですもの。お願い、ゆずってくださいな」

　佐保のことばは、腰が低そうに聞こえてけっこう失礼だ。石那はとまどって、確認するように佐保にたずねた。

「だ、だけどみんながこれを食べたら、あなたたち四人が料理が下へ手ただって思われて、みんなに文句言われちゃうわよ？　失敗した責任は、あたしにあるのに……」

「それだからいいのです！　今まで東日流さまの中にあった、わたくしたちの完璧すぎるイメージを打ちくずす、記念すべき第一歩ですわ」

「そうですわ。この毒シチューで、東日流さまにかわいい女の子だと思われることまちがいなしですわ」

　佐保たちはすっかり成功するつもりになって、お互いにハイタッチをした。石那はまだ困惑していたが、志摩はにっこりと笑って、

「では、このシチューの所有権はあなたがたにさしあげます。わたしたちは、飯はん盒ごう炊すい爨さん係のほうに交じってきますね」

　と、石いわ那なと、まだくらくらしている伽きや羅らの手を引っぱってその場から立ち去った。佐さ保ほたちは目を輝かせて、シチューの鍋なべをのぞきこむ。

「ふふふ……これで東日流つがるさまのハートはわたくしがいただきですわ」

「わたくしが、ですって？　佐保、抜け駆けは無しだっていつも言ってるじゃない！」

　奈な津つがムッとして佐保をにらむ。魅み冬ふゆと亜あ樹きも腕組みをして、うなずいた。

「そうですわ、わたくしたちは同盟関係だったのではございませんの？　このシチューを作った手て柄がらは、わたくしたち四人全員のものですわよ」

「それに、あなたのようにベタで下品な縦ロール女よりも、東日流さまにはわたくしのようなしっとりと落ちついた日本女性が似合うと思いましてよ」

　亜樹が髪をかき上げながら挑発的に言ったことばに、佐保はカチンと来てどなった。

「ベタで下品な縦ロールですってっ？　わたくしの自慢の髪を愚ぐ弄ろうする気ですのっ？　あなたこそ、和風だとかしょうゆ顔だとか最近は都合のいい逃げゼリフがありますけれど、要するに一ひと重えまぶたのオカメ顔のくせに！」

「わっ、わたくしは一重ではなく奥おく二ぶた重えですわっ！」亜樹は微妙な反論をした。

　言い争いをつづけている四人を振りかえって、石那は心配そうに志し摩まにたずねた。

「ねえ、志摩ちゃん。ほんとにあのシチュー、押しつけちゃって良かったのかしら」

「向こうからそうしてくれって言ったんだから、いいんですよ」

「だって、何だかモメてるみたいよ？」

「別に石那ちゃんの料理のせいじゃありません。あの四人はお互いを牽けん制せいしあいながら諫いさ早はやさんを狙ねらっている立場ですから、表面上はツルんでいても、心の底ではお互いをライバル視しあってドロドロしているわけですよ」

「けど、ほんとにあんなシチューでいいのかしら？　伽羅もぶっ倒れるぐらいの仕上がりだったのに、自分で言うのも何だけど、ふつうの人間が食べたらどうなっちゃうかわからないわよ？」

「ええ、そうです。だから、あの方たちに押しつけたんです。石那ちゃんにグチグチ文句を言われて鬱うつ陶とうしかったですので……おかげで助かりましたでしょ？」

　志摩はにっこりと笑った。石那は驚いて、目をぱちくりする。

「お、押しつけたって？　じゃあ、ヘタクソがんばり系の料理のほうが東日流に受けるって言ったのは……？」

「常識的に考えて、あんな『死汁』と書いて『しちゅー』と読むような毒料理を食べさせられて、どこの物好きが自分を殺そうとした相手を『かわいい』だなんて思えます？」

　志摩はコロコロと笑った。

「……志摩ちゃん、悪すぎ……」

　石那は複雑な表情で、志摩を見つめた。



　やがて、薬やく師しが飯はん盒ごうの蓋ふたをしゃもじでガンガンと叩たたいて、大声で叫さけんだ。

「夕飯ができましたわよ！　各自、集まってくださいな！」

　その声を聞いて、ようやくテントを張り終わり、テントの縫い目にせっせと防水クリームを塗りこんでいた男子たちが、救われたように顔を上げる。

「ふう、やっと夕飯かよ。腹減ったあ」

　小お角づぬは大きく伸びをする。亜あ彌びが楽しげに、わくわくした表情で小角にたずねた。

「小角さま、今日の夕ゆう餉げは何でしょうか？」

「何って、ただの白飯にクリームシチューみたいだぜ」

「こんなところでそんな豪華な料理まで作れるんですか！　キャンプって、ほんとに面白いですねえ」

　亜彌は、神格の高い式神とは言ってもまだ少年なので、こういうシチュエーションではすっかり興奮してしまっていた。澪みお島じまの美しい自然が、彼の中にひそむ狐きつねとしての野生の血にうったえるのかも知れない。そのせいか、亜彌はいつも以上にテンションの低い東日流つがるには気をつかってあまり話しかけず、小角や他ほかのクラスメイトとばかり話していた。

　そんなこんなで、生徒たちは薬師の周りに集まった。女子たちが、火から下ろした飯盒とシチューの鍋なべを運んでくる。

「よいしょ、よいしょ……」

　飯盒炊すい爨さん係の文ふ月づきが、両手に飯盒を一個ずつ下げてよろよろと歩いてきた。飯盒一個にごはんが四合ごう入るので片方で一キロ半弱、しかも熱い飯盒がむき出しの太ももに当たらないよう腕を浮かせて歩いているので、少女のか細い腕にはかなりの重さになる。

　そのとき、文月の腕にかかる重さがフッと軽くなった。文月はハッと顔を上げる。すぐ目の前に小角がいて、文月の両手の飯盒を奪っていたのだ。

「おい、男子。女に重い鍋とか運ばせといて、鳥のヒナみたいにボザーッと口開けて飯くるの待ってんなよな！」

　小角は文月ではなく、近くにいる男子たちに目を向けてそう言った。男子たちは、言われて初めて気がつき、あわてて女子たちの飯盒や鍋を運ぶ。

「こ、これ持つよ。っていうか持たせてください」

「おい、これどこ置いたらいいんだ？」

　小角は飯盒を手にきびきびと歩いていく。文月はあわてて、その背中に礼を言った。

「あっ、あの、ありがとう……ございます……」

　急なことで心の準備ができていなかったため、文月はとまどい、語尾がどんどん小さくなってしまって、小角の耳には聞こえていなかった。同じ飯盒炊爨班の女子たちは、感動してそんな小角を眺めていた。

「さすが榎えのきくん。ふつうの男子って、なかなかああは気が利きかないわよね」

「よっぽどふだん、浅あさ間まさんのところで酷使されてるんじゃない？　かわいそう……」

「でも小お角づぬくんみたいなほうが、断然いいよ。女の子を手伝うのが照れくさいとかカッコ悪いとか言う男子が多いけど、それって家でママにごはん食べさせてもらってる延長って感じでマザコンっぽくない？　あたしはあんたのママじゃないって感じ」

「わたしは東日流つがるさま派だけど、榎もちょっといいかもって今思っちゃった」

　女子たちのそんな熱い声を背中で聞きながら、文ふ月づきは早鐘を打っている胸を押さえた。

「そっか……わたしだから手伝ってくれたってわけじゃないんですね」

　誰だれにも聞こえないぐらい小さな声で、文月はつぶやいた。

　しかし、それがわかっていても胸がドキドキする。文月は、深く切ないため息をついた。



　男子が飯はん盒ごうと鍋なべを運び終わったあと、飯盒炊すい爨さん係の女子たちは飯盒から炊たきたてごはんをつぎ始め、シチュー鍋の前では佐さ保ほたち四人が『死汁』をついでいた。

「東日流さま、わたくしたち四人が腕によりをかけたクリームシチューをどうぞ！」

　他ほかの三人の圧力に屈した佐保が、わたくし「たち」とていねいに言いながら、プラスチックの携帯用の器にシチューを注いだ。その瞬間、東日流は鼻をツンとつく悪臭に眉まゆをひそめ、ドドメ色をしているシチューに視線を落として、低い声でつぶやいた。

「……クリームシチューというものは、こんな暗い地獄のような色をしているのか？」

「あ、あの、わたくしたちってちょっぴり料理が苦にが手てなんです。でも、見かけは悪いけどいっしょうけんめいがんばって作りましたので、味はいいと思いますの」

　佐保はせいいっぱいかわいく演じながら言った。すると、東日流の後ろに並んでいた藻も臥ぶしが器のシチューの匂においをくんくんとかぎながら、言った。

「匂いも何だか湿った洗濯物みたいだ……この色合いでこの匂いで、ここからおいしい味になれる要素は皆無だと思うんだけど」

「うるさいですわねっ、モブのぶんざいで口を出さないでくださいな！」

　佐保に一喝されて、藻臥はビクッとして後ずさる。つづいて佐保は、ふたたびコロッと表情を変えてかわいい笑顔を浮かべ、ちょっともじもじしながら東日流を上目づかいに見つめた。

「というわけで、東日流さま。どうぞ食べてみてくださいませ」

「……」

　東日流は黙りこんで、じっとドドメ色のシチューに視線を落とした。クールな彼は表情にはあらわさないが、明らかに引いているようすだ。

　奈な津つたち残りの三人も、目をキラキラ輝かせながら東日流を見上げて言った。

「どうぞ食べてください、東日流さま。あたしたち、ドジでぶきっちょだけど、いっしょうけんめい作ったんです」

「ちょっぴり料理がヘタクソだけどいっしょうけんめいなとこが頼りなくてかわいくて放っておけない、と思われたら、どうぞご遠慮なくわたくしもお持ち帰りくださいませ」

「っていうか亜あ樹き、抜け駆けは禁止だと申しあげましたでしょう！」

　魅み冬ふゆが亜樹に噛かみついた。押しの強い四人を前に、東日流つがるは深いため息をつきながらも、スプーンでシチューを一口、口に運んだ。四人は期待に胸をふくらませながら、東日流を見つめている。

「ごふっ」

　スプーンを口にふくんだ瞬間、東日流は奇妙なむせ方をした。色白の顔からますます血の気が引いて青ざめ、東日流はシチューの器を取り落として、その場にうずくまると、激しくむせこんだ。

「ゴホッ、ゴホッ！」

「やりましたわっ、大成功！」

　四人は喜色満面でハイタッチをする。だが、やがて東日流はそのまま、動かなくなってしまった。驚いて、亜あ彌びが駆け寄ってきた。

「東日流さまっ、しっかりしてください！」

　亜彌が東日流の肩を必死に揺すったが、東日流は苦く悶もんの表情を浮かべているだけだ。そのとき、騒ぎを聞きつけた薬やく師しがあわてて走ってきた。

「いったいどうしたのですかっ？」

「あっ、薬師先生。東日流さまがシチューを食べていて、突然倒れられたんです」

　亜彌はどうしていいのかわからず、泣きそうな声でうったえた。

「その切なげな表情もなかなかそそりますけれど、そう心配なさらないでくださいな。どれどれ……」

　薬師は東日流の脇わきに片ひざをついて座ると、赤いマニキュアを塗った爪つめで彼のまぶたをこじ開けた。東日流の瞳ひとみから光が失われかけているのを見て、薬師はハッとした。

「これは大変ですわ。すぐに反はん魂ごん丹たんを……」

　薬師はすかさず東日流を腕に抱き取り、ポケットから黒い丸がん薬やくを取り出して口にふくむと、東日流に唇を重ねようとした。意識を失いかけていた東日流は、ギョッとして我にかえると、薬師を突き飛ばして立ち上がる。薬師は尻しり餅もちをついて、斜め座りになった。東日流は薬師に向かってどなった。

「なっ、何をするのですか！」

「あら、勘違いしないでくださいな、諫いさ早はやくん。反魂丹は口移しでないと効力を発揮しませんのよ」

　薬師は色っぽく座りこんだまま、長い黒髪をかき上げて言った。

「でまかせだ、信じるな」

　天あま野のは低い声でつぶやいた。東日流つがるは警戒するように、じりじりと後ずさる。

「も、もうだいじょうぶです。どうぞおかまいなく」

「薬やく師し先生！　こっちでは藻も臥ぶしくんが痙けい攣れんを起こしてます！」

　白い泡を吹いてピクピクしている藻臥を囲んで、男子たちが悲鳴を上げた。薬師はそちらを振り返りもせず、

「アロエでも貼はってれば治りますわよ」

　と、冷たく言い捨てた。天野はあきれて、ため息をつく。

「……瑠る璃り子こ。何でもアロエで治そうとするのは年齢がバレるぞ」

「あら。わたしの年齢がバレれば、同い年のあなたも一いち蓮れん托たく生しようですわよ」

「それにしても、どうしてクリームシチューがこんな産業廃棄物になったのだ？　おまえが監督していたはずだろうが」

「わたしは飯はん盒ごう炊すい爨さんのほうを見ていたのですわ。まさか、たかがクリームシチューを失敗するおばかさんがいるとは思いませんでしたからね」

　と、薬師は佐さ保ほたち四人に冷ややかな目を向けた。佐保たちは、慌あわててプルプルッと首を横に振る。

「ちっ、違います！　わたくしたちは別に、毒シチューを作るつもりでは！」

「何をおっしゃいます、東日流さまがむせこんだときにハイタッチなさっていたではありませんか！　明らかに、東日流さまを狙ねらわれたのでしょう！」

　亜あ彌びが怒って佐保たちをどなりつけた。薬師が腕組みをして、深々とうなずく。

「なるほど……あなたがた、たしか東日流くんの親衛隊でしたわね。さては東日流くんに毒を盛って、体の自由がきかなくなったところで、あんなことやこんなことをしようと目もく論ろんでいたのでしょう」

　そのことばを聞くと、四人はさらにあわてて必死に言い訳した。

「違いますっ！　わたくしたちはただ、ヘタクソがんばり萌もえ萌え料理で東日流さまのハートをゲットしようとしただけで！」

「ハートだけで満足できるわけがございません！　おとなしく白状なさい、人の目の無い絶海の孤島で生徒たちに毒を盛って、体の自由がきかなくなったところで、たっぷり一週間、思いのままにあんなことやこんなことをしようとたくらんでいたのでしょう！」

　厳しく追及する薬師に、天野が冷たい声でつっこんだ。

「……なるほど。そのつもりでついてきたわけか、瑠璃子……」

「えっ！　い、いえ、わたしは別に邪念などありませんわよっ？」

　薬師は引きつった作り笑いを浮かべて言った。東日流はそんな彼女らを疲れたような目で見て、深いため息をついた。



　クリームシチューを食べると生命に影響をおよぼす危険があることがわかったので、天あま野のは食料の中から柴しば漬づけを探し出し、生徒たちに言った。

「食料の備蓄に余裕が無いので、今日は柴茶漬けで我慢してもらう。明日からはわたしも飯はん盒ごう炊すい爨さんの監督に当たるから、安心しろ」

「柴茶漬けだけ～？」

　食べ盛りの男子たちが、うんざりした声を上げた。石いわ那なは罪悪感を感じて申し訳なさそうに黙りこんでいる。それを横目で見ていた小お角づぬは、ふと思いついてポンと手を打った。

「あっ、そうだ。先生、しょうゆとワサビはちょっとぐらいなら使っていいよな？」

「しょうゆとワサビ、だと？　今から魚でも釣つって刺身にするつもりなのか、日が暮れてしまうぞ？」

　天野は眉まゆをひそめる。男子たちがうなずいて、口々にうったえた。

「それに、せっかく成功してる飯盒の飯が冷えちまうよ。腹も減ってるし、今日は柴茶漬けだけでがまんするよ、榎えのき」

「まあ俺おれに任せてろって。伽きや羅ら、ヤシの実五つほど取ってこい」

「たった五つでいいにゃ？」

　伽羅はきょとんとしながらも、くるりと空中で一回転して、白く輝く猫の姿に変へん化げした。猫は白い光の尾を引きながら森のほうへ飛び去り、すぐにヤシの実をくわえて帰ってきた。直径三十センチほどもある、立派なココヤシの実だ。石那は、不思議そうにヤシの実を見下ろして小角にたずねた。

「もしかして、ヤシジュース茶漬けトロピカル風味にするの？」

「その発想力がすでに方向性まちがってるにゃ」

　伽羅はもとの少女の姿に戻りながら、硬い声で言った。

「まあ見てろって。神志那津カムシナツ！」

　小角は風神の呪じゆ言げんを唱えた。渦うず巻まく風はカマイタチを含み、たちまち五つのヤシの実を切り刻んでしまった。まっ二つに割れたココヤシの内側には白いゼリーのような胚はい乳にゆうが分厚くこびりついている。カマイタチはさらに、このゼリーの部分をはぎ取って薄くスライスした。

　風がおさまったとき、地面の上には二つ割りにされたヤシの殻の皿の中に白いたんざく状のゼリーがきれいに並んだものが、全部で十個、できていた。

「……いったい、これは何だ？」

　天野はさっぱり理解できずに首をかしげる。小角は小さな皿にしょうゆと練りワサビを乗せて、箸はしとともに天野に渡した。

「まあ食べてみなって」

「……こんな得体の知れないものを、か？　わたしまで引きつけを起こしたりしないだろうな？」

　天あま野のはおそるおそる、白いゼリー状のものにしょうゆとワサビをつけて口に運んだ。その瞬間、彼女は絶句して、動きを止めた。薬やく師しが素早く叫さけんだ。

「どうしましたの、探さぐ女めっ？　すぐに反はん魂ごん丹たんを口移しで！」

「だから口移しにする意味は皆無だというのだ！　それ以前に、おまえはわたしまで狙ねらっていたのか！」

　怒る天野に、薬師はうったえるような上目づかいで言った。

「まさか。わたしたちのあいだにあるのは、清く正しい友情だけですわよ？　ただ、わたしの意味する友情の範囲がとてもフレキシブルだというだけで……」

「イカの刺身にそっくりだ。これはいけるぞ！」

　天野はあからさまに薬師を無視して、生徒たちに言った。薬師はムスッとして、聞こえないようにつぶやいた。

「ちっ。さすが年の功、ガードが固いですわね」

「ほんとだ、モンゴウイカの刺身の味だ！」

　生徒たちは喜んで、ヤシの実の中身をがっつきながら、小お角づぬにたずねた。

「榎えのき、どうしてヤシの実の中からイカが出てくるんだ？」

「まあナタデココの親しん戚せきみたいなもんさ」

　小角は石いわ那なの神じん社じやに身を寄せるまで、日本全国を放浪していた。そのため野宿だけではなく、各地の食べ物にも精通している。先ほどまで痙けい攣れんしていた藻も臥ぶしも元気を取り戻し、喜んでヤシの実を食べていた。

「これなら何杯でもごはんが進むね。さすが榎くん、昨年度の最優秀生徒だけのことはあるよね！」

「まあキャンプ系は俺おれに任せとけって、モブ」

「今だけはモブと呼ばれても耐えるよ。ああっ、さっきの毒シチューと違って、なんておいしいんだ！」

　藻臥はほろほろと感動の涙を流した。女子たちが小角を見つめる目もますます熱くなる。

「ほんとに榎くんって頼りになるわね。かえすがえすもこの実習で、ますますファンになっちゃいそうだわ」

「いっしょに暮らすと、今まで学校では見えなかった人格が見えてくるわよねえ。小角くんって、プラス五十ポイントぐらいいってるわよね。同居してる浅あさ間まさんがこんなにうらやましいと思ったことはないかも」

「ああ、うちのお寺に居い候そうろうしてくれないかしら。石那の神社よりもお金持ちで広いのに」

　小角ファンの女子たちは、ひとしきり甘いため息をついていた。東日流つがるファンの女子たちは、小お角づぬが連続ポイントを上げたことが少々面白くない。

「何よ、これぐらい！　東日流つがるさまはたった一人で孤島実習の作業を済ませちゃったんだから、東日流さまのほうがすごいわよ！」

　と、悔しまぎれに言っていた。

　だが、当の東日流自身は、そんなざわめきがうるさそうに、少し離れたところで一人で座りこんでいた。

「東日流さま、お食べになりませんか？　見た目からは想像がつきませんが、本当にごはんに合いますよ。そのままじゃ何の味もしなくてイカっぽい歯ごたえだけだけど、ワサビじょうゆをつければ完かん璧ぺきにイカの味なんです」

　亜あ彌びが嬉き々きとして、東日流のところにヤシの実を運んできた。しかし東日流は目も向けず、低い声で言った。

「……いいから、おまえが全部食べろ。俺おれは食欲が無い」

「食欲が？　だいじょうぶですか？」

　亜彌は心配そうに東日流に目を向ける。そのとき、天あま野のが亜彌を呼んだ。

「おい、亜彌」

「あっ、はい、何でしょうか？」

　亜彌はあわてて、東日流の前から立ち去った。東日流はまた、ひとりぼっちになった。

「何かご用でしょうか、先生」

　亜彌は天野を見上げてたずねた。天野は、川の横に作った水たまりを指さして言った。

「さっき、テント班に掘らせた水たまりがあっただろう。夕食が終わったら、炎の呪じゆ言げんを使えるおまえと榎えのきとで、あの水たまりを湯に変えろ」

「湯？」

　亜彌は言われている意味がよくわからなくて、きょとんとする。だが、女子たちはそれを聞いて、歓声を上げた。

「っていうことは、キャンプ場なのにお風ふ呂ろに入れるっていうことですかっ？」

「そういうことだ、最近は炊事場やシャワー完備のところでなければ泊まりたくないというヌルいキャンパーが増えているそうだからな。どうだ、榎？」

　天野に話を振られて、小角は白飯をかっこみながら、笑顔で答えた。

「俺の火火出見ホホデミなら、一瞬で熱湯が沸わくぜ」

「お風呂まで沸かせるなんて、本当に榎さんはキャンプのお役立ち男ですね」

　志し摩まが感心したように言った。生徒たちは全員、同意してうなずいた。とくに小角ファンの女子たちの目は、感動に潤うるんでいた。

　小角は、いつも以上に注目されて照れくさく、頭をかいた。

「たいしたことねえって。ヤシの実の刺身だって、白飯がうまいから引き立つんだしな」

　小お角づぬのそのことばを聞いて、文ふ月づきはポッと頬ほおを赤くした。薬やく師しがこっくりとうなずく。

「たしかに、それは言えてますわね。飯はん盒ごうでごはんを炊たくのってすさまじく難しいのですけれど、文月さんのおかげでずいぶん助かりましたわ」

　名前を出されて、文月はハッとした。頭の上の虹にじ色いろの蝶ちようも主人の気持ちに同調するように、緊張してぴんっと羽を伸ばし動きが固まってしまう。小角は感心して文月を見つめた。

「へえっ。おまえって、飯盒炊すい爨さんとか得意なのかよ」

「えっと、あの……」

　小角と一対一で会話して、文月は緊張し、しどろもどろになってしまう。

「その。わたし、小さいころからおばあちゃんっ子だったから、おばあちゃんがお鍋なべでごはんを炊いたりしていたのを覚えてたんです」

「鍋でごはんっ？　すげえ、それってすごい難しいんだろ？　すぐコゲたりしてさ」

「えっ……でも、わたしもよくおばあちゃんのお手伝いをしてましたけど、火加減に気をつければ割と簡単です」

「お手伝いか。偉いなあ、誰だれかさんと違って」

　小角はからかうような笑みを石いわ那なに向けた。石那はムッとして、小角に噛かみつく。

「どうしてこっちを見るのよ、あたしだっていつもお姉ちゃんを手伝ってるじゃない！」

「毒料理を作って、あとで咲さく耶やさんが必死で味の調整をしなおして、何とか食えるレベルにしてるだけだろ」

「そ、それでもお手伝いをするって気持ちがあるだけ、偉いじゃない」

「バカ。お手伝いってのは、これぐらいの料理レベルになって初めて、使うことを許されることばだぜ」

　小角は文月が炊いた飯盒の白飯を箸はしで示しながら言った。文月は誉ほめられたのが恥ずかしくて、赤くなってもじもじする。

「え、榎えのきくんにそんなに喜んでもらえるなんて、うれしいです……」

「いや、だってほんとに飯盒でこれだけうまい飯を炊けるなんて、感動的だぜ。石那とトレードしてくれたら、毎日うまい飯が食えるのにな」

「っていうか小角、居い候そうろうのぶんざいで家主さまを追い出すつもりっ？」

　石那は小角をにらんだ。文月はドキドキする胸を押さえ、勇気をふりしぼるようにして小角に言った。

「あ、あの……もし榎くんがそうしてほしいって言ってくださるなら、わたし、ほんとに榎くんのためにごはん、作りますけど……」

「えっ、ほんとかよ？」

　小角は意外な答えが返ってきたので、驚いて目を丸くした。文月はおどおどしながら、こくりと小さくうなずいた。

「は、はい。わたし、パンを焼いたりケーキを焼いたり、お料理するの大好きなんです。榎えのきくんの好きなもの、何でも作ってあげたいです」

「パンとかケーキを焼くって、それ料理好きっていうか、すでにプロレベルじゃねえか。石いわ那な、やっぱおまえ、星ほし祭まつりとトレードしろよ」

　小お角づぬのことばに文ふ月づきは、幸せを噛かみしめるように胸を押さえて言った。

「う、うれしいです。わたしみたいな目立たない女の子のことを、みんなの人気者の小角くんがそんなふうに言ってくださるなんて、夢みたいです」

「だって実際、料理レベル毒の石那と暮らしてたら、毎日命の危険と隣り合わせで暮らしてなくちゃいけないから気が休まらないぜ」

　小角のことばに、石那はふくれっつらをして言った。

「生意気ねえ。星祭さんにはかなわないけど、あたしだってそこそこの腕だと思うけど」

「ご謙けん遜そんを。そこそこの腕で毒シチューが作れるかよ」

　小角はニカッと歯を見せて笑った。そのことばに石那はギクッとし、文月はハッとした。

「あ、あたしがあのシチューを作ったって知ってたの？　まさか伽きや羅らが密告した？」

　石那は引きつった顔で小角にささやいた。小角はにやにやと笑う。

「っていうか、食えばわかるぜ。あのレベルの料理は、東日流つがるの取り巻まきていどの実力で一いつ朝ちよう一いつ夕せきに作れるもんじゃねえからな」

「うう～……」石那は赤くなってうなる。小角はますます面白がって彼女をからかった。

「秘密にしてたって俺おれにはお見通しだぜ。だてにおまえの毒料理に長年さらされてるわけじゃねえからな」

「毒料理とか言わないでよっ！」

「そう怒るなって。感謝してほしいもんだな、シチューがだめになったのがおまえのせいだってわかってたから、腹を減らしたみんなの怒りを買わないように、ヤシの刺身を作ってやったんだぜ」

「そこまでボロクソに言われて感謝できるかってのよ！　いいわ、明日こそびっくりするようなおいしい料理を作ってあげるから！」

「っていうか、おまえの料理は素でびっくりなんだって。今度こそ俺でもフォローできなくなるからやめとけよ」

　小角はけらけら笑い、石那は赤くなって怒る。そんなふたりのやり取りを見て、文月は入りこめないものを感じ、おずおずと後ずさった。頭の上の虹にじ色いろの蝶ちようもしょぼんとして、羽を力なく垂らしている。いつの間にか文月がいなくなってしまったことにも気づかず、小角と石那のやり取りはつづいていた。



　そして、夜が訪れた。

　満天の星の下で、女子は川べりに作られた露ろ天てん風ぶ呂ろに入った。風ふ呂ろの周囲はシュロの葉で作った緑色の柵さくで囲まれている。葉の間からは、静かに波うつ夜の海が見えていた。

「ふう……いいお湯。疲れが落ちるわね」

　石いわ那なは広い岩風呂の中で、思い切り手足を伸ばした。白い湯気がもうもうと上がっている。文ふ月づきはそんな石那に、気になるようすでチョコチョコ横目を向けていたが、どうしても口を開く勇気が出ずに、ぶくぶくっと湯の中に口まで沈んでしまった。

　因幡いなばも耳を広げて、その浮力で気持ち良さそうにプカプカ浮いていた。他ほかにも、猫ほどの大きさの狛こま犬いぬだとか、ぬいぐるみにしか見えない小さな熊だとか、いかにも女の子らしいかわいい系の式神が浮かんでいる。

　そのとき、伽きや羅らが猫かきでチョコチョコ泳ぎながら、石那のそばまでやってきた。

「あれっ。石那の胸、それほんとにＢカップかにゃ～？」

「ち、ちょっと、人の胸じろじろ見ないでよっ！」

　石那はあわててタオルで胸を隠した。志し摩まは隣で、頭の上に比ころ禰ねを乗せ、比禰の上にタオルを乗せて、温まっている。

「石那ちゃん。湯船にタオルを浸けるのは、お行儀が悪いですよ」

「そう言う志摩は、意外に胸がおっきいにゃね」

　伽羅はしげしげと志摩の胸を見た。石那はハッと志摩のほうに目を向ける。水着の試着の時にも意外に大きいと思ったが、お湯の浮力でぷっくりした白い胸がふたつ水面に浮かんでいると、ますます大きく見える。

「……中学生のときは、同じぐらいだったのに」

　石那は焦あせってゴクリと息をのんだ。志摩はのん気に笑う。

「そんな、驚かれるほどの代しろ物ものじゃありません。わたしの胸なんて、申し訳ていどのものですよ」

「志摩のサイズで申し訳ていどなら、石那の胸は申し訳立たない小ささにゃ」

　伽羅はそう言ってケタケタ笑った。だが、背後に感じた殺気に、ピクッと動きを止める。石那が、黒いオーラを背負って伽羅をにらんでいた。

「沈めてやるーっ！」石那はブチ切れて、伽羅の両肩を押さえこんだ。

「きゃーっ、石那が殺さつ戮りくモードに入ったにゃー！」

　伽羅は引っくりかえって湯船に沈む。そのとき、伽羅は湯船の底に何かが沈んでいるのを発見した。

「にゃ？」

　湯の中から引っぱり上げると、それは長さ一メートルほどの、ひらひらしたコンブ状のものだった。薄緑色で、ウツボに似た本体の両がわにうねったレースのような長いヒレがついて、波打つように動いている。石那は薄気味悪そうに、それを見た。

「ちょっと、それ何？　気持ち悪ーい」

「誰だれかコンブでお出だ汁し取ってるにゃ？」

「っていうか、コンブは動かないわよ」

「でもたぶんこれはお出汁の材料にゃ。さては伽きや羅らたちを食う気にゃ？　食われる前に食ってやるにゃっ！」

　一瞬の迷いもなく、伽羅はコンブのような生き物の胴体にかぶりつく。

「ギャギャッ！」

　コンブのような生き物は、苦しがってびちびちびちっと暴れた。そのとき、佐さ保ほがあわてて伽羅のほうに駆け寄ってきた。

「ちょっと！　やめてくださいな、わたくしのスカイフィッシュに何をなさるのです！」

　佐保は怒って、伽羅の手からスカイフィッシュを奪いとった。スカイフィッシュとは映像や写真でしかとらえることができない謎なぞの飛行生物であるが、実は撮影時に虫が写りこんだだけという説が有力だ。

　志し摩まはちょっと引きながら、動くコンブにしか見えないそれに目を向けた。

「あの、それって式神なんですか？　何だか、見たことがないんですが……」

「前に飼っていた式神が野の良ら式神に食べられてしまったので、新しいのをゲートルームから連れてきたのですわ」

　佐保は、伽羅から守るためにスカイフィッシュを両腕で抱きしめながら答えた。

「それなら、もうちょっとかわいいのにすれば良かったのに……何だか寄生虫っぽいわよ、それ」

　石いわ那なは苦い表情をする。伽羅もこくこくとうなずいて言った。

「っていうか、式神じゃなくてほんとの寄生虫じゃないのかにゃ？　寄生虫って、お尻しりをお湯に浸けると腸からお湯の中にひらひら～と出てくるらしいしにゃ」

「わ、わたくしは寄生虫なんか飼ってはいませんわっ！」

　佐保はまっ赤になって怒った。



　そのころ、男子は女子のあとで時間差で風ふ呂ろに入ることになっていたので、体操服のままテントの中にいた。テントは五人一組で出席番号順に入っているため、小お角づぬと東日流つがるは同じテントの中にいた。また、亜あ彌びもいっしょにこのテントにいた。

　東日流はテントの端のほうで、憮ぶ然ぜんとした表情で文庫本を読んでいた。体操服姿の亜彌はその横に、所在なげに座り、小角は、他ほかの三人と盛り上がっていた。

「ねえねえ。好きな女の子の名前、言いっこしませんか？」

　色白でぽっちゃりしておっとりした表情の大おお国くに主しゆうが、のっぺりした口調で切り出した。

「やめてくれ、小学生の修学旅行かよ。俺おれは乗らないぞ」

　大おお柄がらなラガーマン体型で無骨な顔つきの葛かつら城ぎ率そつ彦ひこが言った。小お角づぬもうなずく。

「それより大おお国くに、ＵＮＯ持ってきてただろ？　あれやろうぜ」

　小角は、黙りこんでいる東日流つがるたちにも気をつかって声をかけた。

「おい、東日流。おまえらもＵＮＯやろうぜ」

「……興味無い。俺おれにかまうな」

　東日流は不機嫌そうに答える。取りつく島がなくて小角は肩をすくめたが、亜あ彌びのほうはちょこちょこと小角たちのほうに目を向けていた。どうやら仲間に入りたいらしい。

「亜彌はどうだ？　一ゲームだけでもやろうぜ」

　小角が誘うと、亜彌はとまどって東日流に目を向けた。東日流は文庫本から目を離さず、

「……いいから行ってこい」

　と、無愛想に言った。亜彌はホッとした表情でほほえんで、小角たちのほうへ行く。

「で、ではお願いします。あの、わたしルールを知らないのですが……」

「そんなら俺と組んで覚えりゃいいさ。みんなもやるよな？」

　小角が言うと、ヤサ男の久く那な斗ひつきがニヤッと笑って言った。

「バーカ、それこそ小学生の修学旅行だっての。これだからおまえたちはガキなんだよ」

「じゃあ久那はガキじゃない遊びを知ってるのか？」

　葛城がたずねると、久那はニヤニヤしながら、もったいぶって答える。

「まあな」

「何なんですか、教えてくださいよう」

　大国がせっついた。久那は大国の耳元に口を寄せると、ひそひそ声でささやいた。

「今、女子が風ふ呂ろに入ってるだろ？」

「は、はい。先に先生たちが入って、それから女子で、最後が男子……」

「つまり、それをのぞきに行こうってことだよ」

　久那のことばに、大国はぼっと赤くなった。小角はあきれて、久那の顔を見た。

「のぞき、って何だよそれ。おまえこそ小学生かよ」

「のぞきと言うと聞こえが悪い。女体の神秘を探求する学究心と言ってくれ」

「っていうか、結局のぞきじゃねえか。やめといたほうが良くねえか？」

「ま、榎えのきは女子に人気で不自由してないだろうから、俺たちの気持ちはわからないさ。大国、葛城、おまえらはどうする？」

「えっ、で、でも、いいんでしょうか。女子たち、怒りませんかね……？」

「ノリの悪いやつだな。万一見つかったら、風呂の交替の時間をまちがえたとか何とか言えばいいさ。俺は断固として参加するぞ！」

　葛城はすっかりその気になって、久那につづいてテントから出た。

「ま、待ってください。ノリが悪いなんて、言わないでくださいよう」

　大おお国くにも、あわてて後についていく。小お角づぬは肩をすくめて、立ち上がった。

「仕方ねえ。俺おれも行くか」

「えっ？　お、小角さま、気はたしかですか？　のぞきだなんて、女性の気持ちを傷つける卑ひ劣れつな行為ですよ！」

　亜あ彌びは必死にうったえながら、小角の腕を引っぱった。すると小角は不敵な笑みを浮かべて、亜彌にささやいた。

「誰だれが石いわ那なや伽きや羅らの風ふ呂ろなんかのぞくかよ、考えただけで気持ち悪いぜ」

「じ、じゃあどうして……？」

「当然、久く那なたちが失敗するとこを見に行くのさ。絶対笑えるぜ」

　小角はそう言って立ち上がる。亜彌はきょとんとしてその背中を見つめていたが、ハッと気づいてポンと手を打った。

「……あっ、そうか！　もしあのかたたちがのぞきを成功しそうになったら、邪魔をしかけて女子のみなさんをお守りするということですね！」

　目を輝かせてそう言った亜彌に、小角は突然赤くなって、どぎまぎしながら答えた。

「ばばば、バカ野郎！　この俺がそんなノリの悪い正義の味方ぶりっこなんかするもんかよ、この外げ道どう！」

「いえ。小角さまは口と底意地は悪いかも知れませんが、基本的には正義感の強いかただと知っています。微力ながらわたしも、お手伝いさしあげます」

　亜彌がにっこり笑って立ち上がる。小角は困惑のため息をついて、亜彌をにらんだ。

「だから、違うって言ってんだろ」

「ではまぁ、そういうことにしておきましょう。わかりますわかります、石那さまや伽羅さんのような身近な女性のあられもない姿を下げ司すの目にさらすのは、わたしも抵抗がありますから」

「っていうか、今おまえ、おとなしい顔して下司とか言わなかったか？」

「そんなことよりほら、早く行かないと石那さまたちをお守りできませんよ」

「だからっ、俺はあいつらがのぞかれることなんか、何とも思ってねえって！」

「はいはい、わかってますって」

　亜彌は苦笑しながら、怒る小角の背中を押してテントから出ていった。後には、東日流つがるひとりが残された。

「……ふう。騒がしいやつらだ……」

　ようやく静せい寂じやくがおとずれて、東日流は文庫本を置くと、体を横にしてテントの天井に吊つられたランタンに目を向けた。

　小角が騒がしいのはいつものことだ。しかし亜彌も孤島実習に来てから、自然の中で開放的な気分になっているのか、東とう京きようにいるときよりずっと生き生きとしている気がする。他ほかの男子たちがのぞきだ何だと舞い上がっているのも、修学旅行や林間学校に特有のテンションの上がり方をしているからだろう。

　しかし東日流つがるはどうしても、それになじめなかった。亜あ彌びがなじんでいるのは、若いからだろうか。年長である東日流は、彼らといっしょにバカをやって騒ぐことには抵抗がある。何より自分はそういうタイプではないと、東日流自身、重々わかっている。

「……まだ、あと六日もあるのか……」

　東日流は倦うみ疲れたようなため息をつく。

　ランタンの薄暗いオレンジ色の光はちらちら揺れて、東日流の表情をさまざまに照らしていた。まるで、彼自身の複雑な心の内をあらわすように。



　さて、久く那なたち三人は闇やみに身をひそめながらコソコソと、女子が入浴中の露ろ天てん風ぶ呂ろに近づいていった。小お角づぬと亜彌は、少し後ろからついていく。

　シュロの葉の柵さくの外までやってくると、女子たちのさざめく声が聞こえてきた。久那たちは顔を見あわせ、声を殺してキシシッと笑った。

「いるいる。この柵のすぐ向こうだぜ」

「ああ、何だかドキドキします。ぼく実は、浅あさ間まさんのファンなんです」

「あっ。そう言えば俺おれもちょっと浅間のことは気になってたんだ」

　大おお国くにのことばを受けて、葛かつら城ぎが言った。すると大国はうれしそうに、葛城を見つめて彼の手をぎゅっと握った。

「ほんとに？　気が合いますね、じゃあ仲良く二人で鑑賞させていただきましょう」

「バカっ、なに寝ぼけたこと言ってやがる！」

　葛城は急に怒って大国の手を振り払った。大国は驚いて、小さい目をぱちくりする。

　後ろのほうで見守っていた亜彌は、怪け訝げんそうに小角にささやいた。

「小角さま。何かもめ始めていらっしゃるようですが、どうしたのでしょうか？」

「さあな。面白そうだからもうちょっと見てようぜ」

　小角はニヤニヤしながら腕組みをした。

「なっ、何を怒ってるんですか、葛城くん」

　大国は困惑していた。葛城はぎらぎらした目で大国をにらみつける。

「俺は浅間のことが気になってるんだ。だから、その浅間の裸を他の男子が見るなんて、許せないんだっ！」

「だ、だけどぼくだって浅間さんのことが好きなんですけど……」

「だからこそ、おまえにだけは見せたくないんだっ！」

「よく意味がわかりません～！」大国は半泣きになる。小角は笑った。

「なーるほど。男心ってやつだな」

「でも、それって小お角づぬさまも同じでは……？」

　亜あ彌びが何気なく言ったとき、小角は彼をギラリとにらみつけた。亜彌はあわてて目をそむけ、乾いた笑顔で言った。

「あっ、えーと……今のって、禁句なんですよね」

　小角は不機嫌そうに腕組みをしたまま、返事をしなかった。

「おい、葛かつら城ぎ。騒ぐなよ、見つかるだろ」

　久く那なが人差し指を唇に当てて、葛城と大おお国くにをいさめた。だが時すでに遅く、露ろ天てん風ぶ呂ろに入っていた伽きや羅らの耳がぴくっと動いた。

「うにゃ。今、近くで男子の声がしたにゃ」

「男子ですって？」

　佐さ保ほたちは、あわてて湯の中にあごまで浸かった。久那は、チッと舌打ちする。

「そら、言わんこっちゃない。見つかっちまった、逃げるぜ」

　久那は立ち上がり、露天風呂に背を向けて逃げ出そうとした。そのとき、

「チュイーッ！」

　甲高い声を立てて、プレーリードッグに似た動物がジャンプしてきた。口には上下に二本ずつ鋭するどい牙きばがあり、見た目はリスっぽくてちょっとかわいいが、背中にはカサゴの背ビレのようなものが生えている。謎なぞの動物はその牙で久那の肩にかじりついた。

「いてっ！　な、何だこいつ！」

「く、久那くん！　それ、チュパカブラですよ！」

「っていうと北南米に出現する謎の吸血生物っ？　やばい！　血、吸われてる！」

　久那は必死にチュパカブラを払い落とそうとし、葛城と大国も協力しようとした。だがそのとき、彼らのもとに一匹の猫が走ってきた。チーターのような模様で、全身が黄金色に光っていた。

「フギャーッ！」

　光る猫は大国の頭に飛びかかって、爪つめでバリバリと引っかきだした。

「わーっ、ヤマピカリャーです！」

　大国は悲鳴を上げた。ヤマピカリャーは西いり表おもて島じまに住む謎の山猫である。

「このっ、いいかげんにしろ！」

　葛城がヤマピカリャーの首根っこを掴つかんで引きはがそうとした瞬間、今度は虹にじ色いろに光る全長一メートルほどの手足つきの蛇へびが、虹のように弧を描きながら飛んできた。

「逃げてくださいっ、モケーレ・ムベンベです！」

「っていうか大国、何でそんなに詳しいんだ！」

　チュパカブラにちゅうちゅうと血を吸われながら、久那が叫さけんだ。

　モケーレ・ムベンベはアフリカの奥地の湖に住む謎の爬は虫ちゆう類るいで、近づいてきた人間を襲うという。というか、襲っていた。

「助けてくれー！」

　葛かつら城ぎはモケーレ・ムベンベに巻まきつかれ、ぎゅうぎゅうと締め上げられて悲鳴を上げた。

「やっぱな。言わんこっちゃない」

　小お角づぬはあきれて肩をすくめ、背中を向けた。亜あ彌びがおろおろしながら、小角に言う。

「あ、あの、小角さま。お助けしなくてもいいんですか？」

「それこそ小学生のガキじゃねえんだ、自分のしたことには自分で落とし前つけるだろ」

　小角は笑って立ち去った。

「でも……すごく血吸われてるんですけど……」

　亜彌は不安そうに振りかえりながらも、長居すると自分までのぞき犯人だと思われてしまう危険もあったので、あわてて小角の後を追った。



　さて、久く那なたちの悲鳴を聞いて、石いわ那なたち女子は体にバスタオルを巻きつけてから、柵さくのすきまからそのようすをそっとのぞいた。佐さ保ほはスカイフィッシュを肩に引っかけながら、あきれて言った。

「やっぱ男子がのぞきに来てたんですのね。まったく、これだから一般男子は東日流つがるさまに比べて、てんで子供なんですのよ」

「のぞきはともかく、なんであんなに襲われてるの？」

　あまりの惨状に青ざめている石那の疑問に、佐保はにっこり笑って答えた。

「わたくしの豊満な美乳を狙ねらって男子がのぞきに来るかも知れないと予測しておりましたから、式神に警備させていたんですの。ヤマピカリャーは奈な津つの、チュパカブラは亜あ樹きの、モケーレ・ムベンベは魅み冬ふゆの式神ですわ」

「っていうか、なんであんたたちの式神って揃そろいも揃って怪しげなＵＭＡユーマなわけ？」

　ＵＭＡとは「Unidentified Mysterious Animal（未確認動物）」の略で、ネッシーや雪男のような、目撃情報はあるがいるのかいないのか定かではない生物のことである。ちなみにネッシーは近年、発見者の友人が「実は作り物だった」と発表。雪男（イエティ）はヒグマの一種で、欧米の登山家が資金集めのために捏ねつ造ぞうしたものという説が出ている。

「スカイフィッシュも最近、虫が高速飛行中にフィルムに写りこんでブレた姿にすぎないと言われてましたが、ほんとにいたんですねえ。びっくりしました」

　志し摩まが佐保のスカイフィッシュに目を向けて言った。佐保はムッとして志摩をにらむ。

「わたくしの式神の存在理由に何か文句でもあって？　あなたって、存在感も無いくせにほんとに失礼ですわねっ！」

「っていうか人を襲ったり血を吸ったりって、式神のしつけ悪すぎない？」

　ほとんど動かなくなってしまった久那たちを、石那はドキドキしながら見守っていた。

　こうして石いわ那なの夏休みは、小お角づぬとのケンカと毒料理とクセのありすぎるクラスメイトたちという、彼女にとってはごくごく当たり前の日常の中で過ぎていったのだった。



    

  
    
      



    

  
    
      


三章　水晶の入り江～諫いさ早はや東日流つがるの夏休み





　孤島実習第二日。

　東日流のおかげで七日目の離島日まで、小お角づぬたちがすべきことは何もない。水着に着替えて、ひたすら珊さん瑚ご礁しようの海で遊ぶのみだ。

「レディ、ゴー！」

　砂浜は南向きで、太陽は海の上に高く上がり、天気は最高にいい。

　小角は他ほかの男子たちとビーチフラッグをしていた。亜あ彌びもいっしょに交じっている。気が乗らないのでテントに残る、と言った東日流のそばにいたかったのだが、亜彌がみんなと遊びたくてうずうずしているようすなのを見て取った東日流が、行ってこいと言ってくれたからだ。

「がんばって、榎えのきくん！」

「ちょっとそこの男子っ、小角くんの旗を狙ねらわないでよっ！」

「やったっ、取ったーっ！」

　小角ファンの女子たちは、ビーチフラッグに熱中する小角を応援して黄色い歓声を上げていた。

　小角は足が速いが、亜彌も狐きつねだけあって見かけのおとなしさの割に俊足で、海水パンツのお尻しりから生えた九本の尻尾しつぽをなびかせて砂の上を走ってはすべりこみ、最後には小角と一対一でフラッグを争って勝っていた。

「やったぁ！　勝ちました！」

　亜彌は喜色満面、全身砂まみれになって旗を振り上げた。小角は悔しそうに苦笑する。

「くっそぉ、油断したぜ」

「ビーチフラッグって面白いですね！　他にももっと遊びを教えてください！」

　亜彌は生き生きしていて、その表情は本当に、いたずら好きな子ギツネそのものだった。いつも東日流のそばでおとなしく自分を抑えているが、まだほんの少年なのだ。

　他の場所では、男子がビーチサッカーをしたり、ビーチ綱引きをしたり、海に入って泳いでいる。女子はビーチボールで円陣バレーをしたり、焼けたくない者はビーチパラソルを出してゆったり読書をしていた。

　佐さ保ほたち四人組は、甲こう羅ら干ぼしに余念がない。

「亜あ樹き、オイルを塗ってくださいません？」

　佐保が亜樹にオリーブオイルを手渡した。佐保はピンク色でフリルがたっぷりついたフェミニンなビキニを着ていた。奈な津つはスポーティなチューブトップ、亜樹は大人っぽい紐ひもビキニ、魅み冬ふゆは落ちついたワンピースだが腹部に大きな穴が開いていてお臍へそが見える少々ドキッとするデザインだ。

　亜あ樹きは、焼け跡がつくのを防ぐためにうつ伏せになった佐さ保ほの背中のビキニ紐ひもを外してから、オイルを塗りはじめた。白い肌の上に黄金色のオイルがゆっくりと広がっていく。

「女どうしでオイルの塗りっこなんて超ヘコみますわねえ……」と、亜樹はつぶやいた。

「だって東日流つがるさまに塗っていただくためにずっと待っていますのに、いらっしゃらないんですもの。このまま放っておくと、赤ムケになってしまいますわ」

「きゃはははは！　こそばい、こそばいっ！」

　奈な津つは魅み冬ふゆにオイルを塗りこまれて、おなかがくすぐったくて、引っくり返った亀かめのように長い手足をじたばたさせて笑っていた。

「……奈津は能天気でいいですわねえ」

　亜樹は横目でそのようすを見ながら、力無く肩を落とす。

「やっぱりわたくしたち、きのうの毒シチューの一件で、東日流さまに避けられてるのでしょうかしら？　このままでは、まっ黒に日焼けしても東日流さまにオイルを塗っていただくことはかなわないかも……」

　佐保は砂浜にうつ伏せになったまま、悲しげにスンスン泣いた。



　生徒たちはめいめいこの島でのリゾートライフを楽しんでいたが、生徒を保護する責任のある教官たちの場合はそうはいかない。

「おーい、そこで泳いでいる者、あまり沖に出るな！　教官の目の届く範囲で泳ぐこと、それから式神をケージから出して放し飼いにするときは行方不明にならないよう注意しておくこと。いいな！」

　天あま野のはライフセーバーのように、砂浜に立ってメガホンを片手に、生徒たちの監視で忙しい。いつもはかっちりした教官用の制服に身を包んでいる彼女だが、水着姿になると、それとは正反対の女性的な起伏のあるボディラインがあらわになる。彼女は動きやすいよう、競泳用の水着を着ていた。競泳用水着は薄手で体の線が完かん璧ぺきに出てしまうため、よほど体型に自信が無ければ着ることができないものである。

　天野の横では薬やく師しが折りたたみ式のデッキチェアとパラソルを広げ、サングラスをかけて、優雅にヤシの実のジュースを飲んでいた。黒いビキニに、赤地に黒のハイビスカスを描いたロングパレオを合わせている。片ひざを立てているので、パレオのスリットからまっ白い太ももが見えていた。

「別にいいではありませんか、探さぐ女め。万一生徒が溺おぼれても、わたしがいるのですから、すぐに人工呼吸してさしあげますわよ」

「おまえは特定の生徒にしか救命措置をする気が無いから信用できん」

　天野は冷ややかな目で薬師を見下ろした。薬師は肩をすくめる。

「あら、ずいぶん信用されてませんのね」

「特定の生徒が日射病を起こさないかと虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっているくせに、何を言うか」

「だって、ぐったりして意識朦もう朧ろうとした生徒が運びこまれてくるなんて、まさに夏の風物詩ですわ。赤く火ほ照てった体を、氷でなでるように冷やしてあげますの。ああ、校医になって良かった……」

　薬やく師しは感激にふるふると身を震ふるわせる。天あま野のは乾いたため息をついてメガホンを手に取ると、力の無い声で生徒たちに言った。

「おーい。身に危険を感じた生徒は帽ぼう子しをかぶれー」

「じゃましないでくださいな、探さぐ女め！　教師と言えば夏休みだというのにガキの引率で、恋人を作る暇ひまも無いのですわよ？　これぐらいの役得は許してくださいな！」

　薬師は正論ぶって、天野に噛かみつく。

「そのガキの引率に、良からぬたくらみのために無理矢理ついてきたのはおまえだろう」

　と、天野は疲れた深いため息をついた。

「良からぬたくらみと言えば、東日流つがるくんがいませんわね」

　薬師がサングラスをずらして、砂浜をきょろきょろと見回した。天野が答えて言った。

「諫いさ早はやなら、気分がすぐれないとかで、テントに残っている」

「あら、かわいそう。それではさっそくわたしが、ふたりっきりのテントの中で、看病に行ってさしあげましょうかしら」

　いそいそと立ち上がりかけた薬師の腕を、天野がガシッと掴つかんで止めた。

「諫早の気分がすぐれない理由は、おまえに狙われていることを警戒しているからではないかと思うのだが？」

「まさか。考えすぎですわよ」薬師はニコッと笑う。天野は低い声で言った。

「そう言えば昨晩、女子の風ふ呂ろをのぞこうとして式神に攻撃された男子三人も、テントの中にいるはずだが、看病してやったか？」

「チュパカブラに血を吸われただけですもの。アロエで治りますわよ」

　薬師はケロッとした表情で言った。

「……瑠る璃り子こ。頼むから、校医として生徒は平等に治療してくれ」

　天野は深いため息をついた。



　小お角づぬと亜あ彌びはビーチフラッグのあと、ビーチサッカーに参加していた。そのとき、石いわ那ながふたりを呼んだ。

「ねえ、小角、亜彌ちゃん！　数が足りないんだけど、いっしょにビーチバレーしてくれない？」

　小角が目を向けると、砂浜に作ったコートで、石那が手を振っていた。小角はちょっと驚いて、目を点にした。

　石いわ那なは渋しぶ谷やで水着が買えなかったので、結局スクール水着姿だ。紺こん色いろの水着の胸には白いゼッケンがつけられ、マジックで「浅あさ間ま」と書かれている。胸の起伏が少ないので、ゼッケンの文字がはっきり読める。それはそうとして、小お角づぬは中学生時代の石那の水着姿を学校のプールで見たことがあるはずなのだが、それから二年間のブランクを経て同じ水着を見ると、全然違っていた。石那の手足はあのころよりもすらっと長くなり、胸の大きさは相変わらずでも、腰は女らしく細くなっていて、それにともなって腰からお尻しり、太ももにかけてのラインもとても優美になっていた。まさにカモシカのような脚線美である。

　まさか二年間で石那がこんなに変へん貌ぼうしたとは思ってもいなくて、小角は呆ぼう然ぜんとしていた。小角が突っ立っているのを不審に思って、石那が近づいてきた。

「ちょっと、聞こえなかったの？　数が足りないんだってば」

　石那は小角の腕を掴つかんで引っぱった。彼女はちょっと前かがみになるようにして腕を伸ばしているので、小角からだとちょうど水着の襟えりぐりの部分から、ごくわずかにへこんだ胸の谷間が見える。小角はあわてて、後ずさった。

「お、おい。あんまりひっつくなよ」

「別に、腕掴んでるだけじゃない」

　石那は、どうして小角がうろたえているのかわからず、きょとんとして彼を見つめた。離れたところでは、砂浜に立てられたネットのそばで、志し摩まと伽きや羅らが待っていた。

　志摩は、ふだんの見かけからすると意外にボリュームのある体を、黄色地のセパレーツ水着に包んでいた。伽羅はスポーティな白いビキニで、トランジスタグラマーな魅力がなおさら強調されていた。

「おっづぬー、亜あ彌びちゃーん、早く遊ぼうにゃ～！」

　伽羅が大きく手を振りながら走ってくると、ビキニの胸も風船ヨウカンのように揺れた。亜彌はそれを見てドキッとする。

「き、伽羅さん、なんて大胆な格好を……」

「うにゃ？　亜彌ちゃんっていつの人にゃ、今どきビキニぐらい大胆じゃないにゃよ」

　伽羅は不審そうに亜彌の顔をのぞきこむ。亜彌は赤くなって、あわてて目をそらした。

「す、すみません」

「とにかく早く遊ぼうにゃ！　志摩がころねっとでコート作ってくれたにゃよ」

　伽羅は亜彌の、石那は小角の腕を引っぱって、ビーチバレーのコートに連れてきた。よく見ればたしかに、ネットは二本の枯れ木の間に比ころ禰ねが吐き出した糸をかけたもので、ボールもビーチボールの周りに比禰の糸を巻きつけて硬くしたものだ。

「ではビーチバレーのルールにのっとって、二名対二名でプレイします。みなさんルールはご存知無いでしょうから、一回戦の審判はわたしがいたしますね」

　志し摩まがボールを片手に、比ころ禰ねと因幡いなばを鏡かがみ餅もちのように頭に積み重ねて言った。石いわ那なはガッツポーズを組んで、伽きや羅らに言う。

「よーし、男子対女子で戦いましょ。小お角づぬになんか負けないもんね！」

「ちょい待つにゃ。男子対女子じゃハンデがありすぎにゃ、ここはミックス戦にして人間対式神で戦うにゃよ」

「っていうかそのほうがハンデがあるんじゃない……？　あんた、確実に勝つ気でしょ」

　石那は硬い声でつっこんだ。しかし結局、伽羅の意見が通ってしまい、人間対式神で戦うことになった。

「先に二十一点取ったほうが勝ち、三セットマッチで二セット先取です。ルールはだいたいバレーボールと同じです」

　志摩はそう言ってボールを高く投げ上げた。小角と亜あ彌びがトスを競った結果、勝った人間チームがサービスを取った。

「いっくわよー！」

　最初に石那がサーブを打った。ボールは亜彌のもとに飛んでくる。亜彌はわたわたしながら、伽羅にたずねた。

「き、伽羅さん、聞き忘れてましたがボールってどうやって打つんですか？」

「気合いで打つにゃよ！　回転スーパーレシーブ！」

　伽羅は両手を組んで横倒れになりながら、亜彌を肩で跳ね飛ばしつつ、ボールを受けた。ボールはポーンと高く上がるが、跳ねとばされた亜彌は顔から砂に突っこんで倒れた。

「何してるにゃっ、セッター！　せっかくのナイスレシーブにゃ、トス上げろにゃ！」

　伽羅は亜彌の肩を乱暴に掴つかんで、砂から引っぱり上げる。亜彌はフラフラしながら立ちあがるが、目の前に星が飛んでいる状態で、足がもつれていた。

「と……鳥と栖すは佐賀県にある、鹿か児ご島しま本線と長なが崎さき本線の分岐点になる駅で……」

「何いきなり鉄っちゃんネタに逃避してるにゃ、トスはこう打つにゃよ！」

　伽羅は亜彌の両手を掴んで上げさせ、無理矢理トスを打たせた。トスが上がると瞬時にネットぎわに走る。亜彌はそのまま、ドオッと仰向けに倒れた。

「くらえにゃ！　電撃スーパー殺人スパイク！」

　伽羅の技わざ名めいは何かと凶暴である。彼女は長い尻尾しつぽをなびかせながら高く飛び上がり、力まかせにボールを打った。ボールはぐにゃりとゆがみ、超高速で回転しながら飛ぶ。

「わっ！」

　小角はレシーブしようとしたものの、その勢いに跳ね飛ばされて、石那もろともゴロゴロッと転がった。ボールはそのまま砂浜に激突し、グルグルッと回転しながら一メートルほども埋まる。回転が止まったとき、砂との摩擦で加熱したボールから、プシュ～ッと黒い煙が上がった。

「やったにゃ！　チームプレイの勝利にゃ！」

　伽きや羅らはうれしげにぴょんぴょん飛び跳ねる。亜あ彌びは仰向けに倒れたまま、弱々しく顔を引きつらせた。

「そ……そうですね……」

「っていうか、どこまで負けず嫌いだよ。絶対チームプレイの意味、わかってねえよな」

　小お角づぬは眉まゆをひそめながら、地面に手をついて体を起こした。そのとき、体の下から消え入りそうな声が聞こえてきた。

「お……小角。どいてくれる……？」

　小角はハッとして下を向く。倒れたひょうしに、体の下に石いわ那なを敷きこんでしまっていたのだ。石那は、小角が邪魔なら突き飛ばしてしまえばいいものを、びっくりして硬直してしまって、全く動けなくなっていた。

「あっ。す、すまねえ！」

　小角はあわてて石那の上から飛びのいた。それでも石那はまだ硬直していて、まっ赤になって細かく震ふるえていたが、やがて大きな目からじわっと涙を溢あふれさせた。

「いっ、石那っ？　なに泣いてんだよ、俺おれどっか踏んづけたか、どっか痛くしたかっ？」

　小角は心配して、あわてて石那にたずねた。石那はまだ放心状態で、ただただ涙が止まらないようすだった。

「ふう……若いですねえ」

　志し摩まが渋い口調で言って、あきれたように首を横に振った。



　そんな小角たちを、星ほし祭まつり文ふ月づきは少し離れた浅瀬で、友達とビーチボールで遊びながらじっと見ていた。文月はすそがひらひらしたスカートになっている、露出の少ないかわいいタイプのワンピースを着ていた。

「文月ちゃん、行ったわよ！」

　友達の声に、文月はハッと振りかえる。すぐ目の前に、ビーチボールが飛んできていた。

「きゃっ！」

　ビーチボールをもろに顔面に受けて、文月は引っくり返った。髪にとまっていた虹にじ色いろの蝶ちようはあわててパタパタッと飛び立ち、文月の足は海面からぴょこんと飛び出した。友達はあわてて文月の腕を引っぱり、立たせた。

「だっ、だいじょうぶ、文月ちゃんっ？」

「どうしたの、孤島実習に来てから何だかようすが変よ？」

「ら、らいりょうぶ……」

　塩水を飲んでゴホゴホ咳せきこみながら、文月は答えた。頭の上では虹色の蝶が、心配そうにひらひら飛んでいた。



　砂浜で遊んでいる生徒たちの笑い声は、静かな島じゅうにひびいていた。

　東日流つがるはテントの外にいた。テントの中にはチュパカブラに血を吸われた久く那なたち三人が寝ていて、居場所が無かったからだ。

　最初はテントの周りを軽く散歩していたのだが、生徒たちの楽しげな声が聞こえてくると、東日流はそれをうるさく感じて、聞こえないほうへと歩き出した。

　東日流はひとりでいるのは慣れているし、嫌いではない。むしろ集団行動のほうが、彼には向いていない。しかし集団の中でひとりでいること、集団の中にいて自分だけがひとりだと感じたときには、何とも言えず嫌な気分がするのだった。

「……あと五日もあるのか……」

　東日流は深いため息をつく。無む為いに時間をつぶすことには慣れていない。だからと言って小お角づぬたちに交じることもできなかった。楽しげな声から我知らず逃のがれるように歩いているうちに、東日流はいつしか、島のちょうど反対側まで来ていた。

　島の反対側、すなわち北側は、水はけが悪くて海ぞいまで木々がうっそうと茂っていた。また海岸はゴツゴツした珊さん瑚ごの岩だらけで、乗り越えながら進まなくてはならなかった。

　このあたりまで来ると、不思議なことに、歌のような声が聞こえてきた。東日流は訝いぶかしげに眉まゆをひそめ、周囲を見回す。

「……何の声だ？」

　しばらく行くと東日流は不思議な場所に到着した。珊瑚の岩に守られるように囲まれた小さな入り江で、海岸には真っ白い砂が敷きつめられている。島の上から照りつける太陽の光にきらきらと輝いているその砂からは、清浄な振動が発されていた。

「これは……水晶の砂か？」

　東日流は砂を掴つかみ上げる。指の間から落ちる砂は、サラサラと心地良い音を立てた。入り江に打ち寄せる限りなく静かな波の音が、東日流の気持ちを落ちつかせた。

　空を見上げると、カモメが数羽、群れ飛んでいた。

「ミュウ……ミュウ……」

　猫に似た鳴き声を上げながら、カモメは飛んでいる。人間の姿を見たことがないのか、東日流が来ても警戒するようすも無い。どうやら、先ほど聞こえた歌のような声は、このカモメたちの声だったようだ。

「なるほど。島のこちら側には岩場が多いから、カモメが巣を作っているのか。カモメはあんな声で鳴くものなのだな……」

　東日流は物珍しく感じて、カモメの声に耳をすました。

「カモメの声が猫に似ているとは知らなかった。英語では猫の鳴き声もカモメのことも、同じ『ｍｅｗミユウ』と言うのはそのせいか……この島が澪みお島じまと呼ばれるのも、カモメの鳴き声から来ているのかも知れないな」

　ここでなら、ようやく一人になれる……と、東日流つがるは感じた。クラスメイトたちの声も、ここでは聞こえない。東日流は砂の上に仰向けになると、腕を頭の下で組んで、大きく深呼吸した。

　南から照る太陽の光は木々のシェードを通して、東日流の上にやわらかく降り注いでいる。今まで感じたことのない心地良さだった。夜なおざわめく西にし新しん宿じゆくの高層ビル群を見下ろすペントハウスの自宅とは、比べ物にもならなかった。

　ここでは何もすることがない。何も考えることもない。東日流は自分の心が、体の下の清浄な水晶の砂に吸いこまれていくような気がした。長らく感じたことのない安息が、彼を包んでいた。

「川の流れを変え、森を切り拓ひらいて……それで本当に住み良い場所が作れるのか？　俺おれが余計なことをしなくても、風水的にどんな欠点があろうとも、この島はこのままでじゅうぶん素晴らしいではないか……」

　東日流は、魔ま法ほう建けん築ちく士し候補生であり、魔法建設会社社長の弟という自分の立場すら忘れて、そんなことを考えていた。

　目を閉じると、カモメたちの歌が聞こえてきた。アメリカインディアンの詩には、歌を歌うと大地や空も歌い出し、世界が歌に包まれるという内容のものがある。歌とは声という振動を利用した呼びかけであり、大地や空や全すべての自然が持つ振動と共鳴して、お互いの持つエネルギーを高め合うものだ。東日流は今、波の音と木この葉はのざわめき、風の音とカモメの声とが、全て共鳴し合っているのを感じていた。その中に自分もいる。いつしか自分の呼吸も自然と共鳴し、東日流はこの島の生命の輪の中に自分も取りこまれているのを感じた。曼まん荼だ羅らのような、幾いく重えにも層をなした宇宙を感じていた。

　だがそのとき、東日流の目の前がサッとかげった。彼は瞑めい想そう状態から覚かく醒せいし、ハッと目を開いた。

　彼の体の上に、ひとりの少女がのしかかっていた。見たこともない少女である。東日流は驚いて、顔をこわばらせた。

　彼女は、年齢は十六歳ぐらいで顔つきもかわいらしかった、腕や首は細いのに胸が豊かで腰が細く、立派に成長した体型をしていた……それがわかるのは、彼女が一いつ糸しまとわぬ姿をしていたからだ。体を覆うのはただ、海かい藻そうのように豊かな緑色の髪だけである。額には真珠や珊さん瑚ごなど海の宝で作ったティアラが飾られ、髪にもそれらが散りばめられていた。

　彼女の目は青くぱっちりとしていて、珍しそうに東日流の目を見下ろしていた。色が白く、唇は桜貝のように淡いピンク色をしている。東日流に興味を持っているのか、わくわくした光がその目に宿っていた。

「うわっ！」

　全裸の美少女にのぞきこまれて、東日流つがるは叫さけんで飛び起きた。そのひょうしに額と額がぶつかって、少女はころんと後ろに転がる。

「みゅう～！」

　少女はカモメのような鳴き声を上げた。砂の上に倒れた彼女を見て、東日流は愕がく然ぜんとした。そこにいたのは、人魚だったのだ。

　彼女の腰から下は、赤っぽいウロコに覆われた魚のそれだった。尾びれはまるでリュウキンのように長くひらひらとしていて、レースのようである。よく見れば緑の髪の合間から見える彼女の耳も、耳ではなく、魚の胸ビレのようなエラだった。

「ば、化け物っ！」

　東日流は素早く立ち上がり、数歩後ずさって間合いを取ると、五ご鈷こ剣を抜いた。銀色に輝く光の剣を見て、人魚は一瞬、驚いたように目を丸く見開いた。

　だがすぐに、人魚はにこっと笑顔になると、東日流に向かって語りかけるように鳴いた。

「みゅうぅ」

「人間のことばを使えないのか？　姿は人間に似ているのに、さほど神格が高くないのだな」

　東日流は警戒して人魚を観察するが、人魚のほうはまったく警戒心無く、砂浜を這はいずって東日流のほうに近づいてくる。

「みぃ、みぃ」

「ち、近づくな！　斬きられたいのか！」

　東日流はさらに後ずさるが、人魚はまるで意に介さない。人魚の頭の上では、カモメたちものんびりと鳴いて飛び回っている。その瞬間、東日流はハッと気づいて自分の手の五鈷剣に目を向けた。

「……そうか。人間のことばを知らないということは、人間や武器が恐ろしいということも知らないのだな」

　東日流は戦う気がうせて五鈷剣を消し、人魚を見下ろした。人魚は相変わらず、警戒心無くニコニコしている。彼女にはどこまでも天然の無む垢くさがあった。人間の姿をしてはいるが、中身はもっと単純で純粋な生き物なのだと、東日流は思った。

　そうして見ると、彼女の髪や額を飾る真珠や珊さん瑚ごにしても、アクセサリーというよりは、イソギンチャクを貝殻に乗せたヤドカリや、藻も屑くずを甲こう羅らにくっつけたカニのように、強い者から身を守るために擬ぎ態たいしようとしている姿にも見えた。

「みゅう」

　人魚は甘えるような声を出して、東日流を呼んだ。東日流はその場に座り、人魚をじっと観察する。

「……まさか人魚が実在するとは思っていなかった。それとも、これは俺おれの夢なのか？」

　そう思ってしまうほど、人魚は愛らしかった。海から生まれた美しい夢が、東日流つがるの前でほほえんでいた。

　ことばも通じず、人間に対する敵意も無い彼女に対し、どうして接すればいいのか東日流にはわからなかった。だからといって、彼女から離れることもできなかった。まるで心を奪われたように、東日流はふたたび砂浜に座った。

「みぃ」

　人魚は東日流がそこにいるだけで、うれしそうだった。よちよちと体をくねらせて東日流のそばまでやってくると、彼が何者かもっとよく調べようとするかのように、彼の顔に手を伸ばした。東日流は、まだ少し警戒心が解けていなかったので思わず身を引いたが、人魚はかまわずもう一歩近づいてきて、彼の頬ほおをさわった。人魚の手はひんやりとしてやわらかく、さわやかな潮しおの香りがした。

「みゅう？」

　人魚は東日流の顔を、不思議そうになでていた。その感覚は不快ではなかった。まるではるか幼いころ、記憶にも残っていないほど幼いころに母に優しくなでられたときの心地良い感覚を、なぜだか東日流は思い出した。

　東日流は、熱心に自分の顔をなで回している人魚を見つめて、言った。

「顔が似ているから興味があるのか？　だが、おまえはどちらかと言えば、俺おれたち人間よりも魚やカモメに近い生き物なのだろうな」

「みゅ？」

　人魚はきょとんと首をかしげた。その無邪気な表情を見て、東日流はため息交じりに苦笑した。

「本当に、まったくことばがわからないのだな。ちょうどいい、俺もあまり話すことは得意ではない」

「みゅう」

　ことばはわからなくても、東日流が自分に話しかける口調から、人魚は彼に敵意が無いことを確信したようだった。同時に、自分に姿が似ているこの不思議な動物に親近感を抱いているようすで、座っている東日流の足に頬を寄せ、彼の太ももを枕まくらがわりにして横たわった。東日流は驚いて人魚を見下ろしたが、人魚は彼を信頼しきっているようだった。

「……そう言えば、生物学の授業で習ったな。卵から産まれたばかりの鳥のヒナは、初めて見たものを親だと思う。だがそのあと、自分と同じ種類の鳥を見ると、なぜだかそちらを親だと確信してそちらについていってしまう……俺をそうだと思ったのか？」

　東日流は人魚にたずねたが、ことばのわからない人魚は何も答えず、ただ幸せそうにニコニコしているだけだ。姿すがた形かたちは大人だが、彼女のほほえみは赤ん坊のように無む垢くで純粋だった。自然に心があるとしたらきっと彼女のようなのだろう、と東日流は感じた。

　足の上に広がる豊かな緑の髪が、絹織物のように肌ざわりが良く、快かった。東日流つがるは何となく、その髪に触れてなでてみた。ふわふわした手ざわりの良い物をなでるとき特有の心地良さが、彼の心を静かに満たした。

「みゅうっ」人魚もなでられて気持ちが良いらしい。うれしそうに鳴いた。

　東日流はそんな彼女の笑顔を見て、つられて思わずわずかに笑みを浮かべた。自分でも、もう何年も忘れていたほほえみだった。

「おまえはいったい何者なのだ？　俺おれの名は東日流だが……おまえの名は？　この島の名を取って、澪みおと呼べばいいのか？」

　東日流は、ひざの上にいる人魚をのぞきこむようにしてたずねる。

「みゅう？」

　ことばのわからない人魚は、東日流がのぞきこんできたので、仰向けになって、きょとんとした表情で彼の顔を真正面からじっと見つめた。

「……そうか。ことばが無いのだから、名前も要いらないのだな。ここでは何も要らないということか」

「みぃ」

　東日流が澪と名づけた人魚は、意味がわかっているのかわかっていないのか、東日流の顔を見あげてかわいらしい声で鳴いた。

　ふたりはそのまま、じっと見つめ合っていた。ことばの要らない世界で、時間は信じられないほどゆっくりと流れていった。澪の目を見ていると、東日流は吸いこまれそうに感じた。胸の中のわだかまりや暗いしこりのようなものが、洗い流されていくように感じた。

　それは東日流にとって初めて感じた、その身の全すべてを任せてゆだねられる『安あん堵ど』だった。



　時間は止まっているかのように見えて、それでも確実に流れていた。東日流が気づくと、西の海に太陽がかかっていた。

「もう日没なのか？」

　東日流は驚いて、目をこすった。東とう京きようなら少しでも日が傾きはじめると空は黄金色に光り、まっ赤な夕焼けになって、太陽はゆっくりと沈んでいく。だが空気の清浄なこの絶海の孤島では、夕焼けを作るような塵ちりなど大気中に浮いていない。どんなに日が傾いても空はいつまでも青いままで、日没の一瞬に、燃える炭を水に浸けたかのようにサッと茶色く光を失って水平線の下に沈むのだ。

　空が青いのでまだまだ昼間だとばかり思っていた東日流は、あわてて立ち上がった。とっくに夕飯の時間である。東日流が行方不明だということになって、大騒ぎになっているかも知れない。

　澪みおは驚いた顔で、急に立ち上がった東日流つがるを見上げていた。

「俺おれは戻らなくてはならないが……」

　ことばの通じない人魚を相手に、どう説明しようかと考え倦あぐねながら、東日流は言った。親を見るヒナのような目でじっと見つめている彼女を、いくらことばが通じないからといって、黙って放っていくことはできなかった。

「島の南のほうにキャンプを張っていて、そこには俺と同じ人間がたくさんいる。おまえがもし人間のそばにいたいなら、俺といっしょに来るか？」

　東日流は澪にそう声をかけた。ところがその瞬間、澪は急に青ざめると、怯おびえるようにじりじりと後ろに下がってしまう。東日流は彼女の突然の変化に驚いて、声をかけた。

「どうした？」

　追おうとすると、澪はくるりと向きを変え、海に飛びこんでしまった。後に残されたのは、薄暗くなりはじめた水晶の砂浜だけだ。

　東日流は呆ぼう然ぜんとして立ちつくした。先ほどまで澪がいたはずの入り江には、今はもう誰だれもいない。幸せな夢から覚めた後の虚きよ無む感かんと寂しさが、東日流の胸に冷たい風のように吹きこんできた。まるで最初から澪などいなかったと言うかのように、打ち寄せる波はただただ静かだった。

「……もう会えないのか？」

　東日流は自分の手のひらを見つめた。何か大切なものがその中からすり抜けていってしまったのを感じた。海から吹く夜風の冷たさを、そのとき初めて東日流は感じた。



　東日流はキャンプに戻った。果たしてクラスメイトたちは、行方不明になった東日流を捜すために、捜そう索さく班を編成しているところだった。

「狭い島だが、中央部の森には腐った木の根の作った落とし穴が存在する可能性がある。必ずグループ行動し、危険を感じたらすぐに引き返すように！」

　男子を並ばせて天あま野のが命令した。女子たちはその後ろで心配そうにざわざわしている。

　そこに、東日流が戻ってきた。

「あっ、東日流にゃ！」

　一番に見つけたのは、夜目のきく伽きや羅らだった。天野はハッと振りかえる。女子たちは歓声を上げ、特に東日流ファンの女子たちは感涙にむせんでいた。

「……すみません。散歩をしていたら、道に迷いました」

　東日流は天野にそう言って、頭を下げた。澪のことは言わなかった。澪が自分のことばを理解していたかどうか知らないが、他ほかの人間の話をしたことで怯えたようにも感じられる以上、彼女のことは伏せておいたほうが良いと判断したからだ。

「そうか。何にせよ無事で良かった」

　天あま野のは抑えた中にも安あん堵どの表情を浮かべた。東日流つがるはもう一度、頭を下げた。

「どうも、ご心配をおかけしました」

「東日流さまっ！」

　亜あ彌びが、泣きながら駆け寄ってきて東日流の胸にドンとぶち当たった。東日流は驚いて倒れそうになり、反射的に亜彌を抱きしめた。か細い少年の体は、腕の中で震ふるえていた。

「すみません、東日流さま！　おそばにお仕えしなくてはならないわたしが、遊びにかまけて東日流さまがいらっしゃらないことに気づきませんでした。明日からは必ずおそばにおります！」

「いや……その必要はない」

　東日流は少しあわててそう言った。亜彌は目から涙をいっぱいに溢あふれさせて、心配そうに東日流を見あげた。

「わたしが役に立たない式神だからですか？　もうお払い箱なのですか？」

「そうではなく、時間がたっぷりあるのだから、この島で瞑めい想そうをしようと思っているのだ。今日、たまたま良い場所を見つけたので、ひとりになりたいだけだ」

　東日流はうろたえている亜彌を説得するように言った。

「瞑想か。さすが一昨年度の最優秀生徒だな、他ほかの者が遊びほうけている間も自分を高める努力を怠おこたらないとは」

　天野は腕組みをしてうなずいた。東日流は天野に目を向けて、言った。

「そういうわけですから、俺おれがいなくてもどうぞご心配なさらないでください」

「東日流さまが瞑想されるのでしたら、わたくしたちもごいっしょにっ！」

　およそ瞑想とは縁遠い煩ぼん悩のうだらけの佐さ保ほたちが東日流のそばに押し寄せようとしたが、東日流が冷ややかな目を向けたので、はたと立ち止まる。

「……悪いが、瞑想に集中するために、ひとりでいたいのだ」

「そ、そうでございますか？」

　佐保たちは遠慮しながら、残念そうに後ずさる。そんな東日流を、小お角づぬがちょっと心配して、声をかけた。

「なあ東日流、夏休みだってのに本気でずっと修行してる気か？　実習も終わったんだし、ちょっとは遊べよ」

　小角は、東日流が孤立しているような気がして、気をつかっているようすだった。だが東日流は面倒くさそうに、

「……俺の勝手だ」と、言った。そのそっけないことばに、小角はムッとしてどなった。

「な、何だよ。せっかく人が誘ってやってるのに、かわいくねえやつだな！」

「大きなお世話だ」東日流の態度はそっけなく、取りつく島もない。小角はむくれて、

「好きにしろ！」と言い捨てた。石いわ那なが「まあまあ」と小角をなだめていた。

　今の東日流つがるの胸には、澪みおのことしかなかった。もう二度と会えないのだろうか、それとももしかしたら明日行けば会えるのだろうか……と、そのことばかり考えていた。



　東日流は、ひとりぶん残されていた冷えたカレーライス（今日は石いわ那なが関与しなかったため、まともな味だった）を食べたあと、露ろ天てん風ぶ呂ろに行った。亜あ彌びは気をつかって、ずっと東日流のそばにいた。

　すでに女子との交代時間が過ぎていたので、露天風呂には先に数人の男子が入っていた。

　東日流と亜彌は服を脱ぎ、タオルを腰に巻いて風ふ呂ろに入っていった。先に入っていた小お角づぬは、まだ東日流に腹を立てているようすで、彼の姿を見るとふてくされて無視した。

　だが、東日流は小角が怒っていることにも気づかなかった。明日、澪に会えるのか会えないのか、それとも彼女はただの幻だったのか、そのことで胸がいっぱいだったからだ。

「東日流さま。どこか具合がお悪いのではありませんか、だいじょうぶですか？」

　心ここにあらずといった感じの東日流に、亜彌が心配そうに声をかけたが、その声も耳に入らないようすだった。

　そんな東日流に、久く那なが声をかけてきた。

「なあ、諫いさ早はや。最終日の前の夜にキャンプファイヤーしようって話が出てるんだけど、おまえも来るよな？」

「キャンプファイヤー……？」

　東日流はふと、久那に目を向けた。久那はうれしげにこくこくとうなずいた。

「女子との親しん睦ぼくを深めるためさ。おまえが来てくれたら、クラスの女子の半分は確実にフォークダンスに参加してくれるんだけどな」

「頼むよ。いつもきみと榎えのきくんに女子の人気を独占されているぼくらとしては、せめてフォークダンスでクラスの女子と手を取り合いたいんだよ」

　久那の隣で、藻も臥ぶしも手をすり合わせて頼む。東日流は眉まゆをひそめて、藻臥を見た。

「……見覚えがないな。おまえは誰だれだ？」

「って、クラスメイトの藻臥だよ！　きみまでぼくの顔を覚えてなかったのかっ！」

　藻臥はまっ赤になって怒った。怒っていてもやはり存在感が無い。東日流はつまらなそうに目をそむけて、ため息をついた。

「……俺おれは参加しない。その夜も、ひとりでいるつもりだ」

「ええっ？　頼むぜ、諫早！　榎はＯＫって言ってくれたんだぜ！」

「そうだよ、諫早くん！　取りあえず女子が参加してくれさえしたら、あとはキャンプファイヤー独特のそこはかとなくいい雰囲気になって、物のはずみでぼくたち一般男子にもいきおい彼女ができるかも知れないチャンスなんだよ？」

「っていうかモブ、おまえの考え方って最初から負け犬だな」

　小お角づぬは冷たい声でつっこんだ。

「とにかく最初のほうだけでもいいから、っていうか女子を独占されたくないという意味でむしろ最初のほうだけでいいから参加してくれよ、諫いさ早はや！」

　久く那なたちは、いっしょうけんめいに東日流つがるを誘った。だが、東日流は決して首を縦には振らなかった。

「とにかく、俺おれは参加しない」

　東日流はきっぱりと言いきった。ここまで断言されてしまうともう、交渉の余地は無い。

「……チェッ。年上だと思って大人ぶってすかしてやがるぜ、つまんねえ」

　久那はぷいっとそっぽを向く。それを聞いて、亜あ彌びは怒って反論した。

「つ、東日流さまに失礼です！　謝ってください！」

「なんでだよ、事実を言っただけだろ！」

　久那も亜彌に噛かみついた。ふたりは口論になったが、当の東日流だけは全く関心が無いようすでぼんやりしていた。

　いつになくようすがおかしい東日流を見て、彼に腹を立てていたはずの小角ではあったが、少しばかり心配になってきた。

「おい、東日流……？」

　呼びかけても、返事は無い。小角は不安そうな目で、じっと東日流を見つめていた。



　そして、翌朝。

　東日流は、小角たちが起き出してくる前にテントを脱け出した。小角も亜彌もすーすーと寝息を立てて寝ていて、東日流が出ていったことには気づかなかった。

　実を言えば、東日流はその前の晩、一睡もできなかったのだ。明るくなったら、一刻も早く澪みおの存在を確かめたいと気が焦あせっていた。それに、もしクラスメイトたちが起き出した後だと、佐さ保ほたちが東日流につきまとってついてくる危険もあった。

　だから東日流はたった一人で、朝霧の立ちこめる早朝の森の中を急せかされるように走って、きのうと同じ島の反対側の水晶の入り江にやってきた。しかし、そこには静せい寂じやくがあるばかりで、美しい人魚の面影はどこにも無かった。

　海風に髪をなぶられながら、東日流は呆ぼう然ぜんとして立ちつくしていた。

「……いないのか？」

　海はただ静かに波打つだけで、何も答えない。東日流は澪を呼ぼうかと思った。考えてみればことばの通じない人魚が、呼んだところでそれを理解するとは思えなかった。名前さえ持たない人魚だった……それでも東日流には、それ以外に方法が無かった。

「……澪。澪！」東日流は海に向かって、大声で呼んだ。だが、やはり返事は無かった。

　東日流は何度かその名を呼んでから、深いため息をついて砂浜に座りこんだ。

「……もういないのか。それとも、やはり本当はいなかったのか……？」

　東日流つがるがあきらめて肩を落としていた、そのとき。

「……みゅう……」

　かすかに、小さく声がした。東日流はハッとして、顔を上げた。

　海に突き出す岩のかげに、澪みおがこっそりと隠れて、うかがうように東日流のほうを見ていた。警戒しているようすだった。

「澪！」

　東日流は立ち上がり、澪に近づこうとした。だが、澪はビクッとして、あわてて逃げようとした。

　東日流は、自分が澪を驚かせたのだということに気づいた。東日流はすぐに、砂浜に座りこんだ。目線を澪と同じく低くしたほうが、安心するだろうと思ったからだ。

　果たして澪は、座った東日流を見ると、少し躊ちゆう躇ちよしながらも、恐るおそる近づいてきた。そして浜に上がってくると、座っている東日流の顔をじっと見あげた。彼女は幻ではなく、たしかに東日流の前にいた。

「澪……俺おれが呼ぶ声がわかったのか？」

「みゅう」

　澪は確かめるように東日流の顔に手を伸ばした。彼の顔をひととおり触るとようやく安心したのか、ほころぶようなほほえみを浮かべて、いきなり東日流の首に飛びついた。

「みゅうっ！」

「わっ！」

　澪が飛びついてきた勢いで、東日流は砂浜の上に押し倒されてしまった。澪は東日流の体の上に乗っかってくると、東日流の首にぎゅっと抱きついて、うれしそうに頬ほおずりした。

「みゅうっ、みゅうっ、みゅうっ」

「お、おい……。苦しいぞ、どけ」

　東日流はまっ赤になって澪に言ったが、澪はおかまいなしに甘えてくる。東日流は困り果てて、そのまま仰向けに倒れていた。

「……おまえは甘えん坊なのだな」

　東日流はあきれたように、体の上にのしかかっている澪の髪をなでた。澪はきょとんとした目で東日流を見つめ、答えるように「みゅうっ」とかわいらしく鳴いた。

「俺は人に甘えたことなどない。兄この上かみはいつも、強くあることだけを俺に求めてきたし、俺もそれが正しいと信じて生きてきた。小お角づぬやクラスの友人たちと馴なれ合えないのも年上だからだけではない、他人に弱味を見せることは決して許されず、決して他人を頼ってはならなかったからだ。だから俺には、どうしておまえがそんなにすなおに他人に全すべてをゆだねられるのかわからない……」

　何もしゃべらない澪みおを前にして、東日流つがるは自分でも不思議なほど、心に抱いていた思いがことばとなって唇からつむがれていくのを感じた。今まで心をふさいでいた大きな重い扉が、急にパッと観かん音のん開びらきに開かれたような気がした。

　だんだん青さを増していく朝の空をじっと見あげている東日流の顔をじっと見つめて、澪は何も語らないのに全すべてを理解しているかのような優しい目で、

「みゅう」

　とひとことだけ鳴いて、東日流の髪を優しく優しくなでた。



　その日、澪は東日流を海の遊びに誘った。東日流は上着を脱いでズボンだけになると、澪に手を引かれて珊さん瑚ご礁しようの海の底に潜った。

　それは今まで東日流が見たこともないほど美しい光景だった。恐らく澪は東日流の気持ちを察して、彼を励ますために、彼女の宝物である海を見せようと思ったようだった。

　切り立った珊瑚の山の間を泳いでいると、東日流はまるで空を飛んでいるような気分になった。ひらひら泳ぐ澪の髪や尾ビレは緩ゆるやかに美しくなびいていた。海の底には美しい色合いの亜熱帯の魚たちが群れをなして泳いでいた。澪が泳ぐと、魚たちはまるで女王に仕える家来たちのようにその後について泳いだ。

（澪はいったい何者なのだろう……）

　東日流の手を離して、海の中で魚たちとダンスをするように遊びたわむれて泳ぐ澪を見ながら、東日流は考えていた。

（もしかすると……浦うら島しま伝説の乙おと姫ひめなのだろうか。俺おれも浦島と同じだ、人間の世界に戻っても孤独が待っているだけだ……）

　ぼんやりしている東日流に目を向けて、澪はニコッと笑った。東日流だけを見つめる、無邪気で純粋な瞳ひとみだった。

「みゅうっ」

　澪は海上に突き出した岩の上によじのぼった。東日流が海面に顔を出すと、彼女は白く細い指で濡ぬれた髪をくしときながら、まるで風が吹きぬけるような不思議な声でことばの無い歌を歌っていた。

　彼女が歌うと、海も島もそれに応えるように波動を発していた。東日流は、澪みお島じまの周囲の自然の全てが澪を中心として同調しているのだということを、そのとき確信した。

「澪。もしかしたらおまえは……この島の地ち霊れいなのか？」と、東日流は澪にたずねた。

　地霊とは、霊的な土地が生み出した精霊のことだ。たとえば年を経た巨木は「木こ霊だま」と呼ばれる守護精霊を生み出し、その木を切り倒そうとする者に害を為なす。言わば本体である木とは別に、自由に動くことのできるもうひとつの体を手に入れるのである。

　地霊も同じで、山に宿る山やま姫ひめや山やま姥うば、川に宿る河か伯はくのように、ひとつの意識を土地と精霊とで共有しているのだ。それと同様、澪みおは澪みお島じまを守るために澪島が生んだ精霊、すなわちこの澪島そのものなのではないか……と、東日流つがるは考えていた。

「みゅう」

　澪はことばはわからないが、東日流の心を見通すような澄んだ瞳ひとみで、こくりとうなずいた。東日流は驚いて、澪を見つめた。

「おまえが地ち霊れいなら、なぜ俺おれになつく？　俺はおまえの島を強引に切り拓ひらいたのに……」

　澪には答えることばは無かった。ただ、彼を見守るように、優しく笑っていた。

「ただ待つのか？　愚おろかな人間が気づく日を黙って待つのか。滅ぼされてしまうかも知れないのに、おまえたちは待つしかないのか？」

　東日流は澪にたずねた。澪は何も答えなかった。彼女には、答えたりうったえたりすることばは無かったからだ。

　しかし、その静せい寂じやくが東日流にとっては答えだった。東日流は澪島に目を向けた。東日流が流れを止めてしまった島の北がわへ向かっていた川の周囲に生えていた花が、川が干上がったためにしおれ始めているのが見えた。

　東日流は胸が痛むのを感じた。今まで、自分がしてきたことに一度も後悔などせずただひたすら強く生きてきた東日流には、初めての経験だった。岩の上に座っていることば無き優しい人魚を、東日流はただじっと見つめていた。



　そのとき、東日流の他ほかにも澪を見つめている目があった。その視線は冷たく無機的で、冷酷なものだった。

　澪島のはるか沖、波間に姿を隠すようにしながら、一隻のクルーザーがただよっていた。視線はその甲かん板ぱんに立つ、双眼鏡を手にした男のものだった。

　男の年齢は三十歳ほど、背が高くやせ型で茶髪の男だ。カラーシャツの上に真っ白いスーツを着、腕にはごつい金時計をつけている。目が細く鼻が尖とがり、口もとには邪悪な笑みが刻まれていて、見るからに小ずるそうで嫌らしげだ。双眼鏡の視野に美しい人魚をとらえて、彼は薄い唇をゆがませながら舌なめずりをした。

「うふふ……天てん灯とう鬼きに竜りゆう灯とう鬼き。人魚姫がやっと出てきましたよ」

　男は両耳に、男のくせに宝石のついたピアスをつけていた。ピアスは磨きこまれた美しいダイヤモンドで、その中には一人ずつ、美しい女の式神が入っていた。金こん剛ごう石せきとも呼ばれるダイヤモンドは地球上で最も硬い鉱物である。憑坐よりまし珠だまとして使う場合、水晶の玉よりもはるかに強力な式神を封じこめることができる強度がそなわっていた。

　男の右耳の薄赤いダイヤモンドの中には「天灯鬼」が、左耳の薄青いダイヤモンドの中には「竜灯鬼」が、いずれも胎たい児じのように手足をちぢこめて入っていた。

　どちらも完かん璧ぺきなプロポーションを持った妖よう艶えんな美女の姿をしていて、男に呼びかけられると光る目をゆっくりと開いた。竜りゆう灯とう鬼きの銀色の目は二つだが、金色の目の天てん灯とう鬼きには額に三つめの目があった。

「では夜や摩まさま……ひさびさに地ち霊れいの霊力を食べられますのね」

　華やかな笑みを浮かべたのは、天灯鬼である。彼女の髪は燃える炎のように逆立っており、左手には赤い炎が燃える灯とう篭ろうをいただき、体の表面をごくわずかに虎とらの毛皮で覆っていた。

「今まで人の手の入ったことのない、澪みお島じまの人魚の手つかずの魂……楽しみですわ」

　冷淡な微び笑しようとともにそう言ったのは、竜灯鬼だ。彼女は足まで届く長いストレートの黒髪の頭の上に青い炎が燃える灯篭をいただき、体には衣のかわりに竜を巻きつけていた。

　夜摩と呼ばれた男の視界には、水面に顔を出しているだけの東日流つがるまでは入っていなかった。双眼鏡のレンズの中で、澪みおは何も知らずに髪をすいている。

「うふふ、かわいい娘こ。ガラス玉の中が何て似合うんでしょう」

　夜摩は双眼鏡を下ろしてほくそ笑んだ。天灯鬼が甘い声でささやいた。

「今すぐ襲ってしまいましょうよ、夜摩さま。あたくし、あの娘のやわらかそうな腕をかじりたいですわ」

「わたくしは、はらわたを食べたいですわ。さぞかし甘い味がすることでしょう」

　竜灯鬼が言うと、身にまとっていた竜も同調するように舌なめずりをした。夜摩は冷笑を浮かべながら、二人の鬼を押しとどめるように言った。

「まあまあ、そう焦あせるものではありません。いくらか弱そうに見えると言っても相手は地霊、なめてかかっては怪け我がをしかねませんよ」

「あら。今まで、あたくしたちふたりに勝てる地霊などおりましたかしら？」

　天灯鬼が挑発的に言った。竜灯鬼もうずうずしているようすで、身にまとう竜もしきりに牙きばをガチガチ鳴らしていた。

「そうですわ。あれしきの人魚、わたくしの竜の牙が一瞬にして引き裂いてごらんに入れますわよ」

「待ちなさい、二人とも。今回は、地霊を傷つけてはなりませんよ」

　夜摩のことばに、天灯鬼と竜灯鬼は納得いかないような表情をした。

「傷つけてはいけない？　なぜですか？」

「生け捕りにしろということですの？」

「ま、今回はそういうことです」

　夜摩はそう言って、いったんクルーザーの中に入った。

　船室の机の上には、宝石で飾られた美しい宝箱が置いてあった。夜摩が宝箱を開けると、中には直径五センチほどの水晶玉がぎっしり入っていた。五十個は下らない、そのひとつひとつの中にはいずれ劣おとらぬ美しい精霊たちが入っていた。

　箱の蓋ふたが開けられると精霊たちはすすり泣き、水晶玉の中から逃がしてくれと言うように水晶の壁を叩たたきはじめた。蝶ちようのような姿をしたもの、鳥のような姿をしたもの、魚のような姿をしたもの、宝石のような姿をしたもの、木や草や花の姿をしたもの……誰だれもが悲しげに泣いていた。ことば無きその声を聞いて、夜や摩まは気持ち良さそうに目を閉じた。

「うーん……いい声です。あなたがたはわたしの目を喜ばせ、耳を楽しませてくれる最高のコレクションですよ。金が手に入り美しい地ち霊れいも我が物になる、まさに一石二鳥……これだから、地霊鎮しずめの地上げはやめられません」

　精霊たちの嘆なげきにまったく同情することなく、夜摩は冷たく笑って、水晶玉を一個一個、愛めでるようになでた。



　すぐそばまで魔の手が迫っていることを、東日流つがるは知るよしもなかった。

　彼は毎日のように、朝起きるとすぐに澪みおのもとへ行った。そして、すっかり遅くなるまで彼女のもとにいて、キャンプにはただ眠りに戻るだけのような日々がつづいた。

　瞑めい想そうをしていると言ってあったからか、天あま野のはそんな東日流の単独行動にさほど注意を払ってはいないようだった。たださすがに、毎日夜には帰ってきて顔を見せるようにとは言われた。東日流は、夜も澪とともにいたかったのだが……。

　テントに帰ると亜あ彌びはいつも、東日流といっしょに食べようと思ってふたり分の冷めてしまった夕飯を枕まくらもとに置いて待ってはいたものの、遊びつかれて寝袋にも入らずに眠りこけているというありさまだった。

　だが、なぜか小お角づぬだけは毎晩、東日流が戻ってくるまで起きていた。それがどうしてだか、東日流にはわからなかった。小角はいつも東日流が帰ってきたのを確かめるように彼の顔を見ると、そのまま何も言わずに眠ってしまったからだ。

　東日流は毎日澪といて、ただただ幸せだった。わずらわしかったクラスメイトたちとの交流も完全に断ち、彼のそばでただ黙ってほほえんでいる澪のそばにいると、心がどんどん洗われていくような気がして、癒いやされた。

　澪も、どんどん東日流になついていった。最初は警戒するようにずっと海の中にいて、東日流が来ると恐るおそる海から上がってきていたが、やがて東日流が来るころには海から上がってじっと待っているようになった。そして東日流の姿を見ると、絹のレースのような尾ビレを子犬のように振って喜ぶのだった。

　澪とともに海で泳ぎ、浜で休んでいると、東日流は兄の諫いさ早はや出雲いずもに与えられた価値観が下らないもののように思えてきた。強いことも勝ちぬくことも、これほどの幸福感を東日流に与えてはくれなかった。むしろ強くなればなるほど、そして強くなろうとすればするほど、彼は孤立し、孤独にさいなまれていたからだ。

　東日流は夜までキャンプに戻らなかったので、朝食も昼食も取らなかった。時には澪が持ってきた貝を食べ、時には東日流つがるが木にのぼって豊かな果物をもいで澪みおに食べさせた。

　海に暮らす澪にとっては、果物は珍しいようだった。彼女は両手に赤く熟うれた果物を持ってカプリとかじると、驚いたように目を丸くして東日流を見つめた。

「みゅうっ、みゅうっ！」

「……うまいか？」

　いつもすなおでまっすぐな澪といっしょにいるうちに、東日流はいつしか、自然にほほえみがこぼれるようになっていた。そして澪も、東日流のほほえみに応えるように、にっこりと笑った。

「澪……」

　東日流の胸に思いがせまり、彼は澪の頬ほおにそっと触れた。澪はきょとんとした目を東日流に向けると、彼の自分への思いに応えるように、にこっと笑って、そっと背筋を伸ばし、東日流の唇に唇で触れた。

　東日流はびっくりして赤くなり、思わず後ずさった。

「みっ、澪っ？　な、何をするのだ！」

「みゅうっ」

　澪はいたずらっぽく笑うと、そんな東日流の反応が楽しそうに、尾ビレをパタパタさせた。その笑顔を見て、東日流も思わず、気が緩ゆるんだように笑った。

「……いたずらっ子め」

　平和でおだやかな時間は、過ぎていった。東日流は、自分はやはり竜りゆう宮ぐう城じように来ているような気がしていた。静かに流れる時の中、この時間が永遠に続くような気がしていた。諫いさ早はや東日流にとって、それは何もかもが初めての、光り輝くような夏休みだった。



    

  
    
      



    

  
    
      


四章　花火の夜のできごと～星ほし祭まつり文ふ月づきの夏休み





　孤島実習の一週間は、あっという間に過ぎていった。

　東日流つがるは毎日のように早朝から夜遅くまで澪みおのところへ行っていて、キャンプに姿を見せなかった。小お角づぬたちは小角たちで、毎日、遊ぶだけで大変だった。

　澪みお島じまは何も無い無人島なので、最初のうちは誰だれもが、一週間近くも何もすることが無くなってしまって、すぐに飽きてしまうのではないかと思っていた。

　だが海で泳いだり、海に潜って美しい海底の風景を眺めたり、砂浜でビーチスポーツを楽しんだりしていると、毎日があっという間で、まさに竜りゆう宮ぐう城じようでのひとときのようだった。そしていよいよ、明日は島を離れる……という日の朝がきた。

「ふあぁ……」

　顔を洗うために川べりにやってきた小角は、大きなあくびをした。東日流が作った川の水は、このころにはすっかり澄みきって、水場として利用できるようになっていた。

「なんか毎日眠そうね、小角。遊びすぎ？」

　歯をみがいていた石いわ那なが、からかうように小角にたずねた。小角はあくびの虫をかみ殺しながら、首を横に振る。

「東日流のやつが戻ってくるまで、待ってんだよ。あの外げ道どう、どんな瞑めい想そうしてるのか知らねえけど、毎日帰りが遅くてさ」

「何も小角が待たなくたって。どうせ戻ってきたら天あま野の先生にあいさつして無事を知らせてるんだから、心配無いじゃない」

「まあ、そりゃそうなんだけど……」小角は言いにくそうに、ポリポリ頭をかいた。

「でも、俺おれってひとりぼっちでいた期間が長かったからさ。みんなが寝静まっちまったところにひとりで帰ってくるのって、何か寂しいっていうか嫌な気分じゃねえかなと思うんだよ。だから、ひとりでも起きててやったほうがいいかなって……」

「あら。小角にしては殊しゆ勝しようなこと言ってるじゃない。だけど東日流のほうは絶対、小角がそんなに気をつかってるなんてわかってないと思うわよ」

「まあな。けど、なんかあいつが孤立してると仲間はずれにしてるような気がして、ちょっと良心がチクチクすんだよな」

　小角はため息交じりに言った。石那はあきれたように肩をすくめる。

「小角ってけっこう、口が乱暴な割には気苦労の多いタイプよね」

「心づかいが細やかだって言えよ」小角はムッとして石那をにらんだ。

「それより小角。今日のキャンプファイヤーってどうする？」

「どうするもこうするも、久く那なに頼まれてんだから出なきゃだろ」

「だって今夜って花火大会もあるのよ」

「あっ、そうか。花火か……」

　小お角づぬはちょっと気持ちがグラッとした。そのとき、水場に文ふ月づきがやってきた。相変わらず、体操服の上着を引っぱって、恥じらうように太ももを隠している。

「あ、あの。榎えのきくん、おはようございます……」と、文月は小角に声をかけた。

「よう、星ほし祭まつり」小角は顔を洗いながら答えた。文月はおずおずと、小角にたずねる。

「久く那なくんから聞いたんですけど、榎くんも今夜のキャンプファイヤーに出られるんですよね？」

「まあ、今のところはその予定だけど、それがどうした？」

　小角は不思議そうに文月にたずねる。文月はあわてて、プルプルッと首を横に振った。

「い、いえ、出られるならいいんです。それじゃ！」

　文月はパタパタと去っていく。小角は怪け訝げんそうに、首をかしげた。

「……あいつ、顔とか洗わなくて良かったのかよ」

「っていうか、星祭さんって孤島実習に来てから、微妙に小角のほうずっと見てない？」

「でもねえだろ。それか、渋しぶ谷やで助けてもらったの感謝してるんじゃねえのかよ」

　小角は特に気にするようすもなくそう言った。

　文月は急ぎ足で小角のもとから離れると、心を落ちつけるように深呼吸した。髪にリボンのようにとまっていた虹にじ色いろの蝶ちようが、ひらひらと文月の顔の前に飛んできて、頬ほおをまっ赤にしている彼女を心配するようにうろうろした。

「だ、だいじょうぶよ、胡こ蝶ちよう。浅あさ間まさんがいっしょにいたから、ちょっと緊張しちゃっただけ」

　文月はドキドキする胸を押さえて、大きく息を吐くと、蝶を指にとまらせた。

「今夜が最後のチャンスだもの……せいいっぱいがんばるから、胡蝶も応援しててね」

　蝶は答えるようにパッと飛び上がると、きらきら光る鱗りん粉ぷんを散らしながら、文月の頭の上をくるくると回った。



　東日流つがるはその日も、澪みおといっしょにいた。

　澪はいつものように明るく笑っていたが、東日流の表情はすぐれなかった。澪はそんな東日流に、心配そうな目を向けた。

「みゅう？」

　二人は、海に突き出した岩の上に座っていた。澪は東日流の暗い顔を白い手でなでた。どうして彼がそんな表情をしているのか、不思議でならないようだった。

「……ことばがわからなくても、俺おれの心はわかってくれるのだな。俺がこんな顔をしているのは、明日にはこの島を離れなくてはならないからだ」

「みゅう……？」

　澪みおは東日流つがるが何を言っているのかわからず、きょとんとして首をかしげた。それから、ふと海に飛びこむと、ピンク色に輝く美しい貝を拾ってきて、ニコニコしながら東日流に手渡した。

「みゅうっ、みゅうっ」

　澪は東日流の手に、強引に貝を握らせた。東日流は、苦笑して澪に目を向ける。

「何とかして俺おれを喜ばせようとしてくれているのか。おまえは優しいな……だが、俺は貝が欲しいわけではない。この島を離れたくないだけだ」

「みゅう……」東日流が今ひとつ喜んでいないので、澪はがっかりして肩を落とす。

「明日にはこの島を離れて東とう京きように戻る。あとは、いつもと同じ生活だ。兄この上かみのもとで、一流の魔ま法ほう建けん築ちく士しになるために勝ちつづける生活……こことはまったく違う。俺にはわからない、なぜ浦うら島しまは竜りゆう宮ぐう城じようを離れて人の世界に戻りたいなどと思ったのか」

　東日流は澪を見つめた。東日流に対してどうしていいのかわからず、うつむいて海を見つめている澪の横顔は、宝石のように美しかった。手を伸ばせばその腕の中に抱きしめることができる……東日流は我知らず、澪に手を伸ばした。

（そうだ……竜宮城から離れたくないのなら、逆に竜宮城を持っていってはどうだ？　澪を憑坐よりまし珠だまに入れていき、ペントハウスの庭にある池に放せば……）

　そのとき澪は視線に気づいて、東日流に目を向けた。東日流はドキッとして手を止める。

　澪は東日流が自分に手を伸ばしているのを見て、うれしそうにニッコリと笑った。そして、何のためらいも疑いも無く、彼の腕の中に飛びこんできた。

「みゅうっ」

　澪は自分の全すべてを東日流にゆだねるようにして、東日流に抱きついてきた。東日流の心を癒いやすために自分が必要とされていることが、うれしいようだった。彼女の心に同調するように澪みお島じまにザッと風が吹き、木々の葉がざわめき、美しい花々が揺れた。

　東日流は澪を抱きしめて、呆ぼう然ぜんとしていた。

（……俺は今、何を考えていたのだ。澪はこの澪島そのものだ、ここから澪を引き離したら島が死んでしまう。自分の欲望を満たすためなら力ずくで力にものを言わせて、何をしてもいいのか？　そんなことをしたら、澪の半身を滅ぼすことになるというのに……）

　何も知らない澪は、東日流に抱きついて甘えるような声を出している。東日流は、深いため息をつき、澪を見つめて言った。

「……すまなかった、澪」

「みゅ？」

　澪は、東日流がどうして謝るのかわからず、きょとんと首をかしげた。



　そのとき、水平線の彼方かなたに白い波が立った。東日流つがるはハッとしてそちらに目を向ける。

　一台のクルーザーが、すさまじいスピードで近づいてきた。その上には、夜や摩まが乗っていた。

「みゅうっ！」

　澪みおは怯おびえて、東日流の背後に隠れた。夜摩はクルーザーを止めると、驚いたような目で東日流を見つめる。

「おや、この島には地ち霊れいが二匹もいたのですか？」

「おまえは何者だ！」

　東日流は怯えている澪を背中にかばいながら、岩の上に立ち上がった。ズボンだけはいて、上半身は裸の東日流の引きしまった若い体を見て、夜摩はニヤッとした。

「これはこれは、なかなかそそる体つきですね。わたしは美少女にしか興味がありませんが、わたしの式神たちはさぞかし喜ぶことでしょう」

「式神だと？」

　東日流は不ふ穏おんな目で夜摩を見る。夜摩は左右の耳からダイヤモンドのピアスを外すと、両手に包みこむようにしながら手を合わせて、命じた。

「出いでよ、天てん灯とう鬼き、竜りゆう灯とう鬼き！」

　合わせた手の間から、赤と青の光が放たれる。そのまぶしさに、東日流は思わず目を覆って叫さけんだ。

「よ、憑坐よりまし珠だまを使えるのかっ？」

　赤と青の光の中から、天灯鬼と竜灯鬼があらわれた。二人は東日流たちを見下ろして、冷酷な笑みを浮かべた。

「あら、竜灯鬼。人魚姫だけかと思ったら、美しい少年もいますわよ」

「ええ、天灯鬼。人魚を食べられないぶん、ごちそうができて良かったですわね」

　東日流は彼女らから放たれる強烈な邪悪の気を感じ取り、ズボンのポケットに入れていた五ご鈷こを抜いた。

「南な無む遍へん照じよう金こん剛ごう！」

　五鈷から長さ二メートルにもなる白銀色の光の剣が伸びたのを見て、夜摩は驚いて目を丸くした。

「地霊が真しん言ごんを操ったっ？　……いや、まさかそんなはずはありません。あなたは人間なのですかっ？」

「そうだ、俺おれは地霊ではなく人間だ。おまえも魔ま法ほう建けん築ちく士しのようだな……だがそれにしては、おまえからも式神からも、いやにまがまがしい邪悪な気を感じる。魔法建築士ならば国家免許証を持っているはずだが、見せてもらおうか？」

　東日流の厳しい追及に、夜摩は引きつった笑みを浮かべてごまかすように答えた。

「め……免許証は家に忘れてきたんです」

　東日流つがるは疑わしそうに、夜や摩まをにらんだ。

「そう言えば最近、兄の会社でも、国家免許を持たないモグリの魔ま法ほう建けん築ちく士しが増えて一般の魔法建築士が迷惑していると問題になっていたが……」

　夜摩はチッと舌打ちする。天てん灯とう鬼きと竜りゆう灯とう鬼きは、面倒くさそうに夜摩を振りかえって言った。

「夜摩さま、ご命令はまだですか？　この少年から放たれている霊力の匂においをかぐだけで、あたくしもう、おなかがすいてすいて……」

「ま、待ちなさい。相手は人間です、地ち霊れいと違って、いなくなっても誰だれも気にしないというものではないのですよ？」

「いなくなるわけではありませんわ、ただ体から命を抜かれるだけですもの」

　うろたえている夜摩に、竜灯鬼は冷たくあでやかな目を向けて言った。夜摩はハッとして、邪悪な笑みを浮かべた。

「……なるほど。死体を海に流してしまえば、溺おぼれ死んだと思うでしょうね。考えてみれば、このまま逃がすわけにもいかないのですから」

　夜摩のことばに、天灯鬼と竜灯鬼はうれしそうにうなずく。夜摩は冷ややかな声で、からかうように東日流に言った。

「かわいそうですが、あれこれ詮せん索さくしたあなたが悪いのですよ。お察しの通り、わたしは無免許の魔法建築士……日本には神木や神山など、地霊に守られ手を触れることを許されないいわくつきの土地がたくさんあります。たとえばこの島なら、船がすぐに座ざ礁しようして近づけないというデメリットがある……わたしはそういう土地を安く買いたたいて地霊を追い出し、まったく障さわりのない土地にして転売するという仕事をしているのですよ」

　澪みおは震ふるえながら、心配そうに東日流を見つめた。東日流は夜摩を、鋭するどい目でにらんだ。

「それは禁止されているはずだ！　地霊を追い出せばその土地はいずれ滅びてしまう。魔法建築士の仕事は土地にしみつきわざわいをなす穢ケガレを取りのぞくことだ。土地を守る存在である地霊を取りのぞいてしまっては、その時は状況が改善されたように見えてもやがて生命力を失った土地は崩壊する。そうやって山が崩れたり洪水が起こったりしたという過去の経験から、魔法建築の際に地霊を駆除することは禁止されているのだ。駆除しなければ使い物にならないという場合には住民の安全を考え、その土地からは手を引く決まりになっているのを知らないのか？」

「まあ理屈ではそうですね。しかし、それが何ヶ月後何年後になるかはわかりませんから、それまでに開発を済ませて高値で売りつけてしまえばいいわけです。日本でこれほど美しく保存された珊さん瑚ご礁しようはなかなかありませんから、ダイバーにもリゾート会社にもきっと大人気ですよ。国家認定された魔法建築士では規則にがんじがらめに縛られてこんな金儲もうけはできませんから、まあ隙すき間ま産業ということですね」

「住民の安全を危険にさらしてもかまわないと言うのか！」

「ほら。そんな小難しいことばかり言うから、死んでもらわなくてはいけないのですよ」

　夜や摩まの冷ややかなことばを合図に、天てん灯とう鬼きと竜りゆう灯とう鬼きが東日流つがるに襲いかかった。

「ホホホッ！　長いおあずけでしたわね、あたくしはこのきれいな顔をかじりとって脳みそをいただきますわ」

「ではわたくしは、はらわたをいただきましょう」

「そう簡単に俺おれを食えると思うな、化け物！」

　東日流は彼女らに向かって、右手の人差し指と中指をそえて上げ、縦横に九く字じを切った。

「臨りん・兵ぴよう・闘とう・者しや・皆かい・陣じん・列れつ・在ざい・前ぜん！」

　鋭するどい呪じゆ言げんとともに、銀色に輝く格こう子しが飛んだ。

　しかし天灯鬼も竜灯鬼も、ニヤリと余裕の笑みを浮かべると、声を合わせて呪言をさけんだ。

「火か生しよう三さん昧まい！」

　とたんに、天灯鬼の左の手の灯とう篭ろうから赤い炎、竜灯鬼が身にまとう竜の口からは青い炎が、すさまじい勢いで吹き出した。炎は東日流の九字の格子を飲みこみ、蒸発させてしまう。そして炎はまるで壁のように、東日流の視界いっぱいになって押し寄せてきた。東日流はギョッとして、風の密みつ呪じゆを唱えた。

「吽ウン！」

　ことばは風になり、炎を吹き散らした。だが開かれた炎のカーテンの間から、その陰に隠れて接近していた天灯鬼が飛び出してきた。東日流はとっさに五ご鈷こ剣をかまえて防ごうとしたが、間合いが近すぎて、反応が間に合わない。

「火生三昧！」

　天灯鬼は東日流の胸に右手のひらを押しつけて、火の密呪を唱えた。たちまち手のひらからロケットのように炎が吹き出して、東日流をふっ飛ばす。

「ぐあ！」

「みゅう！」

　澪みおが悲しげな悲鳴を上げた。東日流は海面に叩たたきつけられ、うつ伏せに浮かぶ。彼の体からは、シュウウーッと音を立てて激しい湯気が上がっていた。

「みゅう、みゅうっ！」

　澪は東日流を助けるため海に飛びこもうとしたが、竜灯鬼がその髪を背後から掴つかんで捕らえてしまう。澪は驚き、尾ビレでビチビチ水面を叩いて必死に逃げようとした。しかし竜灯鬼はそのまま澪を空中に吊つり上げて、冷酷な笑い声を立てた。

「ホホホホホッ！　逃げられませんわよ、お嬢さん」

「みゅうーっ！」

　澪みおは涙のにじんだ目で竜りゆう灯とう鬼きをにらんだ。

　その瞬間、澪みお島じまの静かな海が突如として、ざわざわと波だちはじめた。夜や摩まが乗っているクルーザーも激しく揺れ、彼は慌あわてて手すりに掴つかまる。

「なっ、何ごとですかっ？」

　竜灯鬼も驚いて、呆ぼう然ぜんとした表情で海を見下ろした。波はお互いに干渉し合うことでどんどんその高さを増し、どうどうという激しい潮しお騒さいがとどろきはじめた。

　やがて波は高波となり、巨大な海かい龍りゆうのように天を突いて高く伸びあがった。その頂点で崩れた波が、かま首をもたげるように竜灯鬼の頭上から叩たたきつけた。

「あっ！」

　竜灯鬼は波に体を強く打たれ、そのまま飲みこまれて海に落ちた。竜灯鬼の手から逃のがれた澪は東日流つがるのもとに泳ぎつけて、彼を岩場に引き上げた。

「うう……」

　東日流の裸の胸には、天てん灯とう鬼きの手の形が火傷やけどの跡としてくっきり残されていた。澪は心配そうにその上に手を当て、少しでも傷を冷やそうとする。

　海に落ちた竜灯鬼は、天灯鬼に手を引かれてふたたび空に舞い上がった。長い黒髪は濡ぬれてべったりと体にまとわりつき、頭の上の灯とう篭ろうの青い炎は今にも消えそうだった。

「油断しましたわね、竜灯鬼」

　天灯鬼が笑った。竜灯鬼はカッとして天灯鬼をにらむと、

「竜りゆう攘じよう！」

　と鋭するどく叫さけんで、体に巻まきつけていた竜を伸ばし、澪を襲った。

「小魚のぶんざいで生意気な！　おとなしく捕まりなさい！」

　竜は澪の胴をくわえて、空に持ち上げる。傷つかないよう牙きばは立てていないが、そのぶん逃げないよう強い力で挟はさみこんでいるので、澪は苦しさに顔をゆがめた。

「みっ……みゅうっ……」

「澪！」東日流は五ご鈷こ剣に意識を集中すると、金こん剛ごうの呪じゆ言げんを唱えた。

「伐闍羅ばさら！」

　その瞬間、五鈷剣は黄金の光を放って虹にじのように天空へと伸びた。数十メートルもの長なが槍やりのようになった五鈷剣は、竜ののどをつらぬいた。

「グギャオオウッ！」

　竜は悲鳴とともに、青い炎を血のように吐いた。澪は海に落ちる。竜灯鬼は悔しげに顔をゆがめて、東日流をにらんだ。

「よくもわたくしの竜を傷つけましたわね！」

「あたくしにお任せなさい！　火か生しよう三さん昧まい！」

　天てん灯とう鬼きの左手の灯とう篭ろうから赤い炎が吹き出し、東日流つがるを狙ねらった。しかし海面に顔を出した澪みおは、ぎりぎり聞き取れるていどの高い声で叫さけんだ。

「みゅうぅーっ！」

　彼女の声の波動は波や風の波動と干渉し合い、海の水を巻きこんだ竜巻が起こって、天灯鬼を襲った。

「きゃああ！」

　天灯鬼は竜巻に巻きこまれ、空高く舞い上がった。竜巻はそのまま夜や摩まが乗っているクルーザーに向かって突き進む。

「やれやれ……見た目よりもずいぶん手強そうな地ち霊れいですね。まあ、女の子はちょっとばかり抵抗するぐらいのほうが、攻略したときの達成感が増すものですからねえ」

　夜摩は余裕の笑みを浮かべて、嫌らしげに舌なめずりをした。

「みゅう！」

　澪は怒りをこめて夜摩をにらみ、竜巻に向かって命令するように叫んだ。竜巻がクルーザーのすぐそばまで来たとき、夜摩は慌あわてず騒がず右手の手のひらを前に出して閻えん魔まの密みつ呪じゆを唱えた。

「オン・エンマヤ・ソワカ！」

　たちまち手のひらから黒い闇やみが吹き出し、澪の竜巻を飲みこんでしまった。竜巻は闇の中でねじれた糸がほぐれるように形を崩し、静かに消滅してしまう。解放された天灯鬼は、まだ目が回ってフラフラしているところを竜りゆう灯とう鬼きに支えられた。

　闇は、びっくりして目をまん丸にした澪にも向かってきた。

「みゅううっ！」

　閻魔の密呪は、五感の全すべてを奪ってしまう。闇に包まれた澪は、混乱して悲鳴を上げた。

「澪っ！」

　東日流は澪のほうへ近づこうとする。夜摩はニヤリと笑って、水晶玉を取り出した。

「憑坐よりまし込ごめ！」

　東日流の手が闇の中でもがく澪に届こうかという瞬間、夜摩は冷たい声で呪じゆ言げんを唱えた。澪の姿は東日流の手の中からすり抜けるように消え、青い光となって夜摩の手の水晶玉の中に閉じこめられてしまった。

「うふふ……手に入れましたよ、人魚姫」

　夜摩は水晶玉を日の光にすかして、その中にいる澪をためつすがめつした。

「よしよし、キズひとつついていない。わたしのコレクションの中でも、これはずいぶんと上じよう物ものですねえ……」

「みゅっ？　みゅうっ？」

　水晶玉の中に閉じこめられてしまった澪は、自分がどういう状態にいるのか理解できず、水晶玉の中で暴れ回ったり水晶の壁を叩たたいたりしていた。夜や摩まはそれを見て、冷酷そうな細い目をますます細めた。

「うふふ……見れば見るほどかわいいですね。巨乳、ロリ顔、しかも体は大人なのに神格の低い地ち霊れいゆえに頭の中身は赤ん坊ていど。それがわたしの手の中に閉じこめられて、どんなに叫さけんでもわたしが許さないかぎり決して自由になることはできない。うーん、そそりますねえ、萌もえますねえ」

　夜摩は澪みおが入った水晶玉に、まるでなめ回すように口づけた。澪は水晶玉の中で、嫌がるように身をくねらせて悲鳴を上げる。

「みゅうっ、みゅうっ、みゅううっ！」

「きさま、澪を返せ！」

　東日流つがるは厳しくどなって、五ご鈷こ剣をクルーザーの上の夜摩に向けた。

「伐闍羅ばさら！」

　金こん剛ごうの呪じゆ言げんとともに、黄金の光の槍やりが伸びて夜摩を狙ねらう。だが夜摩はそれを軽くいさめるように手のひらを向け、閻えん魔まの密みつ呪じゆを唱えた。

「オン・エンマヤ・ソワカ！」

　たちまち彼の手から闇やみが吹き出し、光の槍をらせん状に包みこんで、消滅させてしまった。東日流は悔しげに顔をゆがめた。

「きさま……国家資格も持っていないのに、いったいどこで、それほど強力な密呪を体得したのだ？」

「それは企業秘密というやつですよ」

　夜摩は笑う。たしかに、天てん灯とう鬼きや竜りゆう灯とう鬼きほど神格の高い式神を同時に二体も操るには術者にも相そう応おうの呪じゆ力りよくが必要なはずだった。それに気づいたとき、東日流はゴクリと息をのんだ。

（……こいつは、強すぎる……）

　天灯鬼と竜灯鬼は、東日流の顔色が変わったのを見て冷たく笑うと、ゆっくりと彼の前に下りてきた。

「驚いたようですわね。夜摩さまは少々お変態の度が過ぎる部分もありますが、あのお方にさずけられた密呪の呪力は強力ですわよ」

「あのお方、だと……？」

　東日流は眉まゆをひそめた。二人はそれには答えず、嘲あざけるような笑みを浮かべるだけだった。

「さて、邪魔な人魚はいなくなったし、これでゆっくりわたくしたちのお食事タイムというわけですわね」

　天灯鬼の灯とう篭ろうの炎が赤く燃え上がり、竜灯鬼の体に巻きついた竜がかま首をもたげて東日流をにらんだ。竜がのどに受けた傷は、彼女の高い霊力ゆえか、あっという間に血が止まって治りはじめていた。

　夜や摩まはクルーザーの甲かん板ぱんにデッキチェアを出すと、ワイングラスに赤い酒を注いで、澪が入った水晶玉を氷のように放りこんだ。澪みおは水晶玉の中で、驚いて暴れていた。

「うふふ……暴れたければ暴れなさい。そうしてこの神み酒きに、フルーティワインのようにすっきりと甘くさわやかな美少女のエキスを、たっぷり溶かしこんでくださいね」

「みゅう！」

　澪は怒って、水晶玉の中から責めるような目で夜摩をにらむ。夜摩はゆったりとデッキチェアに身をまかせ、澪の水晶玉が入っているワイングラスを手の中でくるくると回した。

「さあ、天てん灯とう鬼き、竜りゆう灯とう鬼き、人魚姫の目の前でその色男を好きなだけ引き裂いてやりなさい。美少女が流す悲しみの涙は何よりも酒をうまくし、わたしの霊力の糧かてともなるのです。わたしが手を出せば一瞬で殺してしまいかねませんから、おまえたち二人でじっくり時間をかけて、ゆっくりとなぶり殺しにしてやるのです。そうして人魚姫にたっぷりと涙を流させてやりなさい、うふふ……」

　夜摩の冷たい笑い声に、天灯鬼と竜灯鬼も残酷な笑みを浮かべてうなずいた。

「みゅう、みゅう！」

　澪は東日流つがるを案じ、水晶玉の中で大粒の涙を流しながら叫さけんだ。

　東日流はゴクリと息をのんだ。彼女ら二人だけなら何とかなるかも知れないが、澪を助けるためには夜摩をも相手にしなくてはならない。勝てる見こみがほとんど無いのは明らかだった。ここには、亜あ彌びすらいない。瞑めい想そうを邪魔しないでほしいと言ってあるから、誰だれかが助けにくることなどあり得ない。

　小さな島の反対がわまで必死に走れば、もしかして逃げられるのかも知れない。しかし逃げ出せば、永遠に澪は夜摩の手の中だ。そして、澪みお島じまは滅んでしまうだろう。

　逃げ出すわけにはいかないのだ。東日流は決意すると、五ご鈷こ剣を握る手に力を入れた。

「……澪を返せ！」

　東日流は、獣けもののように吠ほえた。



　そのころキャンプでは、もちろん東日流のピンチなど誰も気づかないまま、キャンプファイヤーが始まろうとしていた。

　日が落ちてしまう前にやぐらを組んでしまわないといけないため、男子たちは昼からひたすら枯れ木集めにいそしんでいた。女子たちは残った食料を全すべて片づけてしまうために、まず翌日の朝食用のおにぎりを先に作ってしまい、ヤシの葉でていねいに包んだ。そして残った食材はキャンプファイヤーのときに食べるための、サンドイッチやフライドポテトなどの軽食に変わった。

　準備が整ったころ、夕暮れは深くなっていた。天あま野のと薬やく師しが見守る中、やぐらに火が入れられ、炎が高く燃えあがった。

「わあっ、やっぱりキャンプファイヤーって楽しいなあ」

　藻も臥ぶしが目を輝かせて拍手した。その横で、志し摩まがにっこりとほほえんで、

「ダイオキシン」と、つぶやいた。藻臥はギョッとして志摩に目を向ける。

「えっ？　秋あき津つさん、今何か言った？」

「いえ、空耳じゃありませんか？　誰だれも何も言ってませんよ、キャンプファイヤーが大量のダイオキシンや二酸化炭素を出して、もしそれが原因で山火事にでもなったらさらに大量の二酸化炭素が出て、地球温暖化の原因になって……」

　志摩は低い声でつぶやいた。藻臥は頭をかかえて、その場にうずくまってしまう。

「あああああ！　ぼくのせいで南極大陸が溶けてしまうっ、海面が上昇してみんな溺おぼれ死ぬんだぁぁぁ！」

「ふふふ、ほんとにキャンプファイヤーって楽しいです」

　志摩がメガネをキラーンと光らせて邪悪な笑みを浮かべた。石いわ那なが硬い表情でつっこむ。

「っていうか志摩ちゃん、その楽しみかたってまちがってる」

「そうにゃ、オクラホマミキサー踊るにゃ。伽きや羅ら、昼間からずっと練習してたにゃよ！」

　伽羅がわくわくしながら、石那と志摩の手を引っぱった。火の周りではもう、誰かが持ちこんだラジカセからフォークダンスの曲が流れはじめていた。

「キャンプファイヤーなんて最初はダサいと思ってたけど、なんかやっぱり気分が盛り上がるわよね。行こ行こ！」

　石那もすっかり乗り気で、伽羅についていった。

　他ほかの女子たちも亜あ彌びも、フォークダンスを楽しんだ。企画をした男子たちはメンツも立ったし、フォークダンスでいろんな女子の手を握ることができたのもうれしそうだった。

　しかし小お角づぬだけはフォークダンスの輪から離れて、座りこんでいた。気が重くて、どうしても楽しむ気になれなかったのだ。

「最後の夜だってのに、あの外げ道どう、戻ってこないじゃねえか」

　小角は深いため息をつく。今回のキャンプで、小角は男子にも女子にも人気をぐっと上げた。だが、だからこそそのぶん、すっかり存在感を消してしまった東日流つがるのことが気にかかっていた。

「俺おれのせいなのかな……」小角は、深いため息をついた。

　そのとき、小角のもとにおずおずと、星ほし祭まつり文ふ月づきがやってきた。

「あっ、あの、榎えのきくん」

　文月は緊張して声を上ずらせながら、小角に声をかけた。顔はまっ赤で、いつものように体操服の上着を引っぱっている小さな両手は、わずかに震ふるえていた。小角はうかない目を彼女に向けた。

「何だ、星ほし祭まつりか。フォークダンス踊ってこねえのかよ」

「え、榎えのきくんこそ、参加するように頼まれてたはずなのに、何をしてるんですか？」

　文ふ月づきは蚊かの鳴くような声で、必死に話した。小お角づぬはつまらなそうに答えた。

「何か楽しいって気分になれねえんだよ。それに、俺おれがいなくてもじゅうぶん盛り上がってるみたいだしな」

「あの……そ、それなら」

　文月はそう言って、一度ゴクッと息をのんだ。緊張して、どうしても声が出てこない。そんな文月に、小角は怪け訝げんそうな目を向けた。

「どうしたんだよ、星祭？　シャックリでもついてるのかよ、コップの水を逆立ちして飲むと治るぜ」

「い、いえ、違うんです。その……」

　文月は大きく深呼吸すると、のどに引っかかったことばを、必死にしぼり出すようにして言った。

「わっ、わたしと花火を見に行ってくれませんかっ？」

　緊張のあまり、文月の声は後半、引っくり返っていた。小角は驚いて、目をぱちくりとした。

「おまえと花火に？　それじゃ、ひとりで行くのが心配だったら、もう何人か誘って行ったほうが心強いか？　石いわ那なも行きたがってたし……」

「い、いえ！　わたし、榎くんとふたりで花火を見たいんです！」

　文月は小角の腕を掴つかんだ。小さな手からは想像もつかないほど、強い力だった。

　小角はよく意味がわからないようすで、文月を見つめた。

「ま、まあそう言うんならついてってやってもいいけど。俺もちょっと気分転換したいし、女子ひとりでウロウロさせるのは危ねえしな」

「ほんとですかっ？」

　文月は信じられないように目を輝かせた。大きな目は、今にも涙がこぼれそうなほどうるうると潤うるんでいた。鈍感な小角は、文月は何をそんなに感動しているのかわからなくて、ひたすら首をかしげていた。



　小角と文月は、花火が見えるところを探して海岸を歩いた。キャンプファイヤーの炎がだんだん遠ざかり、やがて、森の上のほうがオレンジ色に明るく輝いているのが見えるていどになった。

「えーと……行きの船はたしか、こっちのほうから来たよな」

　三み笠かさ山やま島の場所を探して、小角は真っ暗な海に目を向ける。満月が出ていたので、足もとはそこそこ明るく、砂浜にはふたりの長い影が落ちていた。

　キャンプファイヤーのにぎやかな声がずいぶん遠くなり、かわりに波の音がいやに大きく聞こえはじめた。文ふ月づきは小お角づぬの後ろからついて来ながら、ドキドキして胸を押さえた。

「あ、あの、榎えのきくん。わたし……」

　文月がおどおどと小さな声で小角に話しかけたその瞬間、

「どおおおぉんっ！」

　爆弾が破裂するような音が砂浜じゅうにひびいた。文月はびっくりして、思わず小角の背中にしがみついた。

「きゃっ！」

「おっ。ちょうど花火が始まったみたいだぜ」

　水平線の上に丸く開いた色鮮やかな花火を指さして、小角は子供のような明るい声で言った。文月は小角の背中にしがみついたまま、恐るおそる目を開いた。

「どんっ！　どんっ！　どんっ！　ぱちぱちぱち、ぱちっ！」

　大きな花火が次々に打ち上げられ、その下には小さな花火が無数に打ち上げられている。小角は眉まゆの上に手をかざして、楽しげに目をこらした。

「いきなりスターマインか。豪勢だな、たしか三千発ぐらい上がるんだったよな？」

「あ、あの、スターマインって？」

　文月はまだ驚きに胸がドキドキしたままで、小角にしがみついたままたずねた。

「ああ。花火を一発ずつ上げるんじゃなくて、まとめて上げるやつのことさ」

「榎くんって、花火にも詳しいんですね。わたし、打ち上げ花火の本物を見たのって、初めてなんです。榎くんと最後に見られて、ほんとに良かった……」

「最後に？」小角はギクッとして、文月を見つめた。

「お、おい。おまえ、もしかして俺おれをここに呼び出して、殺して砂に埋める気じゃねえだろうな！」

「えっ？　ち、違います、誤解ですっ！」

　文月はあわてて小角から手を離し、否定するように、手のひらを小角に向けてプルプル振った。文月の髪にとまっている胡こ蝶ちようも、彼女の気持ちに同調して、羽をプルプル震ふるわせた。小角は怪け訝げんな目で文月をにらむ。

「俺にとっての最後にしてやるって意味じゃねえのか？　それじゃ、いったい何が最後だってんだよ」

「だから、わたし、一学期いっぱいで転校するんです！」

　文月は必死にうったえた。それを聞いて、小角は驚いて目を丸くする。

「転校する？　ってことは、二学期にはもう学校にいないってわけかよ？」

「そうです。父の転勤が決まって、北ほつ海かい道どうへ行くんです」

「じゃあ魔ま法ほう建けん築ちく学校のほうはどうすんだ？」

「引っ越し先の近くには魔ま法ほう建けん築ちく学校が無いので、普通科の高校に移ります。だから胡こ蝶ちようも、ゲートルームに返して行きます」

「そ、そうか……最後だとか変な言いかたするから驚いたぜ。だけど、せっかく入学したのに残念だな」

「ほんとは夏休みに入ってすぐに引っ越しをする予定だったんですけど、どうしても孤島実習に来たくて、家族と先生に無理を言って参加させてもらったんです。最後の思い出を楽しいものにしたかったから、転校することはみんなには黙っていてもらったんです」

　文ふ月づきはおずおずと、小お角づぬを見上げる。

「だから榎えのきくん……わたし、今まで他ほかの女の子たちが榎くんのことかっこいいって騒いでても、いっしょになって騒いだりしませんでした。それは、自分の思いを外に出すのって恥ずかしかったし、榎くんには浅あさ間まさんがいると思っていたし……」

「いっ、石いわ那なっ？」小角はびっくりして、すっとんきょうな声を上げた。

「おいおい、冗談よせよ！　なんで同居してるってだけで、俺おれと石那がくっつかなきゃいけねえんだよ！」

「そっ、そうですよね。浅間さんも榎くんのこと、ケンカ番長なヤマザルお断りだって言ってたから、たぶんふたりはつきあってないんじゃないかとは思ってたんですけど」

　文月はちょっとうれしそうに頬ほおを赤らめた。小角は深いため息をついて、額を押さえる。

「当然だろ。ったく、なんでそういうガセネタが流れるかな」

「で、でももし榎くんが浅間さんとつきあってたとしても、わたし……するつもりでした。だって、このまま何も言わずに行っちゃったら、わたしの今までの思いが宙ぶらりんになっちゃいますから……」

　一ヶ所、文月の声がごくごく小さく早口になり、花火の音にまぎれて聞こえにくくなった部分があった。小角は眉まゆをひそめて聞きなおす。

「えっ？　悪い、一瞬よく聞こえなかった。何するつもりだって？」

「ですから……告白するつもりだったんです。榎くん、わたし、榎くんのことが大好きですっ！」

　文月は必死に勇気をふりしぼって叫さけんだ。小角は、目をまん丸にした。

「なっ……？」

「一年生のときから、ずっと好きだったんです。いいえ、ほんとは魔ま法ほう建けん築ちく学校の入試のときから好きでした。他の女の子みたいに、榎くんがかっこいいからとか、そんなミーハーな理由じゃありません。だから、他の女の子といっしょに騒いだりできなかったんです」

　文月はまっ赤になりながら、いっしょうけんめいにしゃべった。小角はまだ驚いていて、固まってしまって声も出せない。文月が言うように、ミーハーに女子にキャーキャー言われることには慣れていたが、こんなふうに一対一で、「告白」という形で思いをぶつけてこられることは初めてだったからだ。

「入試のとき、わたし消しゴム忘れてしまって困っていたら、榎くんが消しゴムを半分切って分けてくれました。覚えてますか？」

「い、いや……誰だれかに消しゴムを半分やったのは覚えてるけど、おまえだったかどうかは……俺おれも試験でテンパってたし」

「わたしは覚えてます。すごくうれしかった……あのときの消しゴムの残り、まだ大切に取ってあるんです。それに合格発表のとき、わたし背が低くて、張り出された紙の前に背の高い男子が人垣になってたからなかなか見られなくて、そのとき榎えのきくんが声をかけてくれたんです。『何番だ、良かったら見てやる』って……そして、わざわざ人垣の中をかき分けて、見に行ってくれたんです」

「……それも覚えてねえな。石いわ那なの番号を見てやったら他ほかの女子何人かに頼まれたんで、その勢いだったのかもな」

「わたしは覚えてます。榎くん、汗だくになって戻ってきて、わたしに言ってくれたんです。『おまえ合格してたぜ。俺も合格したから、四月から同じ学校に通えるな』って……どんなお祝いのことばよりうれしかったんです」

「べ。別にふつうのあいさつだと思うけどな」

「でもわたしはうれしかったんです。榎くんが言ってくれたから、うれしかった……」

　文ふ月づきはそう言って、小お角づぬの胸にしがみついた。小角はとまどって、文月を見下ろす。小こ柄がらな文月は、小角の胸より下ぐらいのところにしがみついていた。離れたところから見ているとそうでもないが、こうやってくっつくと、思っていた以上にずいぶん小さいな、と感じた。ふわふわした髪が小角の腕にふれるのが、くすぐったいような、心地良いような、不思議な感触だった。彼女の体からは、清潔な石せつ鹸けんの香りがしていた。

「榎くん。わたし、榎くんと離れたくありません。ずっと榎くんのそばにいたい、榎くんといっしょに勉強して、榎くんといっしょに卒業したい。わたし、わたし榎くんのことが好きです……！」

　文月の目から涙がぽろぽろこぼれ落ちた。こういう状況に慣れていない小角は、どうすればいいのか困惑してしまう。暗い水平線の上には次々に花火が上がって、海面をさまざまな色に照らしていた。

　文月はしばらく小角の胸で泣いてから、少し気が落ちついたのか、涙をぬぐった。小角は心配そうにたずねた。

「おい、だいじょうぶか？」

「すみません……だいじょうぶです」

　文月は手の甲で涙をぬぐっていた。小角はあわててズボンのポケットを探ったが、出てきたのはグシャグシャのしわくちゃになったハンカチだった。小角は見なかったふりをして、黙ってそれをポケットに戻した。

　文ふ月づきはまだまっ赤な目をしていたが、少しふっ切れたようすで、小お角づぬを見上げて笑顔を見せた。

「ごめんなさい、急に変なこと言ったり泣いたりして、びっくりしませんでした？」

「ま。まあ、少しは驚いたけどな」

「聞いてくれてありがとうございます。これで、胸につかえてたものがスッとしました」

「そ、それで……俺おれは、その、返事をしなくちゃいけないわけかな」

　小角はとまどって、文月に言った。文月は小角の目をじっと見つめる。

「無理にとは言いませんけど、もし聞かせてくださるなら、うれしいです」

「そうは言っても俺、おまえのこと全然知らないし……知らないやつのこと、いくら俺を好きだって言ってくれても、いきなり好きにはなれねえよ。ごめんな」

　小角は文月に真しん摯しに答えた。文月は一瞬、ハッとして小角を見つめた。でも、すぐにうれしそうにほほえんで言った。

「榎えのきくんって、やっぱり優しい人ですね」

「えっ？　こ、断ったのに怒らないのかよ」

　小角は意外な文月の返事にとまどった。女子の複雑怪奇な思考回路は、まだ子供な小角には今ひとつ理解しきれない。

「だって、好きじゃないならはっきり正直に、そう言ってくれるんですもの。好きでもないのに、取りあえず女の子をキープしておくような男の子よりもずっと、女の子のことを大切に考えてくれてるって思います」

「そ、そうか？　それ本心かよ、内心ショック受けてて、あとでスンスン泣いたりしねえだろうな？」

　小角は不安そうにたずねた。文月はさばさばした表情で、首を横に振った。

「たしかに期待もしてたんですけど、でもだめだろうってことはわかってたんです。だってわたし榎くんが言ったように、今までちっとも榎くんのこと好きだってアピールすることもなくじっと陰から見てただけで、急に告白したってピンと来ないに決まってるってことはわかってたし……それにたとえ榎くんがうんって言ってくれても、北ほつ海かい道どうに行っちゃうし。榎くんはすてきだから、すぐに他ほかの女の子がアプローチしてくるだろうから、独占なんてできない、遠距離恋愛なんか無理だってこともわかってたし……だけどせめて、気持ちだけは伝えたかったんです。聞いてくれてほんとにありがとうございました、この夏休みのこと、わたしきっと一生忘れません」

　文月はぺこりと頭を下げて、それから、体操服の下に隠していた小さな箱を取り出した。

「あれっ。その箱……」

　小角は彼女が持っている箱に見覚えがあった。渋しぶ谷やでからまれていた文月を助けたときに彼女の手から落ちた、包装紙とリボンで包まれた五センチ角ぐらいの小さな箱だった。

「覚えててくださったんですか？」

　文ふ月づきは少しうれしそうに目を輝かせた。

「あの日、孤島実習が最後のチャンスだと思って、榎えのきくんのためにこれを渋しぶ谷やに買いに行ってたんです。まさかそこで榎くんに助けてもらえるなんて思ってもなかったんですけど……良かったら、もらってください」

　文月は小お角づぬの前に箱をさし出した。小角は困惑しながら、それを手にとった。

「い、いいのかよ？　俺おれ、断ったのに……」

「別に見返りが欲しくて買ったわけじゃないんです。人を好きになるってそういうものじゃないじゃないですか。これはわたしの気持ちなんです、今まで幸せな気持ちにさせてくれた榎くんへのお礼です」

　文月にそう言われて、小角はおずおずと包装紙を手でむいた。中からは、半分に割れた銀色の、ハート型のペンダントが出てきた。小角は呆ぼう然ぜんとして、それを見つめる。

「こ。これって……」

「あっ。わたしがもう片方、持ってるんです」

　文月はうれしそうにいそいそと、自分の首にかけていた銀の鎖を引っぱった。先には、やはり欠けた銀色のハートがついている。

「ほら。こうすればハートがひとつに」

「っていうか、おまえこれ、百パーセント俺がＯＫ出す予定で買ってただろ」

　小角はあきれて文月に言った。文月は恥ずかしそうに、肩をすぼめた。

「す、すみません……だってプレゼントを選んでるうちに、舞い上がっちゃって……」

「まあいいよ。いちおうもらっとく、ありがとな……それにしてもよくこんなベタなグッズが、イケてる若者の町渋谷に売ってたもんだな」

　小角はペンダントの箱を、ズボンのポケットにねじこむ。

「そうだ、おまえが北ほつ海かい道どうで彼氏でもできたら手紙でもくれよ。そしたら送り返してやるからさ……こういうの他ほかのやつが持ってると、男って嫌なもんだろ？」

「手紙？　……じゃ、引っ越しても文通してくださるんですかっ？」

　文月は目を輝かせて言った。小角は軽くほほえんで、うなずいた。

「だって転校してすぐだと、いろいろ心細いもんだろ。式神とも別れなくちゃいけないんだし、ひとりぼっちになっちまうもんな。何か心配ごとでもあったら遠慮なく相談してこいよ、なんだかんだ言ってもクラスメイトだからな」

「うれしい！　榎くんの彼女じゃなくても、メル友なだけでじゅうぶんうれしいです！」

　文月は子犬のように喜んで、小角を見上げた。小角は困って、言いにくそうに唇をゆがめる。

「っていうか……俺は貧乏だからメールとかケータイとか持ってねえから、アナログにペンフレンドのほうがありがたいんだけどな」

　今どきペンフレンドなるものが日本に存在するのかどうか、小お角づぬ自身もいささか怪しみながら、そう言った。文ふ月づきは感動して、潤うるんだ目で小角を見つめた。

「榎えのきくんって、ほんとに友達思いなんですね。孤島実習中もそうだったし、わたしだけに優しいっていうんじゃなくて、みんなに優しくて、だからみんなの人気者なんですよね。やっぱり榎くんって、独占しちゃいけない人なのかも知れないです」

「おい。何かそれ、変なフィルターかかってねえか？　俺おれは別に、そんな人格者じゃねえよ」

　小角は誉ほめられすぎて、赤くなった。文月はそんな小角をますます好きになって、ほほえんだ。

「榎くん、だけどひとつだけわがままを聞いてください。最後の夜だから、勇気をふるって告白したごほうびに、花火が終わるまでここでいっしょにいてくれますか？」

「ま、まあ、俺も花火見たいしな」

「じゃあ、腕を組ませてください。一生の思い出にしたいんです」

　文月は小角の腕に腕をからめると、ぴったりと身を寄せて、幸せそうに小角に頭をくっつけた。もう振られているのにこんなにうれしそうに一生の思い出だなんて、女子の考えることはやっぱりわからない……と、小角は思ったが、文月がそれで気が済むのならと言われるがままにした。



　花火は次々に上がったが、やがて、ひときわ華やかなスターマインが上がったあと、フッと消えた。激しい花火の音がやんで、あたりにはふたたび潮しお騒さいの音だけが聞こえていた。

「あっ……終わってしまったんでしょうか」

　幸せな夢から覚めたときのように、文月は寂しげに言った。小角は水平線の彼方かなたに目をこらして言った。

「いや、いくらなんでも十五分ぐらいでは終わらねえよ。花火ってのはいくつかのポイントを動かしながら発射するから、たぶん今はインターバルだぜ」

「じゃあ、もう少しこうしていられるんですね」

　文月はふたたび、小角の腕を大切そうに腕で抱いて身を寄せ、目を閉じた。

　だがそのとき、花火の音がやんだ静せい寂じやくの中で、小角は奇妙な物音に気づいた。

「……おい。何か変な音が聞こえねえか？」

　小角は真剣な表情になって、文月にたずねた。文月はきょとんとして、首を横に振る。

「いいえ？　キャンプファイヤーの音なら、遠くから聞こえますけど……」

「そうじゃねえ。何だか嵐あらしの風の音みたいな、うねるような音だ。方角も、逆方向だぜ」

「それじゃ風の音か潮しお騒さいじゃないんですか？」

「そうかも知れねえけど、何か嫌な胸騒ぎがするんだ。ちょっと見に行ってくる」

　小お角づぬは文ふ月づきから離れて歩きだした。文月があわてて、小角の後ろから追いすがってくる。

「ま、待ってください、榎えのきくん！　わたしもついていきます！」

「けっこう歩くかも知れねえぜ」

「だって最後の夜ですもの、一秒でも長く榎くんといっしょにいたいんです！」

　文月は小角の腕にしがみついた。小角は軽くため息をついた。

「仕方ねえな。ついてきてもいいけど、足もと気をつけろよ」

　二人は島の反対がわに向かって、海岸を歩きはじめた。嵐あらしのような音は、だんだん近づいてくる。文月は不安になってきて、小角にぴったりとくっついた。

「榎くんが言った通りです。何だかものすごい音が聞こえてます」

「そう言えばこの島に渡ってくるとき、人魚だか魔物だかが住んでるとかって聞いたな。もしかしてほんとだったのか……？」

　小角は無意識に、文月をかばうように前に立って歩きはじめる。文月も小角の背中にしがみついて、こわごわついてきた。



　やがて岩場を越えたとき、小角は信じられない光景を見て思わず絶句した。

　天てん灯とう鬼きと竜りゆう灯とう鬼き……宙に浮かぶ妖よう艶えんな二匹の鬼が、東日流つがるの体を持ち上げて笑っていた。東日流は体じゅう火傷やけどだらけで、あちこちに牙きばで噛かまれたり爪つめで裂かれたような傷もでき、血にまみれていた。気を失っているようすだったが、それでも闘志だけはまだ保っているかのように、五ご鈷こをしっかりと握りしめていた。

「オホホホホ、また気を失ってしまいましたわ。かわいいぼうやですこと」

「昼間からずっといたぶっているのですもの、無理もありませんわ。ふつうの人間ならとっくにあきらめて、殺してくれと泣きわめいているところですわよ」

「そんなにあの人魚を助けたいのですかしら？　男の純情ですわねえ、ますますおいしそうに見えてきますわ」

　天灯鬼が味見をするように、東日流の首すじに赤い舌を這はわせてぺろりと舌なめずりをした。

「うーん、何とも言えず美味ですわ。この下にある頚けい動どう脈みやくには、温かいまっ赤な血が流れていますのね……命あるかぎりいたぶれという夜や摩まさまのご命令ですが、これ以上のおあずけは辛抱しかねますわ」

　たまらず天灯鬼は牙をむき出し、東日流の首に噛みつこうとした。

「危ねえ！」とっさに小角は右手を上げて、手のひらから渦うず巻まく炎を放った。

「神火火出見カムホホデミ！」

　らせんを描いてうねり飛ぶまっ赤な炎が空中の天てん灯とう鬼きを直撃した。

「あっ！」

　天灯鬼は炎に包まれて、東日流つがるを手放した。東日流はそのまま海面に落下する。海上には岩がゴツゴツと突き出していた。文ふ月づきが悲鳴を上げた。

「ぶつかるわ！」

「任せとけ。神志那津カムシナツ！」

　小お角づぬは風の呪じゆ言げんを唱えた。ことばは渦うず巻まく風となり、東日流をクッションのように抱きこんで、そのまま小角たちのもとに運んできた。

　風のクッションの上に落ちた衝撃で、東日流は気づいた。地面に下ろされた東日流は、驚いたように小角を見た。なぜ小角がここにいるのか……と聞きたそうな目をしていたが、よほどダメージがひどいのか、声も出せないようすだった。

「ひどい怪け我が……！」

　文月は心配そうに東日流を見下ろした。小角も東日流がここまでやられているのを目まの当あたりにして、敵の強さのほどを察し、戦せん慄りつをおぼえて息をのんだ。

「瞑めい想そうしてたにしちゃ、傷だらけだな。まあいいか、あいつら敵、おまえは大怪我、俺おれは助すけ太だ刀ち。理屈は単純明快だぜ」

　小角は戦う決意を固めてこぶしを握ると、文月のほうを振りかえった。

「おい、星ほし祭まつり」

「はっ、はいっ！」

　血まみれの東日流や今まで遭そう遇ぐうしたこともない事件を前にして呆ぼう然ぜんとしていた文月は、ビクッとして返事をした。小角はそんな文月の目をじっと見つめて言った。

「巻きこんじまって悪いが、みんなのところに走って助けを呼んできてくれ。俺はこいつらの相手をしとくから」

「で、でも榎えのきくん！　何だか強そうですよ、みんなで逃げたほうがいいんじゃありませんか？　わたし、榎くんを放って行くなんてできません！」

「逃げたって背中から攻撃されるのが落ちだぜ。頼むから行ってくれ、この島じゃ携帯も通じねえし、東日流は大怪我してるし、おまえしか頼れねえんだよ！」

　小角は文月の両肩をしっかと掴つかんで、真剣な目で言った。文月はあまりにも非日常的な展開にしばらく気持ちの整理がついていなかったが、やがて覚悟を決めて、こくりとうなずいた。

「わ、わかりました。わたし、走ります！」

「気をつけろよ、急げ！」

　小角のことばと同時に、文月はもと来た道を駆け戻りはじめた。天灯鬼が体にまとわりつく炎を払い落としながら、地上にいる小角にキッと目を向ける。

「愚おろかですわね、天灯鬼であるこのあたくしに炎の呪言など効果ありませんわよ」

「またもうひとり、きれいな少年が来たではありませんか。わたくし、ますますおなかがすいてきましたわ」

　竜りゆう灯とう鬼きとともに、彼女に巻きつく竜も舌なめずりをした。東日流つがるは苦しげに胸を波打たせて息をしながら、必死に声をしぼり出して小お角づぬに言った。

「気をつけろ、小角……やつらは強い」

「かもな。でも、俺おれのほうがもっと強いぜ」

　小角は不敵に笑って言った。東日流はあきれた目を小角に向け、つきあいきれないとでも言うように深いため息をついた。

　そのとき、クルーザーの上からのんびり双眼鏡で観戦していた夜や摩まが鋭するどい声でどなった。

「天てん灯とう鬼き、竜灯鬼、何をしているのです！　ひとり逃がしましたよ、追いなさい！」

「ひとり？」

　天灯鬼がハッと地上に視線を走らせる。砂浜を、ひたすらに走っていく文ふ月づきの背中が見えた。

「いましたわ、あの娘ですわね！」

　天灯鬼は文月を追った。小角があわてて、天灯鬼に向けて九く字じを切る。

「行かせるか！　臨りん・兵ぴよう・闘とう・者しや・皆かい・陣じん・列れつ・在ざい・前ぜん！」

　小角の指から生み出された黄金の格こう子しが飛んだ。そのとき、クルーザーの上の夜摩が九字を打ち消す密みつ呪じゆを唱えた。

「オン・キリキャラ・ハラハラ・フタラン・バソツ・ソワカ！」

　黄金の格子は一瞬にして消え去る。小角は沖に浮かぶクルーザーにハッと目を向けた。

「ちっ、遠隔攻撃かよ」

「やつは真しん言ごん師しだ……閻えん魔まの密呪を使うぞ、用心しろ……！」

　傷ついた体を、それでも必死に起こそうとしながら、東日流がうめくように言った。真言師とは、密呪を操る人間のことだ。

「ふん。閻魔だろうがエンマコオロギだろうが、俺さまにかかればひとひねりだぜ」

　敵が強そうなら強そうなほど、小角の闘志はますます燃えるようだった。その彼の前に、竜灯鬼が舞い降りた。

「ホホホ……今夜のディナーは美少年の盛り合わせになりそうですわね。火か生しよう三さん昧まい！」

　竜の口から、ゴオオッとすさまじい音を立てて青い炎が吐き出された。まるで火炎放射器のようだ。先ほど砂浜で聞いた嵐あらしのような音は、これだったのだと小角は思った。

「神志那津カムシナツ！」

　小角は風神の呪じゆ言げんを唱えた。もともと火火出見ホホデミは単独の敵を倒す呪言、志那津シナツはカマイタチをふくんだつむじ風で複数の敵を同時に攻撃する呪言だ。渦うず巻く風が竜灯鬼に襲いかかり、竜が吐いた青い炎を巻きこんで大きくカーブを描くと、文ふ月づきを追っている天てん灯とう鬼きの背を追った。

「ちっ。しつこいぼうやは嫌いですわよ」

　天灯鬼は飛びながらくるりと前転するように後ろを向き、左手の灯とう篭ろうから炎を放った。

「火か生しよう三さん昧まい！」

　天灯鬼の赤い炎は青い炎混じりの竜巻の中心に叩たたきこまれた。高熱の炎が中心に割りこんできたことで中心部の空気が急激に膨張し、竜巻は急にぶわっと膨らんだかと思うと、

「ボカーン！」

　と、激しい爆音を立てて弾はじけ散ってしまった。すさまじい爆風にあおられて、軽い文月が吹き飛ばされた。

「きゃああ！」

　文月は砂浜にうつ伏せに倒れた。あわてて立ち上がろうとするが、足がズキッと痛んで動けない。

「うっ……！」

　文月は月明かりの中、おそるおそる足を見た。両ひざをすりむいて、まっ赤な血が流れ出していた。血を見るだけで文月は卒そつ倒とうしてしまいそうだったが、振りかえれば天灯鬼が追ってきている。

「オホホホホッ、あたくしからは逃げられませんわよ！　火生三昧！」

　天灯鬼の左手の灯篭から炎のかたまりが、爆弾のように放たれた。文月はあわてて立ち上がり、痛い足を引きずって逃げる。間一髪、先ほどまで文月が倒れていた場所に炎のかたまりが直撃した。爆発するように砂が吹き飛んで、直系十メートルものクレーターを作った。

「はあっ、はあっ、はあっ」

　文月はよろめきながら、必死に走る。足は痛かったが、逃げなくてはならなかった。

　殺されることへの恐怖もあった。だがそれ以上に、自分が走らなくては、小お角づぬが死んでしまうと思った。

（榎えのきくんが今頼れるのは、わたしだけ……わたしが走って助けを呼ばなくちゃ、榎くんは死んでしまう。わたしなんかでも榎くんのために役に立てるときが来たんだもの、がんばって走らなくちゃ……！）

　悲壮な決意で文月は走った。だが、天灯鬼は冷酷に次の攻撃を放つ。

「死ぬがいいですわ！　火生三昧！」

　炎の爆弾が、文月に向けて叩きつけられた。文月がもろに攻撃を受けるかと思われたそのとき、突然、文月の髪にくっついていた胡こ蝶ちようがひらりと舞い上がった。

「あっ……胡蝶！」

　文ふ月づきは驚いて振りかえる。胡こ蝶ちようは数度羽ばたくと、羽の広さ六畳ほどに巨大化した。夜の闇やみの中に虹にじ色いろの透きとおった巨大な蝶ちようが浮かんでいる姿は、幻のようだった。

　一瞬立ち止まった文月に向けて、胡蝶は触覚をわずかに動かした。行け、と言っているようだった。

「こ、胡蝶……気をつけて！」

　文月は胸を引き裂かれるような気持ちで、ふたたび必死に走り出した。胡蝶は低級な式神にすぎないが、入学してからというもの、いつも文月といっしょにいてくれる一番の親友だった。何も言わないが文月のことを、いつも案じてくれていた。

「薄汚い蟲むしめ。あたくしに勝てると思っていますの？」

　天てん灯とう鬼きは残忍な笑みを浮かべて、左手のひらを胡蝶に向けた。胡蝶は緊張したように、ストローのような口をキュッとかたく巻き、羽を震ふるわせた。

　文月は走った。親友である胡蝶への思いや、大好きな小お角づぬへの思いや、さまざまなものが胸の中に渦うず巻まいていた。しかし、今の自分にできるのは、ただ走ることだけだった。

　ひざから流れる血は、いつの間にか気にならなくなっていた。星ほし祭まつり文ふ月づきの夏休みは、今まで体験したこともない、とんでもないものになろうとしていた。



    

  
    
      



    

  
    
      


五章　とにかく外げ道どうはブッつぶす～榎えのき小お角づぬの夏休み





　文ふ月づきは必死に走って、ようやくキャンプに戻ってきた。

「先生！　天あま野の先生！」

　文月は大声で叫さけぶ。キャンプファイヤーを楽しんでいた生徒たちは、ただならぬそのようすにどよめいてフォークダンスをやめた。

　文月は両ひざから血を流し、全速力で走ってきたため髪は乱れ、息も絶えだえになっていた。そんな彼女を見て、天野は驚いて駆けよってきた。

「星ほし祭まつり、どうした！」

「せ、先生……榎くんと諫いさ早はやさんが、大変なんです！」

　文月は倒れこみながら天野にうったえた。天野は振りかえり、そこにいた薬やく師しと顔を見合わせた。薬師は、こくりとうなずいた。



　一方、小角を相手に炎の攻撃が効かないと知った竜りゆう灯とう鬼きは、攻め方を変えてきた。

「竜りゆう攘じよう！」

　鋭するどく叫ぶと同時に、彼女の体に巻きついていた竜が東日流つがるに向かって伸びてきた。

「させるか、この阿あ魔まっ！」

　小角は竜に向かって九く字じを切ろうとして、竜灯鬼に背を向けた。その瞬間、何かが小角の首にシュルッと巻きついた。

「うっ？」

「小角！」

　東日流は五ご鈷こを握ったが間に合わない。小角の首に巻きついているのは、竜灯鬼の長い黒髪だった。黒髪は蛇へびのようにうねりながら、小角を宙高く持ち上げた。

「ぐうっ……！」

　首を吊つられた状態になって、小角は足をバタバタさせた。竜灯鬼は高らかに笑った。

「オホホホホッ！　竜に気を取られて油断いたしましたわね」

　小角は髪をほどこうとするが、その両手も黒髪に縛られて自由を奪われてしまう。志那津シナツの呪じゆ文もんでかまいたちを起こそうとしても、のどを絞しめられて声が出せず、呪じゆ言げんをつむげない。ことばのかわりに、小角の口から白い泡がわいた。

　東日流は何とか小角を救おうとして、金こん剛ごうの呪言を唱えた。

「……伐闍羅ばさら！」

　だが、五鈷からつむがれる黄金の刃やいばは一メートルも伸びないうちに、切れかけの電池をつないだ電球のように弱々しく点滅し、消え去ってしまった。長い戦いの末に、霊力が消耗してしまったのだ。

「くそっ……！」

　金こん剛ごうの呪じゆ言げんが使えなければ、上空の小お角づぬを援護できない。東日流つがるは悔しげに顔をゆがめ、吊つり上げられている小角を見上げた。小角は、地上十メートルもの高みにぶら下げられていた。

「ホホホ……獲物をじわじわと絞しめ殺す瞬間が、わたくしは一番好きですの。必死に生に執着する苦しげな表情が最期の一瞬あきらめに変わり、死の安息の中に堕おちていくその瞬間がね」

　小角の唇がわずかに動いた。彼の性格からして、明らかに竜りゆう灯とう鬼きのことを口ぎたなくののしっているのだったが、そのことばは声にはならなかった。

　クルーザーの上で、夜や摩まはワイングラスの中の澪みおにねっとりした声をかけた。

「うふふ……竜灯鬼もわたしに勝るとも劣おとらぬ耽たん美びの探求者ですからねえ。どういう殺しかたをしてくれるのか、参考になります。あの少年の次は、いよいよ白髪の少年を殺してさしあげますよ」

「みゅう……！」澪は水晶玉の中で悲しげに顔を覆い、涙を流した。

「小角……！」

　地上で見上げる東日流は、どうする術もなく唇をかんでいた。



　そのころ、天てん灯とう鬼きの前に立ちはだかっていた胡こ蝶ちようは、ふるふると羽を震ふるわせながら天灯鬼の周囲をぐるぐる飛び回った。きらきら光る虹にじ色いろの鱗りん粉ぷんが空中にただよう。天灯鬼はイライラしたようすで、胡蝶を目で追った。

「うっとうしい蟲むしですわね、何の攻撃力も無いくせに時間かせぎをするつもりですの？」

　昆虫だけに、胡蝶にはまったく表情がない。それがますます天灯鬼を苛いら立だたせた。

「おまえごとき低級の式神にかかずらっている暇ひまはありませんわ。火か生しよう三さん昧まい！」

　天灯鬼は左手の灯とう篭ろうから炎を吹き出し、胡蝶を狙ねらった。胡蝶のスピードでは避けられない。炎の直撃を受けて、虹色の羽が燃えあがった。

「ギギギ……！」

　胡蝶は苦しげにのたうち、羽をばたばたさせて飛び回った。炎の蝶ちようを見て、天灯鬼は残忍な笑い声を立てた。

「ホホホホホ、しょせん神格が違いますわ！　おまえたち下級の式神も地ち霊れいも人間も、あたくしから見れば虫けらにすぎません。虫けらはひねりつぶされる運命なのですわよ！」

　だがそのとき、燃える胡蝶の炎が、空中に舞い散っていた鱗粉に引火した。

　炎は赤く燃えながら空中を走った。天灯鬼はギョッとして辺りを見回す。自分の周りに、ドーナツ状に鱗粉が浮いているのを見た瞬間、天灯鬼の表情は凍りついた。

「……虫けら……！」

　一瞬にして炎の輪が天てん灯とう鬼きを取りかこみ、次の瞬間、巨大なオレンジ色の炎の球となった。

「ドゴオオオッ！」

　すさまじい爆音が地上を揺るがし、爆風が木々をなぎ倒した。空気中に浮かんだ鱗りん粉ぷんに引火した炎が、粉ふん塵じん爆発を起こしたのだ。

　竜りゆう灯とう鬼きに絞しめ上げられていた小お角づぬは意識を失いかけていたが、その炎を見てハッと意識を戻した。竜灯鬼は愕がく然ぜんとして、叫さけんだ。

「天灯鬼！」

　炎の球は、やがて花火のように闇やみに溶けて消えていった。ひらひらと、虹にじ色いろの羽の切れ端が一枚、小角の顔の前に飛んできた。

（胡こ蝶ちようか……？）

「天灯鬼！　天灯鬼！」

　竜灯鬼は闇に向かって必死に呼んだが、返事は無かった。地上には、こなごなに砕けて散らばったような鬼火がちらちらと燃えている。竜灯鬼の美しい顔が憎ぞう悪おにゆがんだ。

「……よくもやりましたわね、死ぬがよろしいわ！」

　怒り狂った竜灯鬼は、黒髪をからみつかせた小角の両腕と首を力まかせに引っぱった。小角の関節がギシギシときしみ、首の骨は今にも砕かれそうだった。

　もうだめかと思ったそのとき、東日流つがるがハッと思いついた。

「……そうだ！」

　東日流は以前、土つち蜘ぐ蛛もの長おさである巫ふ蠱こを倒したときのことを思い出して、五ご鈷こを投げ上げた。

「小角っ、受け取れ！」

　五鈷はまっすぐに小角の手に向かって飛ぶ。小角は手のひらを開き、五鈷をパシッと受け取った。彼にも、その意味がわかっていた。竜灯鬼がハッとした瞬間、東日流は呪じゆ言げんを唱えた。

「南な無む遍へん照じよう金こん剛ごう！」

　小角が握る五鈷から銀色の光の剣が伸びると、竜灯鬼が体に巻まきつける竜の口を貫通し、彼女の頭上の灯とう篭ろうに突き刺さった。

「ぎゃあああ！」

　竜灯鬼は恐ろしい悲鳴を上げて、大きく体をのけぞらせた。割れた灯篭から四方八方に吹き出す青い炎が天をなめ、彼女の全身を包みこむ。竜灯鬼は青い炎のかたまりと化し、自らの炎の中で焼きつくされていった。

　解放された小角は落下した。風の呪言を唱えようとするが、竜灯鬼にのどを絞め上げられたせいで、苦しくて声を出せない。そのうちにも、地面はどんどん近づいてくる。東日流つがるは残された霊力をふりしぼって、風の密みつ呪じゆを唱えた。

「吽ウン！」

　風が小お角づぬの体を一度、下から吹き上げた。霊力はそこで尽き、東日流は崩れるように倒れこむ。小角を支える風も消えてしまったが、一度落下速度を相そう殺さいされた小角は、二メートルほどの高さから砂に落ちたため、ほとんどダメージを受けなかった。

「ゲホゲホ、ゴホッ！」

　竜りゆう灯とう鬼きに絞しめられた小角の首には、くっきりと赤い跡がついていた。咳せきこむ小角に、東日流は弱々しく目を向ける。

「すまん、小角。巻きこんでしまったな……」

「何だよ、遠慮すんなって。クラスメイトだろうが」

　小角はまだ息がととのわず、ぜいぜい言いながら答えた。東日流は驚き、目を見開く。

「クラスメイト？　……それだけの理由でおまえは、他人のために命をかけて戦えるというのか……？」

「っていうか、クラスメイトだからでなきゃ、誰だれが個人的理由でおまえみたいなかわいげのねえやつ助けるかよ。とにかく外げ道どうはブッつぶす、そいつが俺おれの流儀だぜ」

　小角は相変わらずの憎まれ口を叩たたいた。東日流は理解しがたいように、小角を見つめていた。

　そのとき、

「オン・エンマヤ・ソワカ！」

　夜や摩まの鋭するどい声とともに、海から黒い闇やみが飛んできた。闇は渦うずを巻いて、小角たちを狙ねらう。

「おっと、もう一人いたのを忘れてたぜ」

　小角は動けない東日流をかばって、闇に立ち向かう。

「神火火出見カムホホデミ！」

　右手に渦巻く炎を、小角は闇に向かって叩きつけた。闇は炎を包みこみ、炎は闇を吹き散らそうとする。

「行け！」

　小角はさらに霊力を強めて炎を放った。炎はじょじょに闇を押しのけ、まるでジッパーを開くように引き裂いて進んでいく。

　クルーザーの上で、ワイングラスを片手に闇の術を放っていた夜摩は、ぴくりと眉まゆを動かした。

「……こいつも、ガキのくせになかなかの術者のようですね。この島は無人島だったはずなのに、いったいこいつらは何者で、どこから来たのでしょうか？　おかげで、あのお方にたまわった貴重な式神を二体も失ってしまいましたよ」

　夜や摩まは、澪みおを閉じこめた水晶玉を入れたワイングラスを甲かん板ぱんのテーブルの上に置いた。澪は不安そうに夜摩を見つめて叫さけぶ。

「みゅう、みゅうっ！」

「ふん。下等な地ち霊れいのぶんざいで、わたしがこれから何をするのかわかるようですね。見ていらっしゃい、あのお方にさずかった密みつ呪じゆの威力をお目にかけますよ」

　夜摩は闇やみを放つ片手に、もう片手を添えて精神を集中し、閻えん魔まの密呪を叫んだ。

「ノウマク・サマンダ・ボダナン・エンマヤ・ソワカ！」

　闇はゴオッと音を立てて膨れあがった。小お角づぬの炎は一瞬にして消え去り、彼は闇に包まれた。

　闇の中に、白い影が見えた。ゆらゆらと揺れる少年の姿はまぎれもなく、彼が倒した土つち蜘ぐ蛛もの長おさ、巫ふ蠱このものだった。小角はギョッとする。

「ふ……巫蠱？　ど、どうしてここに？」

『どうしてここに、じゃと……？』

　巫蠱は、憎ぞう悪おをこめて小角をにらみつけた。小角は蛇へびににらまれた蛙かえるのようにその視線に射すくめられて、身動きができなくなった。

『そうじゃろう。吾われはそなたに殺されたはず、この世に存在しないはずなのじゃからな。拾われ育てられた恩も忘れて、よくもこの吾を……』

　巫蠱の表情は怒りに青ざめ、宙をただようようにゆっくりと小角に近づいてくる。白い髪が炎のように揺れていた。小角は頼りなげにぶるぶると震ふるえながら、巫蠱が近づいてくるのを嫌がるように顔を左右に振った。

「ち、違う。恩を忘れたわけじゃない、俺おれはただ……！」

『そなたが吾を殺したのじゃ、小角』

　巫蠱はそむけようとする小角の顔を、鋭するどい爪つめの生えた手で強く掴つかんで自分のほうに向かせた。小角はビクッとして、泣きそうな目で巫蠱を見上げる。その表情は、お化けに怯おびえる子供のようだった。

「ゆ、許してくれ、巫蠱。お願いだから、許してくれ」

『許せぬ、小角。よくも吾を……この吾を……』

　巫蠱の爪は鋭く伸びて、小角の腕をつらぬいた。

「わああっ！」

　小角は悲鳴を上げた。逃げようとしてもがくが、悪夢の中にいるかのように、体の自由がきかない。まるで手足に見えない枷かせがかけられているかのようだ。どうすることもできない小角は、巫蠱に哀願した。

「悪かったよ、謝るから……」

　まるで巫蠱に育てられた幼い子供のころに戻ったかのように、今の小角は無力だった。だが巫ふ蠱この目は冷たく、みじんの同情もあらわさなかった。

『詫わびたいのならば、その命で償つぐなえ。吾われが救った、そなたの命でのう……』

　巫蠱の爪つめは、小お角づぬの脇わき腹をつらぬいた。

「うぐっ！」

　あまりの痛みに、小角は気が遠くなってきた。目がかすみ、視界が暗くなってくる。深い闇やみの中で、巫蠱の姿は邪悪にゆがんでいた。

『さあ……次はその心臓を引き裂いてくりょうぞ……』

　鋭するどい爪が小角の心臓を狙ねらった。小角はなすすべもなく、彼の爪につらぬかれるのをただ待つのみだった。心のどこかで、そうなっても仕方がない……というあきらめもあった。

「……これが当然の報いかも知れねえな。俺おれは、恩人であるおまえを殺しちまったんだから……」

　小角はうわごとのようにつぶやき、巫蠱を見つめた。

「いいよ……俺の命を取って気が済むなら持ってけよ。どうせおまえに助けられなきゃ無かった命なんだからな」

　そのことばを聞いても、巫蠱の表情はあくまで冷たく、まったく揺るがされることがなかった。小角は覚悟を決めて、目を閉じた。



　そのとき、闇の中から鋭い声が聞こえてきた。

「目を覚ませ、榎えのき！　それは悪夢だ、おまえの心の中に潜ひそむ影を映しただけの、ただの夢だ！」

　小角はハッと目を見開いた。その瞬間、目の前の巫蠱の姿は砕け散り、彼を包んでいた闇がパアッと明るくなった。

　小角は何が起こったのかすぐには理解できず、あわてて周囲を見回した。そこには、天あま野のが立っていた。薬やく師しは東日流つがるを抱き起こしてその胸に手を当て、気を送りこんでいた。小角は驚いて、天野に言った。

「先生！　ってことは星ほし祭まつりは無事にキャンプに着いたんだな、良かった」

「この状態でクラスメイトの心配とは余裕だな。おまえらしいと言えばおまえらしいが」

　天野はあきれたように笑った。そのとき小角は、さっき闇の中で聞こえた声が彼女のものだということに気づいた。

「先生が助けてくれたのか？」

「閻えん魔まの密みつ呪じゆにかかっていたようだったからな。悪夢の中で殺されれば、本当に死んでしまうのだ」

「ほんとかよ……やばかったぜ。それにしても嫌な夢見させやがって、あの外げ道どう！」

　小角は海の彼方かなたのクルーザーをにらんだ。気を取り戻した東日流は、弱々しい声をしぼり出して、天あま野のに言った。

「先生、やつは地ち霊れいを追い出し危険な土地を売りさばく無免許の魔ま法ほう建けん築ちく士しです。厳しく制限されているはずの凶悪な式神を所有し、俺おれたちを殺そうとしたのです」

「あら、探さぐ女め。ラッキーですわね、魔法建築士協会で問題になっていた例のモグリ問題の当人から事情を聞けそうですわよ」

　薬やく師しがまっ赤な唇をつややかに輝かせて、不敵に笑った。探女も腕組みをして、ニヤリと笑う。

「ふん……飛んで火に入る夏の虫だな」

「っていうか油断するなって、あいつマジで強いんだぜ！」

　小お角づぬが心配してうったえたが、二人は余裕の笑みを浮かべていた。

　クルーザーの上では夜や摩まが、悔しげに顔をゆがめて頭をかかえていた。

「くそっ、無人島のはずなのに、いったい何人出てくるのですっ？　しかしあのお方にさずかった密みつ呪じゆは無敵、一人残らず口封じしてさしあげますよ！　ノウマク・サマンダ・ボダナン・エンマヤ・ソワカ！」

　夜摩は渾こん身しんの霊力を振りしぼり、漆しつ黒こくの闇やみを放った。探女は余裕の笑みで、薬師に目を向ける。

「おまえがやるか、瑠る璃り子こ？」

「ええ。教師たるもの、たまには学生より数段えらいのだというところをガツンと見せておきませんとね」

　薬師は右手を手しゆ刀とうの形にしてクルーザーに向けると、薬やく師し如によ来らいの密呪を唱えた。

「オン・コロ・コロ・センダリ・マトギ・ソワカ！」

　とたんに手刀は青い光を放ち、レーザー砲のように闇を切り裂いた。闇は光に巻きついて消滅させようとしたが、光のエネルギーの強さに負けて千々に霧散した。

　夜摩はギョッとして、あわててクルーザーの操縦席に駆けこんだ。

「なっ、何なんですか、あの女たちは！　強すぎます！」

　クルーザーが動き出す。東日流つがるはハッとして、叫さけんだ。

「やつを止めてください、先生！　あのクルーザーの中には……！」

「ほう。おまえに物を頼まれるとは珍しいことだな、諫いさ早はや」

　天野は目を細めて東日流を見つめた。東日流は自分の心の中を見透かすようなその目から、思わず目をそらした。

「い、いえ。俺はただ……」

「恥じることはない。それでいいのだ、教師は生徒に頼られるために存在する。クラスメイトもだ。おまえは一人で何でもできるかも知れないが、しかしそれだけではどうにもならないことがあることが、これでわかったか？」

　天あま野ののことばに、東日流つがるはぎこちなくうなずく。

「……わかりました……」

「よし。これでようやく孤島実習は、百点満点をつけてやれるぞ」

　天野はほほえんだ。東日流は焦あせって、彼女を見上げる。

「そんなことより先生、早くやつを止めてください！」

「わたしが手をくだすまでもない。チームプレイというやつだ」

　天野は腕組みをしたまま言った。そのとき、漆しつ黒こくの夜空に幾筋もの光が走った。東日流はハッと顔を上げる。

「あれはっ？」

「っていうかスカイフィッシュが飛んでるぜっ？　あれって実在しないんじゃなかったのかよ！」

　小お角づぬは叫さけぶ。スカイフィッシュは体をくねらせながら、モケーレ・ムベンベは虹にじの尾を引きながら、チュパカブラは背ビレを使って飛んでいた。もちろん、白く輝く猫と黄金の九尾の狐きつねもいる。他ほかにも、クラスメイトが所有しているうち飛べる式神は全すべて出動していた。因幡いなばも気持ちだけは参加して必死にぱたぱたと羽ばたいているが、まったくスピードが出ていない。藻も臥ぶしの入にゆう内ない雀すずめといい勝負だ。

　小角が振りかえると、クラスメイトたちが大挙して押し寄せていた。先頭には、足を怪け我がしているので大おお柄がらな葛かつら城ぎに背負われながら、みんなをここまで案内してきた文ふ月づきがいた。石いわ那なと志し摩まも必死に走ってきたのか、息を切らしていた。

「小角、だいじょうぶ？」石那が心配そうにたずねる。

「東日流さまにこんな大怪我させるなんて許せませんわ！　スカイフィッシュ、悪党の体じゅうの血を吸っておやり！」

　佐さ保ほたちも怒りに震ふるえて、式神に命令した。東日流はクラス全員がわざわざやってきたことに驚いて、彼らを見回す。天野が言った。

「全員来る必要はないと言ったのだがな。要するに、みんなおまえをクラスメイトとして心配しているのだ」

「……俺おれはみんなを拒絶していたのに、ですか？」

「それが麗うるわしき友情というものだ、諫いさ早はや」

　天野のことばに、東日流はじっと黙りこんだ。



　クルーザーの上では式神たちが大暴れして、大騒ぎになっていた。

「よくもわたしの東日流さまを傷つけましたね！」

　狩かり衣ぎぬ姿の少年の姿に戻った亜あ彌びが、夜や摩まに向かって遠慮なく最高出力の呪じゆ言げんを放つ。

「狐狗狸狐コクリコ！」

　淡紅色の狐きつね火が飛んだ。夜や摩まは闇やみの密みつ呪じゆを盾にして、必死にそれをこらえる。

「オン・エンマヤ・ソワカ！」

「甘いにゃ、こいつにはそんなの通じないにゃよ！」

　少女の姿にもどった伽きや羅らが、夜摩にスカイフィッシュを投げつけた。五感を奪う闇の密呪だが、脳みそのほとんど無い下等生物には効果がない。スカイフィッシュは夜摩の肩にかじりついた。夜摩は悲鳴を上げた。

「うわーっ、血を吸ってるじゃないですか！　助けてください！」

「降参するまで許さないにゃ！　チュパカブラも行くにゃ！」

「チュイーッ！」

　チュパカブラが夜摩の足に噛かみついた。他ほかの式神たちも、よってたかって夜摩に取りついた。たまらず、夜摩は悲鳴を上げた。

「こ、降参します！　だから助けて！」

「よしっ、そんじゃおとなしくお縄につくにゃよ！」

　伽羅は甲かん板ぱんに置いてあったロープを持ってきて、夜摩をぐるぐる巻きに縛りあげた。亜あ彌びはへさきにやってきて、岸にいる東日流つがるたちに大声で呼びかけた。

「悪者は捕まえました！　これから岸へ連れていきます！」

「でかしたぞ。やつを魔ま法ほう建けん設せつ省しようへ突き出そう、これで無免許の魔法建けん築ちく士しについて情報が得られるな」

　天あま野のは満足そうにうなずいた。



　ところが、そのとき。

　海がざわざわと波立ったかと思うと、まっ赤に燃える炎が飛び出してきた。それは、粉ふん塵じん爆発に巻きこまれてぼろぼろに傷つき、全身の傷口から血のように炎を吹き出して、ふらふらしながらも恐ろしい憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうをした天てん灯とう鬼きだった。左手の灯とう篭ろうは粉々に割れて骨組みだけになり、赤い炎もほとんど消えかけていた。

「あいつ、まだ生きてやがったのか！」

　小お角づぬは叫さけぶ。天野は眉まゆをひそめた。

「いや、やつの霊力はほとんど消えかけている……なのになぜ、あれほどの力を発散しているのだ？　あれではすぐに消滅してしまうだろうに……」

　そのとき、天野はハッと気づいた。

「……まさか！」

　あわてて、彼女は天灯鬼を撃ち落とそうと印を結んだ。だが、間に合わなかった。

　天灯鬼はクルーザーの甲板に降り立った。伽羅は眉をひそめて身がまえる。

「もう一人いたにゃ！　何人でもやっつけてやるにゃよ！」

「あたくしにはもうその力は残っておりませんわ。ただ一人、地獄に連れていくだけの力しか……」

　低い声でつぶやいた天てん灯とう鬼きに、夜や摩まはギョッとして彼女を見上げ、悲鳴じみた声で哀願した。

「まっ、待ってください！　捕まっても決して組織のことはしゃべりません、誓います、だからどうか命だけはっ！」

「往おう生じよう際ぎわが悪いですわ。あなたもあたくしもしょせんはあのお方のコマのひとつ、全すべてはあのお方のために為なされねばならないと、最初にそう誓って覚悟はできているはず……」

「わっ、わたしはただ効率のいいお金儲もうけと美少女コレクションをしたかっただけです！　そんな大げさな覚悟をして組織に入ったわけじゃないんですっ！」

「誓いは誓い。あのお方に害を為すものは排除せねばならない……」

　天灯鬼の額の第三の目がカッと見開かれて黄金の光を放ち、体を包む炎がますます強く燃えあがる。左手の灯とう篭ろうの中の炎も、天をなめるように高く吹き上がった。それを見て、亜あ彌びがあわてて叫さけんだ。

「危ない、みなさん逃げてくださいっ！」

　とっさに式神たちはクルーザーから飛び出した。一瞬後のち、

「火か生しよう三さん昧まい！」

「ひぎゃあああっ！」

　天灯鬼の声と夜摩の悲鳴が聞こえ、クルーザーは巨大な赤い火の玉と化した。東日流つがるは驚いて、立ち上がった。

「澪みおっ！」

　大怪け我がをしていることすら忘れて、東日流は海に入ろうとした。小お角づぬがあわてて彼をはがいじめにし、必死に引き止める。

「バカっ、何する気だ！　そんな体で海に入って、死ぬ気かよ！」

「澪がまだ中にいるのだ、離せっ！」

　東日流はこぶしを握って、いきなり小角のみぞおちに埋めた。

「ごふっ！」

　小角は腹を押さえて、がくっとひざをついた。東日流は衰弱しきっていたのでその力は弱かったものの、きれいに急所に入ってしまったため、小角は息苦しそうに顔をゆがめて東日流をにらんだ。

「こ……この外げ道どう、何しやがんだ……」

　東日流は無視して、海に入る。天あま野のが彼を追ってきた。

「待てっ、諫いさ早はや！」

「止めないでください！」

　東日流つがるは振り向きざまに、天あま野のに向かって右手を突きだす。九く字じを放つつもりだ。天野もとっさに、攻撃を跳ね返すための呼谺ヨブコダマの呪じゆ言げんを唱えようとする。このままでは、どちらかが賽さいの目め切りになることは必至だ。小お角づぬは九字消しの密みつ呪じゆを唱えようとするが、まだ息がつまっていて声が出せない。

　絶体絶命のそのとき、志し摩まが比ころ禰ねを小脇わきにかかえて、叫さけんだ。

「ころねっと、発射！」

　比禰が吐き出した白い網状の糸が、東日流にからみついた。ねばねばした糸に体の自由を奪われ、東日流は九字を切れなくなってしまう。

「く、くそっ！」

「でかしたぞ、秋あき津つ！」

　天野はホッとした表情でそう言うと、海の中でうずくまっている東日流を引っぱってきた。東日流は絶望的な目で、海を振りかえる。血の気の失せた唇は澪みおの名を呼ぶ形に動くが、声はもはや出なかった。燃えあがる火の玉はどんどん膨らんで、何をしてももう手遅れであることは明白だった。

　膨張する火の玉は、必死に逃げる式神たちを追うように速度を増していた。

「きゃーっ、あちちちちにゃっ！」

　白い猫の姿になっていた伽きや羅らのしっぽに火がついた。

「止まってはいけません、伽羅さん！」

　黄金の九尾の狐きつねの姿になった亜あ彌びが、厳しい声で言った。式神たちは必死に飛んだ。やがて火の玉は膨張を止やめ、じょじょに収縮していった。

　式神たちは、無事岸に降り立った。飛ぶのが遅くて途中までしか進んでいなかった因幡いなばは、恥ずかしそうにぱたぱた羽ばたきながらＵターンしてきた。

「ふうっ、何とか助かりました」

　狩かり衣ぎぬ姿に戻って、亜彌は深く安あん堵どの息を吐いた。少女の姿に戻った伽羅は、目に涙をにじませて、先が焦げてしまったしっぽにふーふー息を吹きかけていた。

「伽羅はギリ助からなかったにゃよ」

「口封じ……か」

　海の上でめらめらと燃えているクルーザーの残ざん骸がいを見て、天野は眉まゆをひそめた。亜彌が天野に言った。

「最後にやつらが言っていました。組織がどうのとか、あのお方がどうのとか……」

「『あのお方』か。意味ありげに聞こえて、実はまったく役に立たない情報だな。とりあえず魔ま法ほう建けん設せつ省しようと魔法建けん築ちく士し協会に今回の事件を報告して、調査してもらうか……」

　天野は深いため息をつく。東日流は体にまとわりつく比禰の糸を、佐さ保ほたち四人組にていねいに外してもらっていたが、絶望のあまり黙りこんでしまっていた。

　小お角づぬは、東日流つがるに殴られたダメージがようやく癒いえてきて、ふうっと息を吐きながら立ち上がった。

「やれやれ、東日流の腐れド外げ道どうのせいで死ぬかと思った。ま、とりあえずは一件落着ってわけだな。星ほし祭まつり、おまえのおかげで助かったぜ」

　小角は、葛かつら城ぎに背負われていた文ふ月づきに目を向けてにっこり笑った。憧あこがれの小角からまっすぐな感謝を向けられた文月は、恥ずかしそうに頬ほおを赤らめた。

「い、いえ……お礼なら、わたしが逃げるのを助けてくれた胡こ蝶ちように言ってあげてください。胡蝶はどこですか？」

　文月の問いに、小角は一瞬とまどった。その表情を見て、文月もハッと察した。

「……そうですね、あの状況ですし……死んじゃったんですね。胡蝶はほんとに、いつでもわたしのことを心配してくれる、一番の親友だったんです……」

　文月の目から、ぽろぽろ涙が流れた。小角は胸を痛めて眉まゆを下げ、クラスメイトたちも辛つらい気持ちになった。

　そして東日流も涙を流していた。海の彼方かなたで燃える炎を見て、彼はまったく声もなく、ただ静かに涙を落としていた。気づいた小角が怪け訝げんそうにたずねた。

「どうしたんだよ、東日流。おまえも胡蝶に同情してるのか？」

「……放っておいてくれ」

　東日流は辛そうに、小角から目をそむけた。いつもの小角なら「せっかく心配してやってるのに」と噛かみついて東日流の反撃を待つところだが、彼があまりに落胆しているようすだったのでそれ以上干渉することをためらって、おとなしく黙った。

　海の上に、炎は静かに燃えていた。東日流は、澪みおが燃えていく炎だと思った。自分だけをじっと見つめていた無邪気な瞳ひとみは、もう無い。

（それとも本当に全すべては夢だったのか、浦うら島しまの玉手箱は開いてしまったのだろうか）

　翌朝には、島を離れなくてはならない。そこにはふたたび、今までと同じ現実が待っている。竜りゆう宮ぐう城じようの夢は終わったのだ。

　東日流は両手で顔を覆い、悲しみに肩を震ふるわせた。



　……そして、翌日。

「船が来たにゃ！」

　セーラー服姿の伽きや羅らがヤシの木の上に登って、大声で叫さけんだ。制服姿の生徒たちも、砂浜に立ってめいめい目をこらした。

　一週間前にこの島に来たときと同じ観光船がやってきた。潮しお焼やけした中年の船長が、来たときと同じように小さな手こぎボートを出して、岸まで迎えにきた。

「ゆうべ、なんだか島のほうから火の手が上がったという噂うわさがあったがだいじょうぶですかね？　警察では、花火を見まちがえただけではないかと言ってますが……」

　船長は天あま野のに心配そうにたずねた。天野は苦笑して、首を横に振った。

「まあ、いろいろです。三み笠かさ山やま島に戻ったら、電話をお借りできますか？　あちこち急いで連絡せねばならないところがありますので」

「あ、ああ。そりゃあかまいませんが……」

　奥歯に物のはさまったような言い方をする天野に、あまり追及してはいけないのだということを船長は察し、語尾をにごした。

　生徒たちはキャンプ道具やここで出たゴミ一式をかついで、次々に船に乗りこんだ。

「もう帰らなくちゃいけないのね。楽しかったのになあ……どうして楽しいことって、いつかは終わっちゃうのかしら？」

　石いわ那なはため息をついた。小お角づぬはあきれたように言った。

「おまえなあ、八月三十一日の小学生みたいなこと言ってんじゃねえよ」

「だって、東とう京きように帰ったら夏休みの宿題だの補習だの、現実が待ってるじゃない。ああ、ずっとこの島で暮らせたらなあ……」

　観光船が出発しても、石那は澪みお島じまに未練があるようすで、甲かん板ぱんでぐずぐずと管くだをまいていた。

　そのとき、近くにいた文ふ月づきがにっこり笑って石那に話しかけた。

「そんなふうに思うのは島にいる間にちゃんと思い出作りをしなかったからですよ、浅あさ間まさん。きちんと思い出作りをしておけば、どんなに遠く離れても寂しくはないんです」

　文月は両手を胸に置き、小角を見つめて頬ほおを赤らめ、ほほえんだ。彼女は怪け我がをした両ひざに包帯を巻まいていたが、それはまるで勲くん章しようのように誇ほこらしげに見えた。文月が北ほつ海かい道どうに行ってしまうことを知っている小角は、彼女を励ますつもりでにっこり笑いかえした。

「だな。向こうでもがんばれよ、星ほし祭まつり」

「はい！」

　文月はうれしそうに答えて、ちょっと照れくさくなったのか、船室に入っていった。それを見ていた石那は、疑わしげなジト目で小角をにらんだ。

「ちょっと。星祭さんが言ってたのどういうこと、思い出作りって？」

「どういうことって、思い出作りは思い出作りだろ。あいつ、転校しちまうらしいから」

「そう言えばきのう、どうして二人で島の裏まで行ってたわけ？　あんたもしかして、キャンプファイヤー気分で舞い上がって、星祭さんがおとなしいのをいいことに、何か良からぬことでもしでかしたんじゃないでしょうね！」

「バカ。小学生が修学旅行で盛り上がりすぎて女子の部屋に忍びこんだり、好きな子の言いあいっこするのとはわけが違うだろ。高校生にもなって、どこのタワケがキャンプファイヤーごときでミーハーに盛り上がっちまうんだよ」

「っていうかあたし、フォークダンスのとき、大おお国くにくんと葛かつら城ぎくんに告こくられたわよ。で、その五秒後に葛城くんが大国くんをぶっとばしたんだけど」

「……あいつら、愉快すぎるぜ」

　小お角づぬは深いため息をついた。そのとき、船室にいた伽きや羅らが小角たちを呼びにきた。

「おーづぬっ、甲かん板ぱんにいる子は船室に集合にゃ。これから、お昼ご飯のサンドイッチとお茶配るにゃよ」

「おう、サンキュ」

　小角は石いわ那なとともに、船室に入ろうとする。だが、東日流つがるがまだ観光船のともの手すりに身をもたせかけてじっと澪みお島じまを見つめているのに気づいて、声をかけた。

「おい、東日流。飯だってよ」

　呼びかけても東日流は応えない。船室にいた亜あ彌びがやってきて、小さな声で小角にささやいた。

「小角さま、どうか東日流さまをそっとしておいてさしあげてください。昨晩からずっと何も話されないのです、きっと曲くせ者ものと戦った傷が深いのです」

　亜彌も伽羅同様、来たときと同じように、制服を着て耳としっぽを隠していた。

「だからひっつき虫のおまえまで、遠慮して離れてるってのかよ」

　小角はため息をついて、東日流に目を向ける。

「勝手にしやがれ。来ねえならおまえの分食っちまうからな、このクソ外げ道どう！」

　そう声をかけても、東日流は反応しない。小角は首をかしげた。

「おかしいな。食い物で釣つりゃ、どんなに気分がローテンションでも食いついてくると思ったんだけどな」

「っていうか、全すべての人間を自分と同じ尺度ではかるのはやめるべきにゃ」

　伽羅が硬い声でつっこんだ。小角は軽く肩をすくめる。

「きのうはやつを助けてやったりして、ちょっぴり美しい友情の始まりかと思ったんだけどな。ちっと甘かったかなあ……」

「そもそも小角自身がいつもチームプレイとかけっこう無視してるくせに、キャンプのノリと勢いでクラスメイトとか言ったって底が知れてるって」

　石那が鋭するどい意見を出した。

「うっせえ、この阿あ魔ま！」

　小角はムッとして石那をにらむ。小角の夏休みはこんな調子で、石那とケンカしたり伽羅につっこまれたり東日流に無視されたり薬やく師しに狙ねらわれたり謎なぞの敵と戦ったりしながら、彼的にはごくごく平凡に過ぎていったのだった。





　しかし、東日流つがるの物語はもう少しつづいていた。

　小お角づぬたちが船室に入ってしまうと、甲かん板ぱんには東日流だけが残された。

　東日流は澪みお島じまを見つめつづけていた。しかし、どんなに目をこらしても、そこにはもうあの優しい声の人魚はいないのだった。

「ミュウ……ミュウ……」

　カモメの鳴く声を聞くと、ますます澪みおのことが思い出された。彼女は東日流がはじめて心を許せた相手だった。それだけに、彼女を失った今、東日流は魂の半分を引き裂かれて持って行かれてしまったような気がした。引き裂かれた魂からは、血が流れつづけているようだった。

「澪……」東日流は、もはや答える者のないその名をつぶやいた。

　そのとき。

「みゅうっ」

　カモメの声に似た、だがそうではない、懐かしい声を聞いて東日流はハッとした。

　観光船の後ろから、見おぼえのある緑色の髪が近づいてきていた。

「澪！」

　東日流は手すりから身を乗り出して、彼女の名を呼んだ。澪は東日流の声を聞いて、うれしそうに海面に顔を出した。

「みゅうっ！」

　船がそこそこ速いので、澪は必死に泳いでくる。恐らく今までは、他ほかの人間が周りにいたので警戒して、顔を出せなかったのだろう。

　澪の後ろからは、彼女に導かれるように、鳥や蝶ちようの羽が生えた妖精たちがついてきていた。いずれ劣おとらぬ美少女ぞろいの妖精たちは何十匹もいる。東日流は、夜や摩まに捕らわれていた他の地ち霊れいたちだと察した。

　妖精たちは澪の周りをうれしげにひらひらと飛び回っている。澪は海面をピシャッと尾で打つと、妖精たちのきらめく鱗りん粉ぷんが作る光り輝く虹にじの輪をくぐった。その姿は生き生きとして、傷ひとつ無かった。

「生きていたのか……」

　長らく凍りついていた東日流の表情に、ようやく血の気がもどった。

「そうだ……考えてみれば、波を自由に操り海の庇ひ護ごを受けたおまえが、あれしきの炎に焼かれるはずがなかったな……」

　東日流は安あん堵どのあまり、思わず全身の力が抜けて、甲板にひざをついた。

「みゅう！」

　澪は海から顔を出し、東日流を招くように両手をさしのべた。

「ああ澪、わかってる。待ってろ、今すぐ……」

　東日流つがるは思わず手すりを乗りこえようとした。愛らしい妖精たちも、東日流を歓迎するように笑いさざめいていた。色とりどりの妖精たちが飛び回るさまは、竜りゆう宮ぐうを泳ぐ魚のようでもあった。そして、彼の乙おと姫ひめは珊さん瑚ご礁しようの海よりも澄みきった目を上げ、あたたかい笑顔を浮かべて彼を待っていた。

　海に飛びこめば、現実世界を捨てて、ふたたび竜宮に戻れる。誰だれもいない澪みお島じまで、澪みおとふたり、自然の中で、安楽な心で暮らしていける……東日流の心ははやった。

　だが、東日流はハッと気づいた。夜や摩まのような人間はひとりだけではない、もっと大きな組織が後ろにあるかも知れないのだということを……。

「だめだ、澪。俺おれは行けない」

　東日流は言った。澪は予想だにしなかった拒絶に驚き、涙を流しながら必死にうったえた。

「みゅう、みゅう！」

「だめだ、おまえを連れていくこともできないのだ！　おまえはあの島の地ち霊れいだ、いくらそばにいたいからと言って、おまえを憑坐よりまし珠だまに閉じこめて自由を奪ったりすることは俺にはできない。あの夜摩とかいう男と同じになってしまう」

「みゅう……」

　澪は悲しげにうつむいた。妖精たちは澪を心配して、彼女の周りを飛び回りながら、小鳥がさえずるような声を立てた。東日流はそんな澪に、言い聞かせるように語った。

「澪。俺も楽園に住みたくないわけではない。だが澪島が今まで通り楽園であるためには、俺は現実から逃げるわけにはいかないのだ。おまえと島とを守るために、俺はおまえから離れて現実世界に戻らなくてはいけない……わかるか？」

「……みゅう……」

　澪はとりあえず、ことばは通じないものの納得はしたようすだった。彼女は船を追うのを止やめたが、それでもあきらめきれないようすで、いつまでも東日流を見送っていた。

「みゅう……みゅう……！」

　悲しげな声が、いつまでも船のあとについてきていた。東日流も、彼女や澪島が見えなくなっても、ずっと水平線の彼方かなたを見つめていた。

　人魚のような自然の魂や地霊は、存在すると信じている者にしか見えない。それを無視した人間が自然の声に耳をふさぎ、いかに風水魔術に威力があろうと、自分の勝手な思いこみと浅い知識から自然に手を加えれば最終的にどうなってしまうのか……それは、夜摩の最期が象徴しているのかも知れなかった。人間を生んだ自然に敬意を払わず尊重もしなければ、いずれ人類は自滅の道をたどるしかないのだ。

　東日流は、自分が乱暴に改造してしまった澪島が、一刻も早くもとに戻ることを祈った。そして澪島を永遠に、人の手に汚されず人の踏みこまない平和な聖地としつづけるために自分に何ができるか、考えていた。

　どんなに遠く離れていても、思い出さえあれば……と、文ふ月づきがさっき小お角づぬにそんなことを言っていたのを、東日流つがるは思い出していた。

「澪みお。俺おれは必ずおまえを守る、どんな敵が立ちはだかろうとも戦い抜いてみせる……」

　東日流は誓うように、そうつぶやいた。なぜ浦うら島しまは楽園を捨てて試練が待つ陸に戻ったのか……今の東日流には、その理由がよくわかるような気がした。

　生徒たちが去ったあと、珊さん瑚ご礁しようはひと夏の秘密を抱いて、ふたたび静かな眠りについた。それは永遠につづく楽園の眠りだった。

　いつか人々は伝説の中に、語り継ぐことだろう。場所すらさだかではないはるかな南海の彼方かなたに、美しい人魚と妖精たちが住む平和な小さい島がある……と。



《完》



    

  
    
      


　　　あとがき





　今回はキャラそれぞれの夏休み、みたいな感じの話です。発売は一月ですけど（寒）。

　前の巻がけっこう重かったので、今回はキャラたちには息抜きがてら、軽く明るく楽しくちょいラブなバケーションをさせてあげましょうという親心です。

　今回は、澪みおとか文ふ月づきとか私好みのかわぃ～い女の子がたくさん出てきて楽しかったです。頼りない女の子が微力ながら必死にがんばってる姿って、好きなんですよね～。

　今まであまり一人一人描けなかったクラスメイトについても、たくさん登場させてあげられて楽しかったです。特に東日流つがるの取り巻きＵＭＡユーマ使い四人組が（笑）。四人の名前はそれぞれ、春夏秋冬の日本の女神の名前からつけています。

　個人的に天てん灯とう鬼き・竜りゆう灯とう鬼きのお姉様コンビの大胆な服装（っていうか服装の欠如）とか考えるのも楽しかったです。天灯鬼・竜灯鬼は、五ご重じゆうの塔とうや夏なつ目め雅まさ子こ似（マジで）の阿あ修しゆ羅ら像で有名な奈良の興こう福ふく寺じにある鎌倉時代に作られた木像です。鬼は異民族、炎は仏教の教えをあらわしているそうです。もちろん本物はマッチョなおじさんの姿をしています（笑）。

　ところで何かいつもトリビア話になってしまうこのあとがきですが、トリビアというとやはり給食のマーガリンの袋に書いてたアレが懐かしいですね。志し摩まちゃんが言ってた五千円札の件について、担当さんが「新五百円玉の刻印にも『ＮＩＰＰＯＮ』のマイクロ文字が入ってるんですよ～」と教えてくれました。それって裏面の、角度を変えるとゼロの中に浮かんで見える『５００円』じゃないの？　と思ったら違うんですね。『５』の中の横線のとぎれる隅っこ部分の上に『Ｎ』下に『Ｉ』、『０』の最下部の線の両端には『Ｐ』『Ｐ』と『Ｏ』『Ｎ』の文字が！　表面の植物の真ん中の茎くきにも彫り込まれてるようです。っていうかマイクロ文字は一辺〇・一八ミリで、ゾウリムシぐらいの大きさしかないため、かなーり努力したのですがとても肉眼では見えませんでした（笑）。

　関係無いけど今回、東日流の変化に、意外に亜あ彌びより小お角づぬのほうが敏感に反応してましたね（笑）。いつもはケンカばかりしてるくせに、かまってくれないと寂しくなってちょっかいかけるんですね、わがまま小角。ほんと子供ですね……（苦笑）。

　この本は前巻から二ヶ月しか経たってない上に年末進行だったのでスタッフ一同大忙しでしたが、何とか無事に皆さんにお届けできて良かったです。おかげさまで風水学園シリーズ、皆様が買ってくださって増刷が出たりもして、何よりの励みになりました。まだまだ寒い冬、ぬくいおこたでミカンでも食べながら読んで、お楽しみくださいませ。

　いつも素敵なイラストを描いてくださる凪な良ぎ先生も、今回もどうもありがとうございました。キャラたちの水着姿もグッと来まくりでしたが、特に表紙、東日流はかっこいいし（特に帯の下のナマ臍へそがイカス！）澪はかわいいし、は～眼福眼福、です♪

　　二〇〇四年一月　夏緑＠いまだに一人でブヤを歩くと迷子になります



    

  
    
      

　著者

　夏緑（なつ・みどり）

　　代表作は漫画原作「獣医ドリトル」（小学館）、小説「葉緑宇宙艦テラリウム」（ＭＦ文庫Ｊ）など。京都大学大学院の理学博士課程修了、日本分子生物学会員の科学大好き理系っ娘（娘？）。東京都在住。

　「お正月に、鏡餅に串柿をそえるという話をしていると大分出身の知人に『何それ？』と聞かれました。串柿は全国区じゃないのかな。ちなみに鏡餅・串柿・橙は三種の神器『鏡・剣・玉』を示しているそうです」



　イラスト

　凪良（なぎ）

　　京都府在住、７月11日生まれ。

　「キャラクターデザインやイラストを描いたりする人です。最近は風水の置物なんかの中華テイストなディティールがなんだかお気に入り。ミニ置物とかフィギュア感覚でコレクションしてしまいそう。」

　　代表作に『シャープエッジ』（電撃文庫）挿画など。
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